
2022年（令和4年）度会誌

ご
挨
拶

　
徳
島
玉
翠
会
会
長

　
長
尾
　
哲
見
（
昭
和
四
十
四
年
卒
）

徳
島
支
部
の
会
員
の
皆
様
に
は
ご
清

栄
の
事
と
存
じ
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
残
念
な
が
ら
今
年
も
役
員
の

協
議
の
結
果
、
現
下
の
コ
ロ
ナ
の
感
染
状

況
を
踏
ま
え
て
総
会
は
中
止
と
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

そ
の
代
わ
り
、
昨
年
同
様
に
会
員
相

互
の
絆
と
し
て
総
会
誌
の
発
刊
を
行
い
、

総
会
の
意
義
を
留
め
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

例
年
と
比
べ
る
と
コ
ン
パ
ク
ト
な
内
容
で

す
が
ご
高
覧
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

尚
、
全
国
的
に
は
総
会
を
中
止
す
る

支
部
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
総
会
を
開
催
す
る

支
部
と
様
々
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
総
会
も
状
況
を
考

慮
す
る
と
や
む
を
得
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
同
窓
会
は
会
員
同
士
が
顔
を
突
き

合
わ
せ
て
楽
し
く
語
り
合
え
る
事
が
何
よ

り
も
大
事
と
思
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
県
内
で
も
一
日
も
早
く

コ
ロ
ナ
の
感
染
が
収
束
し
、
再
び
一
堂
に

会
し
た
総
会
が
開
催
さ
れ
る
時
を
強
く
念

願
す
る
と
と
も
に
徳
島
玉
翠
会
の
今
後

益
々
の
ご
発
展
と
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
を

心
か
ら
祈
念
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

ご
挨
拶

　
玉
翠
会
会
長

　
間
島
　
賢
治
（
昭
和
四
十
七
年
卒
）

徳
島
玉
翠
会
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り

玉
翠
会
の
運
営
に
関
し
て
多
大
な
る
ご
支

援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
久
し
振
り
に
出
席
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
依

然
と
し
て
続
い
て
お
り
残
念
に
思
い
ま
す
。

さ
て
、
本
年
五
月
の
玉
翠
会
総
会
で

会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
昭
和
四
十
七

年
卒
業
の
間
島
賢
治
で
す
。
伝
統
あ
る
玉

翠
会
の
会
長
は
、
槙
田
前
会
長
は
じ
め
名

立
た
る
先
輩
が
お
務
め
に
な
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
後
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
、

私
で
本
当
に
良
い
の
か
と
改
め
て
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。
思
い
返
せ
ば
三
十

歳
前
に
東
京
か
ら
帰
省
し
、
高
校
時
代
の

恩
師
（
故
松
野
先
生
）
に
お
声
が
け
い
た

だ
き
、
玉
翠
会
の
九
十
周
年
事
業
の
一
員

と
し
て
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

の
が
契
機
で
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
指
導
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

高
松
高
校
は
来
年
一
三
〇
周
年
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
香
川
県
立
高

等
学
校
と
し
て
の
行
事
は
来
年
計
画
さ
れ

る
予
定
で
す
。
玉
翠
会
と
し
て
の
祝
賀
会

は
、
依
然
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
再

来
年
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
折
に

は
、
高
松
に
帰
省
い
た
だ
き
、
久
し
振
り

の
同
窓
会
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
、
地
域

を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
な

い
頃
は
、
徳
島
に
は
仕
事
の
関
係
で
月
１

回
程
度
は
ご
訪
問
し
て
い
ま
し
た
。
徳
島

玉
翠
会
で
は
、
毎
回
楽
し
い
企
画
を
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
二
次
会
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
折
に
は
、
皆
様
の
素
晴
ら
し
い

歌
声
を
お
聞
き
し
た
楽
し
い
思
い
出
が

残
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
香
川
は
「
素
晴
ら
し
い
ま

ち
」
だ
と
思
い
つ
つ
、
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松

を
散
策
し
て
い
ま
す
。
新
県
立
体
育
館
、

徳
島
文
理
大
学
移
転
新
キ
ャ
ン
パ
ス
、
高

松
駅
ビ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ホ
テ

ル
な
ど
二
〇
二
五
年
に
向
け
て
の
再
開
発

に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
徳
島
玉
翠

会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
皆
様
の
ご
健

勝
、
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
挨
拶

　
玉
翠
会
前
会
長

　
槙
田
　
　
實
（
昭
和
四
十
二
年
卒
）

徳
島
玉
翠
会
の
皆
様
、
八
年
間
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
五
月
末
を

も
っ
て
、会
長
職
を
、昭
和
四
十
七
年
（
一

九
七
二
年
）
卒
の
間
島
賢
治
氏
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
致
し
ま
し
た
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
毎
年
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
ド
パ
レ
ス
徳
島
で
の
徳
島
玉
翠
会
総
会

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
交
流
の
機
会
を
与

え
て
頂
い
た
事
に
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
長
尾
会
長
を
は
じ
め
、
同
級
生
の

中
村
君
等
に
歓
待
を
受
け
ま
し
た
事
、
又
、

総
会
懇
親
会
で
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
頂
い
た

事
が
深
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
高
松

か
ら
Ｊ
Ｒ
で
一
時
間
の
徳
島
で
す
が
、
普

段
は
、
訪
問
の
機
会
が
少
な
く
、
徳
島
玉

翠
会
総
会
で
阿
波
の
空
気
を
感
じ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
徳
島
香
川
も
、

こ
の
二
年
半
コ
ロ
ナ
禍
に
振
り
回
さ
れ
、

各
玉
翠
会
総
会
も
中
止
と
な
り
、
懇
親
の

場
を
失
く
し
た
事
は
、
本
当
に
残
念
で
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
線
と
共
に
コ
ロ
ナ
禍
の
早

期
終
焉
を
向
か
え
る
事
を
願
う
ば
か
り
で

す
。例

年
卒
業
証
書
授
与
式
の
模
様
を
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
令
和
四

年
三
月
四
日
に
挙
行
さ
れ
、
私
も
最
後
の

卒
業
式
出
席
と
な
り
ま
し
た
。
全
日
制
三

一
五
名
、定
時
制
三
名
、通
信
制
二
十
四
名
、

卒
業
生
三
四
二
名
の
卒
業
式
で
、
こ
れ
を

も
っ
て
、
卒
業
生
累
計
は
五
五
，
三
〇
七

名
と
な
り
ま
し
た
。
恒
例
の
卒
業
生
答
辞

は
、
橋
本
晃
次
郎
君
が
、
筒
が
無
く
、
例

年
と
比
較
し
て
少
し
大
人
し
目
に
、
し
か

し
最
高
の
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
が
最
後
の
寄
稿
と
な

り
ま
す
が
、
本
当
に
八
年
間
ご
指
導
ご
鞭

撻
そ
し
て
ご
援
助
頂
き
ま
し
た
事
を
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
徳
島

玉
翠
会
の
益
々
の
ご
発
展
、
又
、
会
員
の

皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

長
ら
く
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
挨
拶

　
香
川
県
立
高
松
高
等
学
校
長

　
中
筋
　
功
雄
（
昭
和
五
十
九
年
卒
）

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
初
め
ま
し
て
。
昨

年
度
、
令
和
三
年
四
月
よ
り
本
校
の
校
長

と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
中
筋
と
申
し

ま
す
。
昨
年
度
の
本
稿
に
は
前
校
長
の
出

射
隆
文
先
生
が
玉
稿
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

の
で
、
私
が
ご
挨
拶
を
書
か
せ
て
い
た
だ

く
の
は
こ
れ
が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。
し

か
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
た
め
に
昨
年
度
の
徳
島
玉
翠
会
総
会

が
二
年
続
け
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

会
員
の
皆
様
に
直
接
お
会
い
し
て
ご
挨
拶

申
し
上
げ
る
機
会
も
な
い
ま
ま
に
、
着
任

以
来
一
年
以
上
が
経
過
し
て
の
拙
稿
と
な

り
ま
す
。
そ
し
て
今
年
の
総
会
も
ま
た
中

止
が
決
定
し
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
様
に
お
会
い
で
き
る
の
は
ま
だ
先
に
な

り
そ
う
で
す
。
誌
上
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
は
三
年
目
に
入
っ

て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
終
わ
り
が
見

通
せ
ず
、
学
校
運
営
も
コ
ロ
ナ
の
顔
色
を

窺
い
な
が
ら
、
で
き
る
こ
と
、
で
き
る
方

法
を
探
り
な
が
ら
極
力
通
常
の
教
育
活
動

に
近
づ
け
る
工
夫
の
連
続
で
す
。
徳
島
玉

翠
会
の
皆
様
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
実
施

し
て
お
り
ま
し
た
徳
島
大
学
医
学
部
訪
問

を
筆
頭
に
、
こ
こ
二
年
間
実
施
で
き
て
い

な
い
行
事
も
あ
り
ま
す
し
、
体
育
祭
や
文

化
祭
の
よ
う
に
実
施
は
し
た
も
の
の
非
公

開
な
ど
の
制
限
付
き
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
生
徒
諸
君
は
逞
し
く
も
し
な

や
か
に
彼
ら
な
り
の
青
春
を
謳
歌
し
、
勉

学
に
精
進
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
成

果
と
し
て
、
今
春
徳
島
大
学
に
は
医
学
部
、

薬
学
部
を
含
ん
で
九
名
が
進
学
を
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
徳
島
玉
翠
会
の
貴
重
な
金

の
卵
と
し
て
ご
支
援
い
た
だ
け
る
と
幸
い

で
す
。

と
こ
ろ
で
、
本
校
は
今
年
で
創
立
一

三
〇
年
目
を
迎
え
ま
す
。
明
治
二
十
六
年

に
香
川
県
尋
常
中
学
校
の
設
立
と
香
川
県

高
等
女
学
校
の
改
称
が
な
さ
れ
て
以
来
、

激
動
の
近
現
代
史
の
な
か
で
本
校
が
香
川

県
を
代
表
す
る
高
等
学
校
で
あ
り
続
け
ら

れ
た
の
は
、
ひ
と
え
に
卒
業
生
の
皆
様
の

絶
え
間
な
い
ご
努
力
や
果
敢
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
の
賜
物
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
国

の
内
外
、
ま
た
各
方
面
で
活
躍
さ
れ
る
先

輩
諸
氏
の
ご
功
績
に
触
れ
る
に
つ
け
、
誇

ら
し
く
も
あ
り
、
ま
た
現
役
生
の
教
育
を

預
か
る
者
と
し
て
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。
玉
翠
会
の
『
会
報
』
に
も
書
き
ま

し
た
が
、
来
年
度
に
一
三
〇
周
年
を
記
念

し
た
文
化
祭
の
開
催
、
記
念
誌
の
発
刊
な

ど
を
予
定
し
て
そ
の
準
備
に
入
っ
て
お
り

ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、

帰
県
さ
れ
た
皆
様
に
記
念
文
化
祭
を
ご
高

覧
い
た
だ
け
る
こ
と
を
今
か
ら
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
総
会
の

盛
会
と
ご
参
会
の
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の

ご
健
勝
、
徳
島
玉
翠
会
の
更
な
る
ご
隆
盛

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す

早
い
の
で
す
が
、
育
児
が
好
き
な
（
？
）

私
は 

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
卵
を
購

入
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
た
い
て
い

ア
マ
チ
ュ
ア
の
愛
好
家
が
出
品
し
て
い
て
、

小
さ
な
容
器
に
二
十
個
程
度
を
入
れ
て

送
っ
て
く
れ
ま
す
。

そ
れ
を
使
わ
な
く
な
っ
た
子
供
の
勉

強
机
で
ハ
○
キ
ル
ー
ペ
を
掛
け
ピ
ン
セ
ッ

ト
で
卵
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
姿
は
、
ほ

ぼ
幽
霊
部
員
だ
っ
た
高
校
時
代
の
生
物
部

の
時
よ
り
も
真
剣
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
今

年
は
四
種
類
も
買
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

緑
、
紅
白
、
オ
レ
ン
ジ
、
水
色
で
鰭
長
。

高
い
も
の
は
あ
き
ら
め 

一
個
一
〇
〇
円

ま
で
、
と
決
め
て
は
い
る
の
で
す
け
ど
、

メ
ダ
カ
た
ち
の
美
し
さ
に 

つ
い
ポ
チ
っ

と
手
が
出
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
ん
な
に

購
入
し
て
い
た
ら 

ど
ん
ど
ん
増
え
て
収

拾
が
つ
か
な
く
な
る
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ

う
。
育
て
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
と
こ

ろ
が
あ
り
、
確
か
に
丈
夫
で
爆
発
的
に
増

え
る
も
の
も
い
て
、
貰
い
手
探
し
に
四
苦

八
苦
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
逆
に 

美

し
く
品
種
改
良
さ
れ
た
も
の
は
か
弱
い
よ

う
で
、
孵
化
は
し
て
も
一
年
後
に
残
る
の

は
今
の
と
こ
ろ
一
割
程
度
。
せ
っ
か
く
生

ま
れ
た
命
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
飼
育

方
法
を
日
々
模
索
中
で
す
。

徳
島
玉
翠
会 

令
和
三
年
度
会
費
納
入
者

（
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）

（
敬
称
略
）

（
昭
和
二
十
年
卒
）　　

岩
井　

武
子

（
昭
和
二
十
一
年
卒
）

　
　
　

高
木　

一
孝
、
森　

弥
栄
子

（
昭
和
二
十
三
年
卒
）　

田
尾　

敏
子

（
昭
和
二
十
七
年
卒
）　

松
木　

洋
子

（
昭
和
二
十
九
年
卒
）　

羽
坂　
　

翠

（
昭
和
三
十
一
年
卒
）

　
　
　

佐
々
木
敬
子
、
真
鍋　

恭
子

（
昭
和
三
十
三
年
卒
）

　
　
　

渡
邊　
　

謙
、
佐
野　

紀
子

（
昭
和
三
十
四
年
卒
）

　
　
　

渡
邊　

恵
子
、
上
田　

和
子

（
昭
和
三
十
五
年
卒
）

　
　
　

岡
澤
恵
美
子
、
宮
本　

仁
美

（
昭
和
三
十
六
年
卒
）　

青
木　

博
美

（
昭
和
三
十
七
年
卒
）

　
　
　

圓
藤　

寿
穂
、
圓
藤
と
よ
子

　
　
　

塩
田　
　

洋
、
鈴
木　

良
子

（
昭
和
三
十
八
年
卒
）

　
　
　

水
口　

裕
之
、
元
木　

碎
香

（
昭
和
三
十
九
年
卒
）　

頼
富　

信
輔

（
昭
和
四
十
一
年
卒
）　

山
本　

圭
子

（
昭
和
四
十
二
年
卒
）

　
　
　

荒
瀬　

友
子
、
村
上
由
里
子

　
　
　

中
村　

芳
正　

（
昭
和
四
十
三
年
卒
）

　
　
　

森
江
恵
美
子
、
牛
川　
　

務

　
　
　

浅
野　

彩
子
、
七
條　

政
志

（
昭
和
四
十
四
年
卒
）

　
　
　

秋
本
ま
り
子
、
渡
部　

荘
三

　
　
　

長
尾　

哲
見　

（
昭
和
四
十
五
年
卒
）　

米
沢　

基
子

（
昭
和
四
十
六
年
卒
）　

後
藤
田
眞
理
子

（
昭
和
四
十
七
年
卒
）

　
　
　

香
川　

典
子
、
駒
木　

典
子

（
昭
和
四
十
八
年
卒
）

　
　
　

坂
東　

智
子
、
坂
口　

英
則

　
　
　

河
野　
　

順
、
宮
内
和
瑞
子

（
昭
和
四
十
九
年
卒
）

　
　
　

東　
　

雅
之
、
邉
見　

千
香

（
昭
和
五
十
年
卒
）　　

名
尾　

和
広

（
昭
和
五
十
一
年
卒
）

　
　
　

竹
内　

明
美
、
伊
賀　

弘
起

　
　
　

小
西
裕
美
子

（
昭
和
五
十
二
年
卒
）

　
　
　

森　
　

康
代
、
阿
川　

昌
仁

（
昭
和
五
十
三
年
卒
）

　
　
　

後
藤　

葉
子
、
塩
見　

一
義

（
昭
和
五
十
四
年
卒
）

　
　
　

吉
村　

恵
美
、
細
井
恵
美
子

（
昭
和
五
十
五
年
卒
）　

安
宅
比
呂
美

（
昭
和
五
十
七
年
卒
）　

日
下　

正
剛

（
昭
和
五
十
八
年
卒
）

　
　
　

山
本　

雅
子
、
佐
々
木
園
子

　
　
　

加
藤　

弘
道
、
木
村　

建
彦

（
昭
和
六
十
年
卒
）　　

松
原　
　

淳

（
昭
和
六
十
二
年
卒
）

　
　
　

軒
原　
　

浩
、
軒
原　

尚
子

（
昭
和
六
十
三
年
卒
）　

山
本　

岐
香

（
平
成
元
年
卒
）　　
　

安
芸　

芳
宣

（
平
成
二
年
卒
）　　
　

齋
藤
友
佳
理

（
平
成
五
年
卒
）　　
　

福
岡　

淳
志

（
平
成
六
年
卒
）　　
　

中
原　

大
道

（
平
成
十
三
年
卒
）　　

宮
城　

麻
友

（
平
成
十
七
年
卒
）　　

佐
藤　

雅
之

会
費
を
納
入
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

京
都
在
、
徳
島
出
身
の
義
兄
か
ら
「
昭

和　

わ
た
し
の
証
言
Ⅴ
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
の
単
行
本
と
四
国
新
聞
の
書
籍
紹
介
文

が
送
ら
れ
て
き
た
。
香
川
大
学
名
誉
教
授

お
二
人
の
先
生
方
が
刊
行
さ
れ
た
激
動
の

昭
和
証
言
集
で
あ
る
。「
香
川
県
に
ゆ
か

り
の
あ
る
二
十
六
名
が
執
筆
し
て
い
る
か

ら
千
香
さ
ん
の
知
り
合
い
が
い
る
か
も
し

れ
な
い
。」
と
。
戦
中
生
ま
れ
の
義
兄
と

一
回
り
違
う
私
は
、
実
に
平
和
な
時
代
を

生
き
て
き
た
。
高
校
一
年
時
夏
休
み
の
登

校
日
は
、「
戦
争
を
語
る
」
と
題
し
た
現

国
河
村
義
次
郎
先
生
の
宿
題
が
あ
っ
た
が
、

確
か
誰
の
手
も
挙
が
ら
な
か
っ
た
。
若
者

気
質
を
三
無
主
義
で
説
明
さ
れ
た
時
代

だ
っ
た
。
呉
の
軍
需
工
場
で
ヒ
ロ
シ
マ
の

原
爆
を
知
っ
た
大
学
一
年
生
の
父
、
高
松

空
襲
の
中
を
家
族
で
幸
町
ま
で
逃
げ
た
母
。

語
り
継
が
れ
て
い
た
話
が
こ
ぼ
れ
て
し

ま
っ
た
。
二
十
六
名
の
足
跡
を
読
み
な
が

ら
未
だ
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
頃
の
故
郷

を
想
う
。
萩
原
幹
生
氏
（
元
宇
高
連
絡
船

船
長
）
の
旧
高
松
駅
の
切
り
絵
表
紙
が
実

に
懐
か
し
い
景
色
だ
。

激
動
の
令
和
期
。
今
年
も
総
会
、
懇

親
会
が
中
止
に
な
り
、
簡
易
な
会
誌
編
集

と
な
り
ま
し
た
。
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
本

部
の
間
島
会
長
様
、
槙
田
前
会
長
様
、
中

筋
校
長
先
生
、
徳
玉
会
の
役
員
方
々
に
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
松
下
印
刷
の

浦
川
様
に
は
多
大
な
無
理
を
申
し
ま
し
た
。

深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

N
o m
ore w

ar. Go aw
ay coronavirus.

二
〇
二
二
年
六
月

　
徳
島
玉
翠
会
事
務
局
編
集
担
当

　
邉
見
　
千
香
（
昭
和
四
十
九
年
卒
）

草
取
り
を
考
え
る

　
徳
島
玉
翠
会
副
会
長
兼
事
務
局
長

　
坂
口
　
英
則
（
昭
和
四
十
八
年
卒
）

マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
住
み
の
方
は
以
下

の
文
章
は
ス
ル
ー
し
て
い
た
だ
い
て
結
構

で
す
。

広
い
狭
い
に
関
わ
ら
ず
土
の
庭
が
あ

る
方
は
興
味
が
あ
れ
ば
お
読
み
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
毎
年
四
月
か
ら
五
月
に
な
る

と
気
温
が
上
が
り
、
適
度
な
雨
が
降
る
と

植
物
た
ち
の
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
き
ま

す
。
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
や
っ
て
お
ら
れ
る

方
に
と
っ
て
は
植
え
た
草
花
が
芽
を
吹
き

始
め
葉
が
展
開
し
て
開
花
す
る
の
が
非
常

に
楽
し
み
な
季
節
で
す
ね
。

一
方
、
意
図
し
て
植
え
た
植
物
以
外

の
植
物
、通
常
雑
草
と
呼
ば
れ
る
植
物（
き

ち
ん
と
し
た
学
名
や
和
名
も
あ
る
の
で
す

が
）
も
こ
の
時
期
や
た
ら
と
元
気
に
な
り
、

土
が
あ
れ
ば
そ
こ
ら
辺
中
芽
を
出
し
生
長

を
始
め
ま
す
。

こ
れ
を
何
も
せ
ず
に
放
っ
て
お
く
と

と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
庭
は
ま
る
で
原
野
、
除
草
し
よ
う
と

す
る
と
重
労
働
、
し
か
も
ご
近
所
か
ら
は

人
間
性
を
疑
わ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
の
雑
草
の
中
で
も
根
絶
が
ほ
ぼ
不

可
能
な
し
ぶ
と
い
奴
が
イ
ネ
科
メ
ヒ
シ
バ

属
と
カ
タ
バ
ミ
科
カ
タ
バ
ミ
属
で
す
ね
。

ど
ち
ら
も
匍
匐
茎
を
伸
ば
し
て
節
毎

に
発
根
し
て
子
や
孫
を
作
り
、
抜
こ
う
と

す
る
と
ち
ぎ
れ
て
取
り
残
し
が
出
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ま
た
拡
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

今
度
に
し
よ
う
っ
と
、
な
ど
と
怠
慢
を
し

て
抜
く
の
が
遅
れ
る
と
、
雑
草
は
そ
れ
を

見
逃
さ
ず
、
花
を
咲
か
せ
て
種
を
作
り
そ

こ
ら
辺
に
ま
き
散
ら
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

種
子
散
布
と
い
い
ま
す
。
カ
タ
バ
ミ
な
ど

は
独
自
の
発
射
装
置
を
持
っ
て
お
り
、
実

が
熟
す
と
鞘
が
は
じ
け
て
種
子
を
一
〜
二

ｍ
も
発
射
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
雑
草
と
は
呼
ば
れ
て
い

な
い
の
で
す
が
、
ハ
ー
ブ
の
ミ
ン
ト
類
と

タ
イ
ム
類
、
地
下
茎
と
匍
匐
茎
を
伸
ば
し

ま
く
り
、
我
が
家
の
花
壇
は
こ
い
つ
ら
に

ほ
ぼ
占
領
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
で
も
夏
に

は
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
に
し
た
り
す
る
の
で
、

根
絶
し
よ
う
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
。

と
に
か
く
、
雑
草
が
生
長
し
て
開
花
し
、

種
子
が
で
き
る
前
に
抜
か
な
け
れ
ば
、
以

後
次
々
と
生
え
て
き
て
、
延
々
と
草
抜
き

仕
事
を
す
る
は
め
に
な
り
ま
す
。

除
草
作
業
に
は
、
ま
ず
は
一
番
原
始

的
な
ね
じ
り
鎌
な
ど
簡
単
な
道
具
を
使
う

手
作
業
）、
除
草
剤
散
布
、
刈
払
い
機
の

三
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
れ
も
一
長
一

短
、
時
間
が
掛
か
っ
て
腰
が
痛
い
、
ペ
ッ

ト
が
い
て
薬
を
使
え
な
い
、
機
械
の
値
段

が
高
い
し
、
面
積
が
狭
い
、
等
々
。

草
取
り
を
し
て
い
て
何
が
大
変
か
と

い
う
と
、
雑
草
は
取
っ
て
も
取
っ
て
も
減

ら
な
い
こ
と
、
三
々
五
々
時
間
差
攻
撃
を

か
け
て
き
ま
す
。
栽
培
す
る
野
菜
や
花
は
、

い
つ
植
え
た
ら
い
つ
花
が
咲
き
、
い
つ
実

が
生
り
ま
す
と
い
う
の
が
大
体
決
ま
っ
て

い
ま
す
が
、
雑
草
に
は
そ
れ
が
全
く
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
あ
、
二
十
四
時
間
子
孫
を
残

す
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
る
の
で
、
勝
て

る
訳
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

こ
ん
な
草
取
り
作
業
（
手
作
業
に
限

り
ま
す
が
）
で
す
が
、
楽
し
み
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ず
は
庭
が
美
し
く
な
る
こ
と
。
抜

き
終
え
る
と
非
常
に
満
足
感
、
達
成
感
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
に
、
植
物
観
察
が
で
き
ま
す
。
な

か
な
か
名
前
は
覚
え
ら
れ
な
い
の
で
す
が
、

そ
の
花
の
色
や
形
、
葉
の
形
や
着
き
方
、

根
の
生
え
方
な
ど
様
々
な
生
態
が
観
察
で

き
ま
す
。
後
で
図
鑑
を
見
て
名
前
を
調
べ

る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
最
近
は
ス

マ
ホ
を
使
っ
て
そ
の
場
で
グ
グ
っ
て
も
調

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
、
と
っ
て
も
便
利
。

そ
し
て
私
が
一
番
草
取
り
に
見
出
す

効
用
は
無
に
な
れ
る
こ
と
。
一
本
一
本
手

で
抜
く
時
に
は
何
も
考
え
て
お
ら
ず
、
目

と
手
が
自
動
的
に
動
い
て
い
ま
す
。
ト
ラ

ン
ス
状
態
で
す
ね
。

さ
あ
皆
さ
ん
、
庭
に
出
て
草
取
り
を

し
ま
せ
ん
か
。
色
々
な
楽
し
み
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
戸
惑
い
と
慣
れ

　
徳
島
玉
翠
会
副
会
長

　
松
原
　
　
淳
（
昭
和
六
十
年
卒
）

本
年
の
総
会
も
中
止
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
そ
の
原
因
で
あ
る
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
影
響
に
関
連
し
て
雑
感
を
書
い

て
み
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
初
頭
か
ら
の
感
染
者
の

増
加
に
伴
い
、
私
の
勤
め
る
会
社
で
も
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
（
在
宅
な
ど
で
の
勤
務
）

が
推
奨
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特

に
私
の
業
務
は
主
に
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た

事
務
作
業
で
し
た
の
で
、
会
社
の
シ
ス
テ

ム
に
接
続
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
さ
え
あ
れ
ば
、

ど
こ
に
い
て
も
業
務
が
可
能
な
状
況
と
な

り
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
で
本
格
的
に
業
務
を
行
う
た
め
に
は
、

一
定
の
I
T
的
技
量
が
ど
う
し
て
も
必
要

と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
社
内
シ
ス
テ
ム
の

情
報
保
管
場
所
や
公
共
の
情
報
保
管
場
所

か
ら
必
要
な
情
報
を
素
早
く
検
索
し
、
探

し
出
す
能
力
。
次
々
と
で
き
上
が
る
文
書

を
、
社
内
シ
ス
テ
ム
の
適
切
な
場
所
に
整

理
し
て
保
管
す
る
能
力
。
リ
モ
ー
ト
の
会

議
等
が
連
続
す
る
場
合
に
、
素
早
く
切
り

替
え
て
出
席
を
継
続
す
る
能
力
。
文
書
を

印
刷
す
る
こ
と
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
の
画
面

に
表
示
さ
れ
る
複
数
ペ
ー
ジ
の
文
書
を
見

て
、
誤
記
等
が
な
い
か
確
認
す
る
能
力
、

等
々
。

し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で

の
私
の
仕
事
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
は
、
と

に
か
く
文
書
を
印
刷
し
て
印
刷
物
と
し
て

情
報
を
集
積
し
、
仕
事
場
の
書
架
が
主
要

な
情
報
保
管
場
所
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
個
人
的
な
事
情
を
申
せ
ば
、
I
T

機
器
の
使
用
に
つ
い
て
、
私
は
ほ
ぼ
I
T

難
民
的
な
技
量
し
か
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
一
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
個

人
の
電
話
は
い
ま
だ
に
ガ
ラ
ケ
ー
（
ガ
ラ

パ
ゴ
ス
様
式
携
帯
電
話
、
二
つ
折
り
す
る

機
種
）
を
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
程
度
の

I
T
的
技
量
で
し
た
の
で
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
が
主
と
な
っ
た
時
の
戸
惑
い
は
、

た
い
へ
ん
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
時
に
頼
り
に
な
る
の
は
、
や

は
り
人
で
す
。
会
社
の
同
僚
に
電
話
で
何

で
も
聞
き
ま
く
っ
て
、
少
し
づ
つ
苦
境
を

乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
た
。

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
始
め
た
約
二
年

前
に
は
こ
の
よ
う
な
状
況
で
し
た
が
、
何

事
も
場
数
を
踏
め
ば
慣
れ
る
も
の
で
、
今

の
と
こ
ろ
は
何
と
か
業
務
に
必
要
な
最
低

限
の
こ
と
は
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
春
以
降
は
、
警
戒
都
道
府
県
の
設

定
も
解
除
さ
れ
、
社
内
の
規
制
も
か
な
り

緩
和
さ
れ
た
の
で
、
出
社
す
る
こ
と
が

段
々
と
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で

改
め
て
思
い
ま
し
た
が
、
私
は
や
は
り
会

社
で
同
僚
た
ち
と
顔
を
合
わ
せ
て
仕
事
を

す
る
方
が
、
性
格
に
合
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
た
だ
満
員
の
通
勤
電
車
で
会
社
に
通

う
よ
う
な
方
は
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
も
大

い
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
う
ま

く
使
い
分
け
で
き
る
よ
う
な
制
度
に
な
れ

ば
よ
い
で
す
ね
。

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、
徳
島
玉
翠
会

総
会
で
ま
た
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
る
日

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

街
道
を
行
く

　
徳
島
玉
翠
会
幹
事

　
中
原
　
大
道
（
平
成
六
年
卒
）

日
頃
、
自
動
車
で
よ
く
通
る
街
も
一

本
裏
通
り
を
歩
い
て
み
る
と
全
く
違
っ
た

表
情
が
見
え
る
。
そ
の
魅
力
に
と
り
つ
か

れ
て
最
近
裏
通
り
を
歩
く
と
い
う
レ

ジ
ャ
ー
を
見
つ
け
ま
し
た
。

現
在
は
自
動
車
で
の
移
動
が
主
流
、

そ
れ
に
伴
い
お
店
も
自
動
車
で
入
り
や
す

い
大
通
り
に
面
し
た
大
型
店
舗
ば
か
り
が

目
に
つ
き
ま
す
。
し
か
し
大
通
り
か
ら
一

本
入
る
と
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
っ

た
旧
街
道
、
か
つ
て
は
栄
え
て
い
た
商
店

街
、
汽
車
を
乗
り
降
り
す
る
人
で
賑
わ
っ

て
い
た
駅
周
辺
、
ほ
と
ん
ど
の
場
所
が
現

在
は
閑
散
と
し
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
お

店
で
あ
っ
た
ら
し
い
建
物
や
、
古
く
か
ら

残
る
立
派
な
旧
家
や
醫
院
跡
が
あ
っ
た
り

し
て
表
通
り
と
は
ま
っ
た
く
違
う
場
所
に

感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
道
を
、
い
に

し
え
の
繁
栄
を
頭
に
思
い
描
き
な
が
ら
歩

く
の
は
な
か
な
か
楽
し
い
も
の
で
す
。

古
く
か
ら
あ
る
通
り
に
は
歴
史
あ
る

神
社
仏
閣
も
軒
を
連
ね
て
い
ま
す
。
年
を

と
っ
た
せ
い
な
の
か
、
コ
ロ
ナ
禍
の
生
活

で
心
境
に
変
化
が
あ
っ
た
の
か
、
こ
う
い

う
神
社
仏
閣
に
足
を
運
ん
だ
り
、
手
を
合

す
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
神
社
仏
閣

や
、
徒
歩
だ
か
ら
こ
そ
気
づ
く
こ
と
の
で

き
る
お
地
蔵
さ
ん
や
、
小
さ
な
祠
、
石
碑

な
ど
か
ら
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
町
の
歴

史
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
一
つ
の

楽
し
み
で
す
。

さ
て
、
街
道
歩
き
で
一
番
の
楽
し
み

は
や
っ
ぱ
り
お
店
。
多
く
の
お
店
が
す
で

に
閉
業
し
て
し
ま
っ
て
い
る
中
、
ま
だ
営

業
し
て
い
る
商
店
や
お
菓
子
屋
さ
ん
が

残
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

う
お
店
に
入
る
と
か
つ
て
は
多
く
の
お
店

が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
お
店
の
方
と
の

会
話
が
あ
る
。
お
店
の
歴
史
や
商
品
の
こ

だ
わ
り
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
上
で
お

店
の
商
品
を
食
べ
る
と
さ
ら
に
お
い
し
さ

が
上
回
る
気
が
し
ま
す
。

こ
う
い
う
街
歩
き
っ
て
テ
レ
ビ
番
組

の
ロ
ケ
の
よ
う
で
し
ょ
？
見
慣
れ
た
町
も

テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、

魅
力
を
再
発
見
で
き
る
。
ひ
な
び
た
お
店

だ
な
ぁ
と
入
っ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
お
店

の
商
品
が
意
外
と
お
い
し
そ
う
だ
っ
た
り

す
る
。
そ
う
い
う
テ
レ
ビ
の
ロ
ケ
番
組
で

の
街
歩
き
が
自
分
自
身
の
身
を
も
っ
て
体

験
で
き
る
、
し
か
も
歩
く
の
で
運
動
に
な

る
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
人
混
み
と
は

無
縁
で
す
し
、
お
す
す
め
の
レ
ジ
ャ
ー
で

す
。
た
だ
し
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
何

か
食
べ
物
買
っ
て
食
べ
ち
ゃ
う
の
で
、
運

動
し
た
分
は
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

小
さ
な
愉
し
み

　
徳
島
玉
翠
会
幹
事

　
佐
々
木
園
子
（
昭
和
五
十
八
年
卒
）

数
年
前 

知
人
か
ら
メ
ダ
カ
の
卵
の
付

い
た
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
を
も
ら
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
、
私
は
メ
ダ
カ
沼
に
足
を
踏

み
入
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
日
の
う

ち
に
早
く
も
孵
化
し
始
め
、
慌
て
て
赤

ち
ゃ
ん
用
の
餌
を
買
い
に
走
り 

育
児
ス

タ
ー
ト
。他
の
観
賞
魚
と
は
違
い 

エ
ア
ー

や
フ
ィ
ル
タ
ー
無
し
で
も
大
丈
夫
な
の
で
、

実
は
飼
育
は
楽
な
の
で
す
。
最
近
ブ
ー
ム

に
な
っ
て
い
る
理
由
の
一
つ
で
し
ょ
う
。

テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
も
増
え
、

一
〇
〇
万
円
の
値
が
付
い
た
も
の
も
い
る

そ
う
で
す
。
ち
な
み
に
メ
ダ
カ
の
寿
命
は

二
年
程
度
。
早
く
成
長
す
る
と
い
う
こ
と

は
品
種
改
良
し
や
す
く
、
洗
面
器
で
二
〜

三
年
飼
育
し
て
い
た
初
心
者
の
方
が
新
し

い
品
種
を
作
り
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
な

ら
ば
私
も
、
と
試
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
か
わ
い
そ
う
な
色
合
い
の
子
が
生

ま
れ
て
し
ま
い
、
以
来
挑
戦
は
や
め
ま
し

た
。さ

て
、
メ
ダ
カ
は
人
か
ら
も
ら
う
か

ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
買
う
の
が
手
っ
取
り

第
三
十
九
回
東
京
玉
翠
会
D
X

　
　（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
に
参
加
し
て

　
徳
島
玉
翠
会
幹
事

　
伊
賀
　
弘
起
（
昭
和
五
十
一
年
卒
）

令
和
三
年
七
月
十
日
（
土
）
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
「
第
三
十
九
回
東

京
玉
翠
会
D
X
〜
こ
れ
が
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ

ル
玉
翠
会
〜
」
に
長
尾
会
長
の
名
代
と
し

て
出
席
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
の
で
そ
の
概

要
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
拡
大
に
よ
り
、

令
和
二
年
に
は
中
止
と
な
っ
た
「
日
本
一

の
同
窓
会
」
で
す
が
、
本
年
は
幹
事
団
の

ご
努
力
に
よ
っ
て
S
p
a
t
i
a
l
C
h
a
t

を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
同
窓
会
、
そ
の
名

も
「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
玉
翠
会
」
と
い
う

形
式
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
番
の
１
カ

月
前
か
ら
何
度
も
リ
ハ
ー
サ
ル
の
時
間
が

設
定
さ
れ
て
お
り
、
会
員
は
自
由
に
こ
の

S
p
a
t
i
a
l
C
h
a
t
内
の
総
会

ペ
ー
ジ
に
入
室
し
て
、
そ
の
都
度
同
級
生

と
懇
談
が
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
本
番
当
日
で
す
が
、
私
が
最

も
驚
い
た
の
は
来
賓
全
員
が
開
会
時
間
の

相
当
前
に
別
室
へ
集
め
ら
れ
、
司
会
者
の

御
指
導
の
も
と
、
メ
イ
ン
会
場
へ
移
動
し

て
挨
拶
す
る
た
め
の
リ
ハ
ー
サ
ル
が
行
わ

れ
た
こ
と
で
す
。
い
よ
い
よ
本
番
の
時
刻

に
な
り
、
S
p
a
t
i
a
l
C
h
a
t
の

メ
イ
ン
会
場
に
お
い
て
は
開
会
挨
拶
、
議

事
、
来
賓
紹
介
と
通
常
の
対
面
総
会
と
変

わ
り
な
く
式
次
第
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
我
々
来
賓
は
「
司
会
者
が
誘
導

す
る
ま
で
来
賓
室
に
て
待
機
し
て
く
だ
さ

い
。」
と
の
指
示
が
あ
り
ま
し
た
。
私
に

と
っ
て
こ
の
来
賓
部
屋
で
の
諸
先
輩
方
と

の
懇
談
時
間
（
緊
張
時
間
）
は
何
時
間
に

も
感
じ
、
そ
の
緊
張
の
結
果
と
し
て
不
出

来
な
挨
拶
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
徳

島
玉
翠
会
の
方
々
に
は
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

総
会
に
続
い
て
は
懇
親
会
（
う
ど
ん

D
E
乾
杯
、
同
窓
会
紹
介
ス
ラ
イ
ド
、
な

ど
な
ど
）、
こ
れ
も
通
常
の
総
会
と
変
わ

り
な
い
景
色
が
画
面
に
映
し
出
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で
の
同
窓
会

と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
メ
イ
ン
会
場
と

は
別
に
ク
ラ
ブ
活
動
別
と
卒
業
年
別
に
多

く
の
小
部
屋
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
い
つ

で
も
そ
の
小
部
屋
に
移
動
し
て
懇
談
が
で

き
る
と
い
う
点
で
す
。
そ
の
際
に
は
自
分

の
ア
バ
タ
ー
（
分
身
）
を
自
由
に
移
動
さ

せ
て
、
話
し
た
い
相
手
に
接
近
さ
せ
る
と

会
話
が
で
き
る
と
い
う
、
極
め
て
リ
ア
ル

な
懇
親
会
を
楽
し
む
こ
と
が
可
能
で
し
た
。

確
か
に
こ
の
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
は
東
京
玉

翠
会
だ
か
ら
こ
そ
可
能
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
も
し
類
似
の
シ
ス
テ
ム
を
安
易

に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
例
え
ば

お
体
の
御
不
自
由
な
方
も
ご
自
宅
か
ら
参

加
で
き
る
、
あ
る
い
は
海
外
か
ら
も
同
時

刻
に
入
室
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
、

I
T
技
術
が
進
ん
だ
将
来
に
は
徳
島
玉
翠

会
で
も
そ
の
導
入
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
期
が
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
さ
て
挨
拶
の
緊
張
が
解
け
た
後
は

卒
業
年
の
部
屋
に
移
動
し
て
、
関
東
の
み

な
ら
ず
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
い
た
同
級

生
と
歓
談
し
、
最
後
に
メ
イ
ン
会
場
で
の

「
校
歌
、
応
援
歌
斉
唱
、
応
援
団
エ
ー
ル

交
換
」
を
楽
し
み
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
こ
の
同
級
生
の
小
部
屋
は
深
夜
二
時

ま
で
に
利
用
が
可
能
と
の
こ
と
で
学
年
に

よ
っ
て
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会
」
行
わ

れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

最
後
に
「
東
京
玉
翠
会 

渡
辺 

修 

会

長
」
が
「
本
日
の
会
は
全
国
を
見
渡
し
て

も
前
例
の
な
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
り
、
東

京
玉
翠
会
の
総
会
史
に
新
た
な
一
ペ
ー
ジ

を
刻
む
こ
と
で
し
ょ
う
。」
と
述
べ
ら
れ

た
こ
と
を
紹
介
し
て
御
報
告
と
い
た
し
ま

す
。新

し
い
趣
味
、
み
つ
か
り
ま
し
た

　
徳
島
玉
翠
会
副
会
長

　
中
村
　
芳
正
（
昭
和
四
十
二
年
卒
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ゴ
ル
フ
、
テ
ニ
ス
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
、
こ
れ
ら
が
私
の
趣
味
と
言
え
る
も

の
で
し
た
。
運
動
系
に
偏
っ
て
お
り
、
家

の
中
で
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。き

っ
か
け
は
北
島
町
主
催
の
料
理
教

室
で
し
た
。
当
時
、
塩
分
制
限
を
し
て
い

た
た
め
、
外
食
が
ほ
と
ん
ど
で
き
ず
、
自

分
で
何
か
作
り
た
い
と
思
っ
て
応
募
し
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
町
主
催

の
「
男
の
料
理
教
室
」
が
で
き
、
そ
れ
に

も
参
加
し
ま
し
た
。
皆
で
ガ
ヤ
ガ
ヤ
し
な

が
ら
、
ご
飯
を
炊
き
、
お
か
ず
を
作
り
、

皆
で
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
食
べ
る
。

そ
の
中
に
毎
回
一
品
デ
ザ
ー
ト
が
あ
り
ま

し
た
。
季
節
や
主
菜
に
合
わ
せ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
お
菓
子
を
作
り
ま
し
た
。

い
つ
の
時
か
、
小
豆
カ
ス
テ
ラ
が
あ

り
ま
し
た
。
卵
と
砂
糖
を
し
っ
か
り
混
ぜ
、

米
粉
、ド
ラ
イ
餡
、ベ
ー
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー

を
加
え
、
さ
ら
に
小
豆
餡
、
山
芋
を
加
え
、

蒸
し
て
仕
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
時
の
上
品

な
味
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
料
理
自
体
は

味
付
け
が
自
分
で
判
断
で
き
ず
、
と
ん
挫

し
ま
し
た
が
、
お
菓
子
作
り
は
、
材
料
を

間
違
え
ず
に
秤
量
し
、
混
合
し
、
反
応
さ

せ
て
、
仕
上
げ
る
。
こ
れ
な
ら
で
き
る
と

思
い
ま
し
た
。
学
生
時
代
に
薬
学
で
実
験

を
し
て
い
た
の
と
同
じ
で
は
な
い
か
。
さ

ら
に
付
け
加
え
る
な
ら
、
実
験
は
反
応
が

終
了
し
た
ら
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、

使
っ
た
器
具
や
道
具
を
し
っ
か
り
洗
い
、

乾
燥
さ
せ
、
元
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
戻
す
。

こ
れ
が
で
き
て
初
め
て
終
了
で
あ
る
こ
と

を
た
た
き
こ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
お

か
げ
で
、
家
で
お
菓
子
作
り
を
し
て
も
、

食
器
等
を
元
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
戻
す
ま
で

を
実
践
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
お
菓
子
作

り
以
上
に
家
で
は
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
徐
々
に
で
は

あ
り
ま
す
が
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
広
げ
て
い

ま
す
。
小
豆
カ
ス
テ
ラ
を
筆
頭
に
関
東
風

桜
餅
、マ
ド
レ
ー
ヌ
、カ
ス
テ
ラ
、マ
フ
ィ

ン
、
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
、
ガ
ト
ー
シ
ョ
コ

ラ
を
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
新
し
い

お
菓
子
に
挑
戦
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
と
は
い
っ
て
も
全
く
の
我
流
で
、

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
は
や
っ
て
み
る
の
繰
り

返
し
で
、
理
論
的
な
こ
と
は
よ
く
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。
友
人
に
尋
ね
て
教
え
て
も

ら
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

お
菓
子
作
り
の
一
番
い
い
と
こ
ろ
は
、

作
っ
た
も
の
を
、
人
に
食
べ
て
も
ら
い
、

喜
ん
で
い
た
だ
き
、
輪
が
広
が
る
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
男
が
作
っ
た
と

言
う
だ
け
で
話
題
作
り
に
貢
献
し
て
い
る

気
が
し
て
い
ま
す
。
お
菓
子
を
食
べ
る
時
、

み
ん
な
が
笑
顔
に
な
り
、
ほ
っ
こ
り
し
て
、

小
さ
な
幸
せ
を
感
じ
る
と
い
う
事
は
世
界

共
通
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
菓

子
作
り
を
通
し
て
、
笑
顔
が
広
が
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

百
人
一
首
と
ア
ン
コ
ー
ル
曲

　
徳
島
玉
翠
会
副
会
長

　
香
川
　
典
子
（
昭
和
四
十
七
年
卒
）

三
年
ぶ
り
の
行
動
制
限
の
な
い
G
W

と
な
り
、
感
染
対
策
を
し
な
が
ら
各
種
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
徳

島
城
博
物
館
で
は
小
中
学
生
の
「
か
る
た

大
会
」
が
行
わ
れ
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ

り
、
百
人
一
首
の
上
の
句
を
読
み
上
げ
る

と
、
二
人
一
組
と
な
っ
た
参
加
者
が
下
の

句
の
札
を
探
し
て
い
る
映
像
が
放
送
さ
れ

て
い
た
。

そ
う
そ
う
、
高
松
高
校
一
年
生
の
冬

休
み
の
宿
題
は
百
人
一
首
を
覚
え
て
く
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
休
み
明
け

に
「
か
る
た
大
会
」
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

私
は
国
語
が
苦
手
で
、
古
語
と
な
る
と
意

味
不
明
な
用
語
が
続
出
し
て
、
さ
ら
に

ハ
ー
ド
ル
が
上
が
る
。
何
よ
り
、
こ
れ
ら

の
歌
に
共
感
が
な
い
。
な
に
し
ろ
百
人
一

首
の
多
く
は
恋
の
歌
で
あ
り
、
身
を
焦
が

す
恋
や
涙
で
袖
を
濡
ら
す
悲
し
み
と
言
わ

れ
て
も
理
解
不
能
で
あ
る
。
私
に
と
っ
て

は
百
人
一
首
も
お
経
も
呪
文
も
、
同
じ
響

き
に
過
ぎ
な
い
。

案
の
定
、
冬
休
み
に
覚
え
ら
れ
た
の
は
、

せ
い
ぜ
い
十
首
程
度
で
、
休
み
明
け
の
大

会
は
ひ
ど
い
状
態
で
あ
っ
た
。
上
の
句
を

読
ま
れ
て
も
下
の
句
が
わ
か
ら
ず
、
下
の

句
が
読
ま
れ
て
、
よ
う
や
く
札
を
探
す
作

業
に
と
り
か
か
る
始
末
。
こ
れ
は
、
ひ
ら

が
な
を
覚
え
か
け
た
幼
児
の
「
か
る
た
大

会
」
で
、「
犬
も
歩
け
ば
・・・
」
の
「
い
」

の
札
を
探
す
の
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
、
高
高

時
代
の
苦
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
子
育
て
が
一
段
落
し
て
か
ら
、

趣
味
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
鑑
賞
は
ラ
イ
ブ

に
ハ
マ
っ
て
い
る
。
ラ
イ
ブ
の
最
大
の
楽

し
み（
再
生
音
楽
と
の
違
い
）は
ア
ン
コ
ー

ル
で
あ
る
。
予
定
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え

て
の
演
奏
で
、ま
さ
に
オ
マ
ケ
、お
得
感
！

主
婦
に
は
嬉
し
い
。
ま
た
、
予
定
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
予
め
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
ア

ン
コ
ー
ル
は
当
然
な
が
ら
「
や
る
」
と
も

「
や
ら
な
い
」
と
も
、
ま
た
曲
名
も
発
表

さ
れ
て
い
な
い
。
会
場
の
鳴
り
や
ま
な
い

拍
手
に
応
え
て
、
さ
あ
ア
ン
コ
ー
ル
が
始

ま
る
、
会
場
が
再
び
静
寂
に
包
ま
れ
た
時

の
ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
感
！
何
が
出
て

く
る
か
、
ス
リ
ル
と
サ
ス
ペ
ン
ス
に
満
ち

た
瞬
間
で
あ
る
。

東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
で
の
ミ
シ
ュ
ク

（
第
九
回
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
国
際
コ
ン

ク
ー
ル
第
二
位
）
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
の

ア
ン
コ
ー
ル
が
始
ま
る
時
の
こ
と
で
あ
る
。

長
身
の
ミ
シ
ュ
ク
が
体
を
小
さ
く
し
て
鍵

盤
に
向
か
い
、
そ
の
細
く
長
い
指
で
柔
ら

か
い
音
を
奏
で
た
。
最
初
の
二
音
を
弾
い

た
だ
け
で
、わ
か
っ
た
！！
「
月
の
光
」（
ド

ビ
ッ
シ
ー
作
曲
）で
あ
る
。静
か
で
優
し
く
、

少
し
切
な
く
響
く
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
う
っ
と

り
聞
き
入
っ
た
。
そ
の
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
シ
ョ
パ
ン
や
リ
ス
ト
ら
の
超
絶
技
巧
を

要
す
る
曲
が
多
か
っ
た
の
で
、
幻
想
的
で

美
し
い
「
月
の
光
」
は
、
感
動
し
て
高
揚

し
た
気
分
を
沈
め
て
癒
し
て
く
れ
る
ア
ロ

マ
の
よ
う
。
ホ
テ
ル
ま
で
の
帰
路
は
、
あ

え
て
地
下
鉄
を
利
用
せ
ず
、
新
宿
中
央
公

園
を
通
り
、
都
庁
な
ど
の
高
層
ビ
ル
群
を

抜
け
な
が
ら
新
宿
駅
ま
で
歩
い
た
。
夜
空

に
月
は
出
て
い
な
か
っ
た
が
、
頭
の
中
で

は
「
月
の
光
」
が
繰
り
返
し
流
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
百
人
一
首
で
は
、
上
の

句
最
初
の
一
字
で
下
の
句
が
わ
か
る
歌
が

七
首
、
二
字
で
は
四
十
二
首
、
三
字
で
三

十
七
首
、
四
字
で
六
首
、
五
字
で
二
首
、

六
字
で
六
首
と
六
字
ま
で
で
下
の
句
が
す

べ
て
決
定
す
る
。
な
ぁ
ん
だ
！
歌
の
意
味

な
ど
覚
え
ず
と
も
、
上
の
句
を
最
大
六
字

覚
え
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る
下
の
句
を
覚

え
れ
ば
、
立
派
に
「
か
る
た
大
会
」
が
で

き
る
。
し
か
も
全
部
で
も
一
〇
〇
首
で
あ

る
。
何
が
出
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
ア
ン

コ
ー
ル
曲
を
二
音
で
当
て
る
よ
り
、
は
る

か
に
簡
単
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

あ
れ
か
ら
ウ
ン
十
年
、
人
生
経
験
を

積
み
、
身
を
焦
が
す
恋
も
涙
で
袖
を
濡
ら

す
悲
し
み
も
し
っ
か
り
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
歳
に
な
っ
て

百
人
一
首
を
覚
え
る
の
は
、
た
と
え
六
字

と
は
い
え
ど
も
至
難
の
業
で
あ
る
。
や
っ

ぱ
り
私
は
〝
幼
児
〞
の
「
か
る
た
大
会
」

に
し
か
参
加
で
き
な
い
。
高
松
高
校
で
宿

題
を
や
ら
な
か
っ
た
ツ
ケ
は
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
・
・
・
・

追
記
：
コ
ロ
ナ
禍
で
二
年
余
り
、
ラ

イ
ブ
に
行
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
前
の
よ
う
に
な
る
日
を
心
待
ち
に

し
て
い
ま
す
。

⑴



ご
挨
拶

　
徳
島
玉
翠
会
会
長

　
長
尾
　
哲
見
（
昭
和
四
十
四
年
卒
）

徳
島
支
部
の
会
員
の
皆
様
に
は
ご
清

栄
の
事
と
存
じ
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
残
念
な
が
ら
今
年
も
役
員
の

協
議
の
結
果
、
現
下
の
コ
ロ
ナ
の
感
染
状

況
を
踏
ま
え
て
総
会
は
中
止
と
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

そ
の
代
わ
り
、
昨
年
同
様
に
会
員
相

互
の
絆
と
し
て
総
会
誌
の
発
刊
を
行
い
、

総
会
の
意
義
を
留
め
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

例
年
と
比
べ
る
と
コ
ン
パ
ク
ト
な
内
容
で

す
が
ご
高
覧
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

尚
、
全
国
的
に
は
総
会
を
中
止
す
る

支
部
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
総
会
を
開
催
す
る

支
部
と
様
々
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
総
会
も
状
況
を
考

慮
す
る
と
や
む
を
得
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
同
窓
会
は
会
員
同
士
が
顔
を
突
き

合
わ
せ
て
楽
し
く
語
り
合
え
る
事
が
何
よ

り
も
大
事
と
思
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
県
内
で
も
一
日
も
早
く

コ
ロ
ナ
の
感
染
が
収
束
し
、
再
び
一
堂
に

会
し
た
総
会
が
開
催
さ
れ
る
時
を
強
く
念

願
す
る
と
と
も
に
徳
島
玉
翠
会
の
今
後

益
々
の
ご
発
展
と
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
を

心
か
ら
祈
念
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

ご
挨
拶

　
玉
翠
会
会
長

　
間
島
　
賢
治
（
昭
和
四
十
七
年
卒
）

徳
島
玉
翠
会
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り

玉
翠
会
の
運
営
に
関
し
て
多
大
な
る
ご
支

援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
久
し
振
り
に
出
席
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
依

然
と
し
て
続
い
て
お
り
残
念
に
思
い
ま
す
。

さ
て
、
本
年
五
月
の
玉
翠
会
総
会
で

会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
昭
和
四
十
七

年
卒
業
の
間
島
賢
治
で
す
。
伝
統
あ
る
玉

翠
会
の
会
長
は
、
槙
田
前
会
長
は
じ
め
名

立
た
る
先
輩
が
お
務
め
に
な
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
後
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
、

私
で
本
当
に
良
い
の
か
と
改
め
て
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。
思
い
返
せ
ば
三
十

歳
前
に
東
京
か
ら
帰
省
し
、
高
校
時
代
の

恩
師
（
故
松
野
先
生
）
に
お
声
が
け
い
た

だ
き
、
玉
翠
会
の
九
十
周
年
事
業
の
一
員

と
し
て
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

の
が
契
機
で
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
指
導
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

高
松
高
校
は
来
年
一
三
〇
周
年
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
香
川
県
立
高

等
学
校
と
し
て
の
行
事
は
来
年
計
画
さ
れ

る
予
定
で
す
。
玉
翠
会
と
し
て
の
祝
賀
会

は
、
依
然
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
再

来
年
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
折
に

は
、
高
松
に
帰
省
い
た
だ
き
、
久
し
振
り

の
同
窓
会
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
、
地
域

を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
な

い
頃
は
、
徳
島
に
は
仕
事
の
関
係
で
月
１

回
程
度
は
ご
訪
問
し
て
い
ま
し
た
。
徳
島

玉
翠
会
で
は
、
毎
回
楽
し
い
企
画
を
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
二
次
会
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
折
に
は
、
皆
様
の
素
晴
ら
し
い

歌
声
を
お
聞
き
し
た
楽
し
い
思
い
出
が

残
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
香
川
は
「
素
晴
ら
し
い
ま

ち
」
だ
と
思
い
つ
つ
、
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松

を
散
策
し
て
い
ま
す
。
新
県
立
体
育
館
、

徳
島
文
理
大
学
移
転
新
キ
ャ
ン
パ
ス
、
高

松
駅
ビ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ホ
テ

ル
な
ど
二
〇
二
五
年
に
向
け
て
の
再
開
発

に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
徳
島
玉
翠

会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
皆
様
の
ご
健

勝
、
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
挨
拶

　
玉
翠
会
前
会
長

　
槙
田
　
　
實
（
昭
和
四
十
二
年
卒
）

徳
島
玉
翠
会
の
皆
様
、
八
年
間
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
五
月
末
を

も
っ
て
、会
長
職
を
、昭
和
四
十
七
年
（
一

九
七
二
年
）
卒
の
間
島
賢
治
氏
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
致
し
ま
し
た
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
毎
年
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
ド
パ
レ
ス
徳
島
で
の
徳
島
玉
翠
会
総
会

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
交
流
の
機
会
を
与

え
て
頂
い
た
事
に
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
長
尾
会
長
を
は
じ
め
、
同
級
生
の

中
村
君
等
に
歓
待
を
受
け
ま
し
た
事
、
又
、

総
会
懇
親
会
で
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
頂
い
た

事
が
深
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
高
松

か
ら
Ｊ
Ｒ
で
一
時
間
の
徳
島
で
す
が
、
普

段
は
、
訪
問
の
機
会
が
少
な
く
、
徳
島
玉

翠
会
総
会
で
阿
波
の
空
気
を
感
じ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
徳
島
香
川
も
、

こ
の
二
年
半
コ
ロ
ナ
禍
に
振
り
回
さ
れ
、

各
玉
翠
会
総
会
も
中
止
と
な
り
、
懇
親
の

場
を
失
く
し
た
事
は
、
本
当
に
残
念
で
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
線
と
共
に
コ
ロ
ナ
禍
の
早

期
終
焉
を
向
か
え
る
事
を
願
う
ば
か
り
で

す
。例

年
卒
業
証
書
授
与
式
の
模
様
を
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
令
和
四

年
三
月
四
日
に
挙
行
さ
れ
、
私
も
最
後
の

卒
業
式
出
席
と
な
り
ま
し
た
。
全
日
制
三

一
五
名
、定
時
制
三
名
、通
信
制
二
十
四
名
、

卒
業
生
三
四
二
名
の
卒
業
式
で
、
こ
れ
を

も
っ
て
、
卒
業
生
累
計
は
五
五
，
三
〇
七

名
と
な
り
ま
し
た
。
恒
例
の
卒
業
生
答
辞

は
、
橋
本
晃
次
郎
君
が
、
筒
が
無
く
、
例

年
と
比
較
し
て
少
し
大
人
し
目
に
、
し
か

し
最
高
の
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
が
最
後
の
寄
稿
と
な

り
ま
す
が
、
本
当
に
八
年
間
ご
指
導
ご
鞭

撻
そ
し
て
ご
援
助
頂
き
ま
し
た
事
を
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
徳
島

玉
翠
会
の
益
々
の
ご
発
展
、
又
、
会
員
の

皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

長
ら
く
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
挨
拶

　
香
川
県
立
高
松
高
等
学
校
長

　
中
筋
　
功
雄
（
昭
和
五
十
九
年
卒
）

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
初
め
ま
し
て
。
昨

年
度
、
令
和
三
年
四
月
よ
り
本
校
の
校
長

と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
中
筋
と
申
し

ま
す
。
昨
年
度
の
本
稿
に
は
前
校
長
の
出

射
隆
文
先
生
が
玉
稿
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

の
で
、
私
が
ご
挨
拶
を
書
か
せ
て
い
た
だ

く
の
は
こ
れ
が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。
し

か
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
た
め
に
昨
年
度
の
徳
島
玉
翠
会
総
会

が
二
年
続
け
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

会
員
の
皆
様
に
直
接
お
会
い
し
て
ご
挨
拶

申
し
上
げ
る
機
会
も
な
い
ま
ま
に
、
着
任

以
来
一
年
以
上
が
経
過
し
て
の
拙
稿
と
な

り
ま
す
。
そ
し
て
今
年
の
総
会
も
ま
た
中

止
が
決
定
し
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
様
に
お
会
い
で
き
る
の
は
ま
だ
先
に
な

り
そ
う
で
す
。
誌
上
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
は
三
年
目
に
入
っ

て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
終
わ
り
が
見

通
せ
ず
、
学
校
運
営
も
コ
ロ
ナ
の
顔
色
を

窺
い
な
が
ら
、
で
き
る
こ
と
、
で
き
る
方

法
を
探
り
な
が
ら
極
力
通
常
の
教
育
活
動

に
近
づ
け
る
工
夫
の
連
続
で
す
。
徳
島
玉

翠
会
の
皆
様
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
実
施

し
て
お
り
ま
し
た
徳
島
大
学
医
学
部
訪
問

を
筆
頭
に
、
こ
こ
二
年
間
実
施
で
き
て
い

な
い
行
事
も
あ
り
ま
す
し
、
体
育
祭
や
文

化
祭
の
よ
う
に
実
施
は
し
た
も
の
の
非
公

開
な
ど
の
制
限
付
き
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
生
徒
諸
君
は
逞
し
く
も
し
な

や
か
に
彼
ら
な
り
の
青
春
を
謳
歌
し
、
勉

学
に
精
進
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
成

果
と
し
て
、
今
春
徳
島
大
学
に
は
医
学
部
、

薬
学
部
を
含
ん
で
九
名
が
進
学
を
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
徳
島
玉
翠
会
の
貴
重
な
金

の
卵
と
し
て
ご
支
援
い
た
だ
け
る
と
幸
い

で
す
。

と
こ
ろ
で
、
本
校
は
今
年
で
創
立
一

三
〇
年
目
を
迎
え
ま
す
。
明
治
二
十
六
年

に
香
川
県
尋
常
中
学
校
の
設
立
と
香
川
県

高
等
女
学
校
の
改
称
が
な
さ
れ
て
以
来
、

激
動
の
近
現
代
史
の
な
か
で
本
校
が
香
川

県
を
代
表
す
る
高
等
学
校
で
あ
り
続
け
ら

れ
た
の
は
、
ひ
と
え
に
卒
業
生
の
皆
様
の

絶
え
間
な
い
ご
努
力
や
果
敢
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
の
賜
物
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
国

の
内
外
、
ま
た
各
方
面
で
活
躍
さ
れ
る
先

輩
諸
氏
の
ご
功
績
に
触
れ
る
に
つ
け
、
誇

ら
し
く
も
あ
り
、
ま
た
現
役
生
の
教
育
を

預
か
る
者
と
し
て
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。
玉
翠
会
の
『
会
報
』
に
も
書
き
ま

し
た
が
、
来
年
度
に
一
三
〇
周
年
を
記
念

し
た
文
化
祭
の
開
催
、
記
念
誌
の
発
刊
な

ど
を
予
定
し
て
そ
の
準
備
に
入
っ
て
お
り

ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、

帰
県
さ
れ
た
皆
様
に
記
念
文
化
祭
を
ご
高

覧
い
た
だ
け
る
こ
と
を
今
か
ら
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
総
会
の

盛
会
と
ご
参
会
の
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の

ご
健
勝
、
徳
島
玉
翠
会
の
更
な
る
ご
隆
盛

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す

早
い
の
で
す
が
、
育
児
が
好
き
な
（
？
）

私
は 

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
卵
を
購

入
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
た
い
て
い

ア
マ
チ
ュ
ア
の
愛
好
家
が
出
品
し
て
い
て
、

小
さ
な
容
器
に
二
十
個
程
度
を
入
れ
て

送
っ
て
く
れ
ま
す
。

そ
れ
を
使
わ
な
く
な
っ
た
子
供
の
勉

強
机
で
ハ
○
キ
ル
ー
ペ
を
掛
け
ピ
ン
セ
ッ

ト
で
卵
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
姿
は
、
ほ

ぼ
幽
霊
部
員
だ
っ
た
高
校
時
代
の
生
物
部

の
時
よ
り
も
真
剣
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
今

年
は
四
種
類
も
買
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

緑
、
紅
白
、
オ
レ
ン
ジ
、
水
色
で
鰭
長
。

高
い
も
の
は
あ
き
ら
め 

一
個
一
〇
〇
円

ま
で
、
と
決
め
て
は
い
る
の
で
す
け
ど
、

メ
ダ
カ
た
ち
の
美
し
さ
に 

つ
い
ポ
チ
っ

と
手
が
出
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
ん
な
に

購
入
し
て
い
た
ら 

ど
ん
ど
ん
増
え
て
収

拾
が
つ
か
な
く
な
る
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ

う
。
育
て
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
と
こ

ろ
が
あ
り
、
確
か
に
丈
夫
で
爆
発
的
に
増

え
る
も
の
も
い
て
、
貰
い
手
探
し
に
四
苦

八
苦
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
逆
に 

美

し
く
品
種
改
良
さ
れ
た
も
の
は
か
弱
い
よ

う
で
、
孵
化
は
し
て
も
一
年
後
に
残
る
の

は
今
の
と
こ
ろ
一
割
程
度
。
せ
っ
か
く
生

ま
れ
た
命
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
飼
育

方
法
を
日
々
模
索
中
で
す
。

徳
島
玉
翠
会 

令
和
三
年
度
会
費
納
入
者

（
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）

（
敬
称
略
）

（
昭
和
二
十
年
卒
）　　

岩
井　

武
子

（
昭
和
二
十
一
年
卒
）

　
　
　

高
木　

一
孝
、
森　

弥
栄
子

（
昭
和
二
十
三
年
卒
）　

田
尾　

敏
子

（
昭
和
二
十
七
年
卒
）　

松
木　

洋
子

（
昭
和
二
十
九
年
卒
）　

羽
坂　
　

翠

（
昭
和
三
十
一
年
卒
）

　
　
　

佐
々
木
敬
子
、
真
鍋　

恭
子

（
昭
和
三
十
三
年
卒
）

　
　
　

渡
邊　
　

謙
、
佐
野　

紀
子

（
昭
和
三
十
四
年
卒
）

　
　
　

渡
邊　

恵
子
、
上
田　

和
子

（
昭
和
三
十
五
年
卒
）

　
　
　

岡
澤
恵
美
子
、
宮
本　

仁
美

（
昭
和
三
十
六
年
卒
）　

青
木　

博
美

（
昭
和
三
十
七
年
卒
）

　
　
　

圓
藤　

寿
穂
、
圓
藤
と
よ
子

　
　
　

塩
田　
　

洋
、
鈴
木　

良
子

（
昭
和
三
十
八
年
卒
）

　
　
　

水
口　

裕
之
、
元
木　

碎
香

（
昭
和
三
十
九
年
卒
）　

頼
富　

信
輔

（
昭
和
四
十
一
年
卒
）　

山
本　

圭
子

（
昭
和
四
十
二
年
卒
）

　
　
　

荒
瀬　

友
子
、
村
上
由
里
子

　
　
　

中
村　

芳
正　

（
昭
和
四
十
三
年
卒
）

　
　
　

森
江
恵
美
子
、
牛
川　
　

務

　
　
　

浅
野　

彩
子
、
七
條　

政
志

（
昭
和
四
十
四
年
卒
）

　
　
　

秋
本
ま
り
子
、
渡
部　

荘
三

　
　
　

長
尾　

哲
見　

（
昭
和
四
十
五
年
卒
）　

米
沢　

基
子

（
昭
和
四
十
六
年
卒
）　

後
藤
田
眞
理
子

（
昭
和
四
十
七
年
卒
）

　
　
　

香
川　

典
子
、
駒
木　

典
子

（
昭
和
四
十
八
年
卒
）

　
　
　

坂
東　

智
子
、
坂
口　

英
則

　
　
　

河
野　
　

順
、
宮
内
和
瑞
子

（
昭
和
四
十
九
年
卒
）

　
　
　

東　
　

雅
之
、
邉
見　

千
香

（
昭
和
五
十
年
卒
）　　

名
尾　

和
広

（
昭
和
五
十
一
年
卒
）

　
　
　

竹
内　

明
美
、
伊
賀　

弘
起

　
　
　

小
西
裕
美
子

（
昭
和
五
十
二
年
卒
）

　
　
　

森　
　

康
代
、
阿
川　

昌
仁

（
昭
和
五
十
三
年
卒
）

　
　
　

後
藤　

葉
子
、
塩
見　

一
義

（
昭
和
五
十
四
年
卒
）

　
　
　

吉
村　

恵
美
、
細
井
恵
美
子

（
昭
和
五
十
五
年
卒
）　

安
宅
比
呂
美

（
昭
和
五
十
七
年
卒
）　

日
下　

正
剛

（
昭
和
五
十
八
年
卒
）

　
　
　

山
本　

雅
子
、
佐
々
木
園
子

　
　
　

加
藤　

弘
道
、
木
村　

建
彦

（
昭
和
六
十
年
卒
）　　

松
原　
　

淳

（
昭
和
六
十
二
年
卒
）

　
　
　

軒
原　
　

浩
、
軒
原　

尚
子

（
昭
和
六
十
三
年
卒
）　

山
本　

岐
香

（
平
成
元
年
卒
）　　
　

安
芸　

芳
宣

（
平
成
二
年
卒
）　　
　

齋
藤
友
佳
理

（
平
成
五
年
卒
）　　
　

福
岡　

淳
志

（
平
成
六
年
卒
）　　
　

中
原　

大
道

（
平
成
十
三
年
卒
）　　

宮
城　

麻
友

（
平
成
十
七
年
卒
）　　

佐
藤　

雅
之

会
費
を
納
入
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

京
都
在
、
徳
島
出
身
の
義
兄
か
ら
「
昭

和　

わ
た
し
の
証
言
Ⅴ
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
の
単
行
本
と
四
国
新
聞
の
書
籍
紹
介
文

が
送
ら
れ
て
き
た
。
香
川
大
学
名
誉
教
授

お
二
人
の
先
生
方
が
刊
行
さ
れ
た
激
動
の

昭
和
証
言
集
で
あ
る
。「
香
川
県
に
ゆ
か

り
の
あ
る
二
十
六
名
が
執
筆
し
て
い
る
か

ら
千
香
さ
ん
の
知
り
合
い
が
い
る
か
も
し

れ
な
い
。」
と
。
戦
中
生
ま
れ
の
義
兄
と

一
回
り
違
う
私
は
、
実
に
平
和
な
時
代
を

生
き
て
き
た
。
高
校
一
年
時
夏
休
み
の
登

校
日
は
、「
戦
争
を
語
る
」
と
題
し
た
現

国
河
村
義
次
郎
先
生
の
宿
題
が
あ
っ
た
が
、

確
か
誰
の
手
も
挙
が
ら
な
か
っ
た
。
若
者

気
質
を
三
無
主
義
で
説
明
さ
れ
た
時
代

だ
っ
た
。
呉
の
軍
需
工
場
で
ヒ
ロ
シ
マ
の

原
爆
を
知
っ
た
大
学
一
年
生
の
父
、
高
松

空
襲
の
中
を
家
族
で
幸
町
ま
で
逃
げ
た
母
。

語
り
継
が
れ
て
い
た
話
が
こ
ぼ
れ
て
し

ま
っ
た
。
二
十
六
名
の
足
跡
を
読
み
な
が

ら
未
だ
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
頃
の
故
郷

を
想
う
。
萩
原
幹
生
氏
（
元
宇
高
連
絡
船

船
長
）
の
旧
高
松
駅
の
切
り
絵
表
紙
が
実

に
懐
か
し
い
景
色
だ
。

激
動
の
令
和
期
。
今
年
も
総
会
、
懇

親
会
が
中
止
に
な
り
、
簡
易
な
会
誌
編
集

と
な
り
ま
し
た
。
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
本

部
の
間
島
会
長
様
、
槙
田
前
会
長
様
、
中

筋
校
長
先
生
、
徳
玉
会
の
役
員
方
々
に
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
松
下
印
刷
の

浦
川
様
に
は
多
大
な
無
理
を
申
し
ま
し
た
。

深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

N
o m
ore w

ar. Go aw
ay coronavirus.

二
〇
二
二
年
六
月

　
徳
島
玉
翠
会
事
務
局
編
集
担
当

　
邉
見
　
千
香
（
昭
和
四
十
九
年
卒
）

草
取
り
を
考
え
る

　
徳
島
玉
翠
会
副
会
長
兼
事
務
局
長

　
坂
口
　
英
則
（
昭
和
四
十
八
年
卒
）

マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
住
み
の
方
は
以
下

の
文
章
は
ス
ル
ー
し
て
い
た
だ
い
て
結
構

で
す
。

広
い
狭
い
に
関
わ
ら
ず
土
の
庭
が
あ

る
方
は
興
味
が
あ
れ
ば
お
読
み
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
毎
年
四
月
か
ら
五
月
に
な
る

と
気
温
が
上
が
り
、
適
度
な
雨
が
降
る
と

植
物
た
ち
の
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
き
ま

す
。
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
や
っ
て
お
ら
れ
る

方
に
と
っ
て
は
植
え
た
草
花
が
芽
を
吹
き

始
め
葉
が
展
開
し
て
開
花
す
る
の
が
非
常

に
楽
し
み
な
季
節
で
す
ね
。

一
方
、
意
図
し
て
植
え
た
植
物
以
外

の
植
物
、通
常
雑
草
と
呼
ば
れ
る
植
物（
き

ち
ん
と
し
た
学
名
や
和
名
も
あ
る
の
で
す

が
）
も
こ
の
時
期
や
た
ら
と
元
気
に
な
り
、

土
が
あ
れ
ば
そ
こ
ら
辺
中
芽
を
出
し
生
長

を
始
め
ま
す
。

こ
れ
を
何
も
せ
ず
に
放
っ
て
お
く
と

と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
庭
は
ま
る
で
原
野
、
除
草
し
よ
う
と

す
る
と
重
労
働
、
し
か
も
ご
近
所
か
ら
は

人
間
性
を
疑
わ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
の
雑
草
の
中
で
も
根
絶
が
ほ
ぼ
不

可
能
な
し
ぶ
と
い
奴
が
イ
ネ
科
メ
ヒ
シ
バ

属
と
カ
タ
バ
ミ
科
カ
タ
バ
ミ
属
で
す
ね
。

ど
ち
ら
も
匍
匐
茎
を
伸
ば
し
て
節
毎

に
発
根
し
て
子
や
孫
を
作
り
、
抜
こ
う
と

す
る
と
ち
ぎ
れ
て
取
り
残
し
が
出
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ま
た
拡
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

今
度
に
し
よ
う
っ
と
、
な
ど
と
怠
慢
を
し

て
抜
く
の
が
遅
れ
る
と
、
雑
草
は
そ
れ
を

見
逃
さ
ず
、
花
を
咲
か
せ
て
種
を
作
り
そ

こ
ら
辺
に
ま
き
散
ら
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

種
子
散
布
と
い
い
ま
す
。
カ
タ
バ
ミ
な
ど

は
独
自
の
発
射
装
置
を
持
っ
て
お
り
、
実

が
熟
す
と
鞘
が
は
じ
け
て
種
子
を
一
〜
二

ｍ
も
発
射
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
雑
草
と
は
呼
ば
れ
て
い

な
い
の
で
す
が
、
ハ
ー
ブ
の
ミ
ン
ト
類
と

タ
イ
ム
類
、
地
下
茎
と
匍
匐
茎
を
伸
ば
し

ま
く
り
、
我
が
家
の
花
壇
は
こ
い
つ
ら
に

ほ
ぼ
占
領
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
で
も
夏
に

は
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
に
し
た
り
す
る
の
で
、

根
絶
し
よ
う
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
。

と
に
か
く
、
雑
草
が
生
長
し
て
開
花
し
、

種
子
が
で
き
る
前
に
抜
か
な
け
れ
ば
、
以

後
次
々
と
生
え
て
き
て
、
延
々
と
草
抜
き

仕
事
を
す
る
は
め
に
な
り
ま
す
。

除
草
作
業
に
は
、
ま
ず
は
一
番
原
始

的
な
ね
じ
り
鎌
な
ど
簡
単
な
道
具
を
使
う

手
作
業
）、
除
草
剤
散
布
、
刈
払
い
機
の

三
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
れ
も
一
長
一

短
、
時
間
が
掛
か
っ
て
腰
が
痛
い
、
ペ
ッ

ト
が
い
て
薬
を
使
え
な
い
、
機
械
の
値
段

が
高
い
し
、
面
積
が
狭
い
、
等
々
。

草
取
り
を
し
て
い
て
何
が
大
変
か
と

い
う
と
、
雑
草
は
取
っ
て
も
取
っ
て
も
減

ら
な
い
こ
と
、
三
々
五
々
時
間
差
攻
撃
を

か
け
て
き
ま
す
。
栽
培
す
る
野
菜
や
花
は
、

い
つ
植
え
た
ら
い
つ
花
が
咲
き
、
い
つ
実

が
生
り
ま
す
と
い
う
の
が
大
体
決
ま
っ
て

い
ま
す
が
、
雑
草
に
は
そ
れ
が
全
く
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
あ
、
二
十
四
時
間
子
孫
を
残

す
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
る
の
で
、
勝
て

る
訳
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

こ
ん
な
草
取
り
作
業
（
手
作
業
に
限

り
ま
す
が
）
で
す
が
、
楽
し
み
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ず
は
庭
が
美
し
く
な
る
こ
と
。
抜

き
終
え
る
と
非
常
に
満
足
感
、
達
成
感
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
に
、
植
物
観
察
が
で
き
ま
す
。
な

か
な
か
名
前
は
覚
え
ら
れ
な
い
の
で
す
が
、

そ
の
花
の
色
や
形
、
葉
の
形
や
着
き
方
、

根
の
生
え
方
な
ど
様
々
な
生
態
が
観
察
で

き
ま
す
。
後
で
図
鑑
を
見
て
名
前
を
調
べ

る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
最
近
は
ス

マ
ホ
を
使
っ
て
そ
の
場
で
グ
グ
っ
て
も
調

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
、
と
っ
て
も
便
利
。

そ
し
て
私
が
一
番
草
取
り
に
見
出
す

効
用
は
無
に
な
れ
る
こ
と
。
一
本
一
本
手

で
抜
く
時
に
は
何
も
考
え
て
お
ら
ず
、
目

と
手
が
自
動
的
に
動
い
て
い
ま
す
。
ト
ラ

ン
ス
状
態
で
す
ね
。

さ
あ
皆
さ
ん
、
庭
に
出
て
草
取
り
を

し
ま
せ
ん
か
。
色
々
な
楽
し
み
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
戸
惑
い
と
慣
れ

　
徳
島
玉
翠
会
副
会
長

　
松
原
　
　
淳
（
昭
和
六
十
年
卒
）

本
年
の
総
会
も
中
止
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
そ
の
原
因
で
あ
る
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
影
響
に
関
連
し
て
雑
感
を
書
い

て
み
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
初
頭
か
ら
の
感
染
者
の

増
加
に
伴
い
、
私
の
勤
め
る
会
社
で
も
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
（
在
宅
な
ど
で
の
勤
務
）

が
推
奨
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特

に
私
の
業
務
は
主
に
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た

事
務
作
業
で
し
た
の
で
、
会
社
の
シ
ス
テ

ム
に
接
続
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
さ
え
あ
れ
ば
、

ど
こ
に
い
て
も
業
務
が
可
能
な
状
況
と
な

り
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
で
本
格
的
に
業
務
を
行
う
た
め
に
は
、

一
定
の
I
T
的
技
量
が
ど
う
し
て
も
必
要

と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
社
内
シ
ス
テ
ム
の

情
報
保
管
場
所
や
公
共
の
情
報
保
管
場
所

か
ら
必
要
な
情
報
を
素
早
く
検
索
し
、
探

し
出
す
能
力
。
次
々
と
で
き
上
が
る
文
書

を
、
社
内
シ
ス
テ
ム
の
適
切
な
場
所
に
整

理
し
て
保
管
す
る
能
力
。
リ
モ
ー
ト
の
会

議
等
が
連
続
す
る
場
合
に
、
素
早
く
切
り

替
え
て
出
席
を
継
続
す
る
能
力
。
文
書
を

印
刷
す
る
こ
と
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
の
画
面

に
表
示
さ
れ
る
複
数
ペ
ー
ジ
の
文
書
を
見

て
、
誤
記
等
が
な
い
か
確
認
す
る
能
力
、

等
々
。

し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で

の
私
の
仕
事
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
は
、
と

に
か
く
文
書
を
印
刷
し
て
印
刷
物
と
し
て

情
報
を
集
積
し
、
仕
事
場
の
書
架
が
主
要

な
情
報
保
管
場
所
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
個
人
的
な
事
情
を
申
せ
ば
、
I
T

機
器
の
使
用
に
つ
い
て
、
私
は
ほ
ぼ
I
T

難
民
的
な
技
量
し
か
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
一
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
個

人
の
電
話
は
い
ま
だ
に
ガ
ラ
ケ
ー
（
ガ
ラ

パ
ゴ
ス
様
式
携
帯
電
話
、
二
つ
折
り
す
る

機
種
）
を
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
程
度
の

I
T
的
技
量
で
し
た
の
で
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
が
主
と
な
っ
た
時
の
戸
惑
い
は
、

た
い
へ
ん
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
時
に
頼
り
に
な
る
の
は
、
や

は
り
人
で
す
。
会
社
の
同
僚
に
電
話
で
何

で
も
聞
き
ま
く
っ
て
、
少
し
づ
つ
苦
境
を

乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
た
。

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
始
め
た
約
二
年

前
に
は
こ
の
よ
う
な
状
況
で
し
た
が
、
何

事
も
場
数
を
踏
め
ば
慣
れ
る
も
の
で
、
今

の
と
こ
ろ
は
何
と
か
業
務
に
必
要
な
最
低

限
の
こ
と
は
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
春
以
降
は
、
警
戒
都
道
府
県
の
設

定
も
解
除
さ
れ
、
社
内
の
規
制
も
か
な
り

緩
和
さ
れ
た
の
で
、
出
社
す
る
こ
と
が

段
々
と
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で

改
め
て
思
い
ま
し
た
が
、
私
は
や
は
り
会

社
で
同
僚
た
ち
と
顔
を
合
わ
せ
て
仕
事
を

す
る
方
が
、
性
格
に
合
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
た
だ
満
員
の
通
勤
電
車
で
会
社
に
通

う
よ
う
な
方
は
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
も
大

い
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
う
ま

く
使
い
分
け
で
き
る
よ
う
な
制
度
に
な
れ

ば
よ
い
で
す
ね
。

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、
徳
島
玉
翠
会

総
会
で
ま
た
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
る
日

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

街
道
を
行
く

　
徳
島
玉
翠
会
幹
事

　
中
原
　
大
道
（
平
成
六
年
卒
）

日
頃
、
自
動
車
で
よ
く
通
る
街
も
一

本
裏
通
り
を
歩
い
て
み
る
と
全
く
違
っ
た

表
情
が
見
え
る
。
そ
の
魅
力
に
と
り
つ
か

れ
て
最
近
裏
通
り
を
歩
く
と
い
う
レ

ジ
ャ
ー
を
見
つ
け
ま
し
た
。

現
在
は
自
動
車
で
の
移
動
が
主
流
、

そ
れ
に
伴
い
お
店
も
自
動
車
で
入
り
や
す

い
大
通
り
に
面
し
た
大
型
店
舗
ば
か
り
が

目
に
つ
き
ま
す
。
し
か
し
大
通
り
か
ら
一

本
入
る
と
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
っ

た
旧
街
道
、
か
つ
て
は
栄
え
て
い
た
商
店

街
、
汽
車
を
乗
り
降
り
す
る
人
で
賑
わ
っ

て
い
た
駅
周
辺
、
ほ
と
ん
ど
の
場
所
が
現

在
は
閑
散
と
し
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
お

店
で
あ
っ
た
ら
し
い
建
物
や
、
古
く
か
ら

残
る
立
派
な
旧
家
や
醫
院
跡
が
あ
っ
た
り

し
て
表
通
り
と
は
ま
っ
た
く
違
う
場
所
に

感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
道
を
、
い
に

し
え
の
繁
栄
を
頭
に
思
い
描
き
な
が
ら
歩

く
の
は
な
か
な
か
楽
し
い
も
の
で
す
。

古
く
か
ら
あ
る
通
り
に
は
歴
史
あ
る

神
社
仏
閣
も
軒
を
連
ね
て
い
ま
す
。
年
を

と
っ
た
せ
い
な
の
か
、
コ
ロ
ナ
禍
の
生
活

で
心
境
に
変
化
が
あ
っ
た
の
か
、
こ
う
い

う
神
社
仏
閣
に
足
を
運
ん
だ
り
、
手
を
合

す
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
神
社
仏
閣

や
、
徒
歩
だ
か
ら
こ
そ
気
づ
く
こ
と
の
で

き
る
お
地
蔵
さ
ん
や
、
小
さ
な
祠
、
石
碑

な
ど
か
ら
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
町
の
歴

史
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
一
つ
の

楽
し
み
で
す
。

さ
て
、
街
道
歩
き
で
一
番
の
楽
し
み

は
や
っ
ぱ
り
お
店
。
多
く
の
お
店
が
す
で

に
閉
業
し
て
し
ま
っ
て
い
る
中
、
ま
だ
営

業
し
て
い
る
商
店
や
お
菓
子
屋
さ
ん
が

残
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

う
お
店
に
入
る
と
か
つ
て
は
多
く
の
お
店

が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
お
店
の
方
と
の

会
話
が
あ
る
。
お
店
の
歴
史
や
商
品
の
こ

だ
わ
り
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
上
で
お

店
の
商
品
を
食
べ
る
と
さ
ら
に
お
い
し
さ

が
上
回
る
気
が
し
ま
す
。

こ
う
い
う
街
歩
き
っ
て
テ
レ
ビ
番
組

の
ロ
ケ
の
よ
う
で
し
ょ
？
見
慣
れ
た
町
も

テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、

魅
力
を
再
発
見
で
き
る
。
ひ
な
び
た
お
店

だ
な
ぁ
と
入
っ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
お
店

の
商
品
が
意
外
と
お
い
し
そ
う
だ
っ
た
り

す
る
。
そ
う
い
う
テ
レ
ビ
の
ロ
ケ
番
組
で

の
街
歩
き
が
自
分
自
身
の
身
を
も
っ
て
体

験
で
き
る
、
し
か
も
歩
く
の
で
運
動
に
な

る
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
人
混
み
と
は

無
縁
で
す
し
、
お
す
す
め
の
レ
ジ
ャ
ー
で

す
。
た
だ
し
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
何

か
食
べ
物
買
っ
て
食
べ
ち
ゃ
う
の
で
、
運

動
し
た
分
は
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

小
さ
な
愉
し
み

　
徳
島
玉
翠
会
幹
事

　
佐
々
木
園
子
（
昭
和
五
十
八
年
卒
）

数
年
前 

知
人
か
ら
メ
ダ
カ
の
卵
の
付

い
た
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
を
も
ら
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
、
私
は
メ
ダ
カ
沼
に
足
を
踏

み
入
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
日
の
う

ち
に
早
く
も
孵
化
し
始
め
、
慌
て
て
赤

ち
ゃ
ん
用
の
餌
を
買
い
に
走
り 

育
児
ス

タ
ー
ト
。他
の
観
賞
魚
と
は
違
い 

エ
ア
ー

や
フ
ィ
ル
タ
ー
無
し
で
も
大
丈
夫
な
の
で
、

実
は
飼
育
は
楽
な
の
で
す
。
最
近
ブ
ー
ム

に
な
っ
て
い
る
理
由
の
一
つ
で
し
ょ
う
。

テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
も
増
え
、

一
〇
〇
万
円
の
値
が
付
い
た
も
の
も
い
る

そ
う
で
す
。
ち
な
み
に
メ
ダ
カ
の
寿
命
は

二
年
程
度
。
早
く
成
長
す
る
と
い
う
こ
と

は
品
種
改
良
し
や
す
く
、
洗
面
器
で
二
〜

三
年
飼
育
し
て
い
た
初
心
者
の
方
が
新
し

い
品
種
を
作
り
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
な

ら
ば
私
も
、
と
試
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
か
わ
い
そ
う
な
色
合
い
の
子
が
生

ま
れ
て
し
ま
い
、
以
来
挑
戦
は
や
め
ま
し

た
。さ

て
、
メ
ダ
カ
は
人
か
ら
も
ら
う
か

ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
買
う
の
が
手
っ
取
り

第
三
十
九
回
東
京
玉
翠
会
D
X

　
　（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
に
参
加
し
て

　
徳
島
玉
翠
会
幹
事

　
伊
賀
　
弘
起
（
昭
和
五
十
一
年
卒
）

令
和
三
年
七
月
十
日
（
土
）
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
「
第
三
十
九
回
東

京
玉
翠
会
D
X
〜
こ
れ
が
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ

ル
玉
翠
会
〜
」
に
長
尾
会
長
の
名
代
と
し

て
出
席
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
の
で
そ
の
概

要
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
拡
大
に
よ
り
、

令
和
二
年
に
は
中
止
と
な
っ
た
「
日
本
一

の
同
窓
会
」
で
す
が
、
本
年
は
幹
事
団
の

ご
努
力
に
よ
っ
て
S
p
a
t
i
a
l
C
h
a
t

を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
同
窓
会
、
そ
の
名

も
「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
玉
翠
会
」
と
い
う

形
式
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
番
の
１
カ

月
前
か
ら
何
度
も
リ
ハ
ー
サ
ル
の
時
間
が

設
定
さ
れ
て
お
り
、
会
員
は
自
由
に
こ
の

S
p
a
t
i
a
l
C
h
a
t
内
の
総
会

ペ
ー
ジ
に
入
室
し
て
、
そ
の
都
度
同
級
生

と
懇
談
が
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
本
番
当
日
で
す
が
、
私
が
最

も
驚
い
た
の
は
来
賓
全
員
が
開
会
時
間
の

相
当
前
に
別
室
へ
集
め
ら
れ
、
司
会
者
の

御
指
導
の
も
と
、
メ
イ
ン
会
場
へ
移
動
し

て
挨
拶
す
る
た
め
の
リ
ハ
ー
サ
ル
が
行
わ

れ
た
こ
と
で
す
。
い
よ
い
よ
本
番
の
時
刻

に
な
り
、
S
p
a
t
i
a
l
C
h
a
t
の

メ
イ
ン
会
場
に
お
い
て
は
開
会
挨
拶
、
議

事
、
来
賓
紹
介
と
通
常
の
対
面
総
会
と
変

わ
り
な
く
式
次
第
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
我
々
来
賓
は
「
司
会
者
が
誘
導

す
る
ま
で
来
賓
室
に
て
待
機
し
て
く
だ
さ

い
。」
と
の
指
示
が
あ
り
ま
し
た
。
私
に

と
っ
て
こ
の
来
賓
部
屋
で
の
諸
先
輩
方
と

の
懇
談
時
間
（
緊
張
時
間
）
は
何
時
間
に

も
感
じ
、
そ
の
緊
張
の
結
果
と
し
て
不
出

来
な
挨
拶
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
徳

島
玉
翠
会
の
方
々
に
は
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

総
会
に
続
い
て
は
懇
親
会
（
う
ど
ん

D
E
乾
杯
、
同
窓
会
紹
介
ス
ラ
イ
ド
、
な

ど
な
ど
）、
こ
れ
も
通
常
の
総
会
と
変
わ

り
な
い
景
色
が
画
面
に
映
し
出
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で
の
同
窓
会

と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
メ
イ
ン
会
場
と

は
別
に
ク
ラ
ブ
活
動
別
と
卒
業
年
別
に
多

く
の
小
部
屋
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
い
つ

で
も
そ
の
小
部
屋
に
移
動
し
て
懇
談
が
で

き
る
と
い
う
点
で
す
。
そ
の
際
に
は
自
分

の
ア
バ
タ
ー
（
分
身
）
を
自
由
に
移
動
さ

せ
て
、
話
し
た
い
相
手
に
接
近
さ
せ
る
と

会
話
が
で
き
る
と
い
う
、
極
め
て
リ
ア
ル

な
懇
親
会
を
楽
し
む
こ
と
が
可
能
で
し
た
。

確
か
に
こ
の
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
は
東
京
玉

翠
会
だ
か
ら
こ
そ
可
能
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
も
し
類
似
の
シ
ス
テ
ム
を
安
易

に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
例
え
ば

お
体
の
御
不
自
由
な
方
も
ご
自
宅
か
ら
参

加
で
き
る
、
あ
る
い
は
海
外
か
ら
も
同
時

刻
に
入
室
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
、

I
T
技
術
が
進
ん
だ
将
来
に
は
徳
島
玉
翠

会
で
も
そ
の
導
入
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
期
が
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
さ
て
挨
拶
の
緊
張
が
解
け
た
後
は

卒
業
年
の
部
屋
に
移
動
し
て
、
関
東
の
み

な
ら
ず
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
い
た
同
級

生
と
歓
談
し
、
最
後
に
メ
イ
ン
会
場
で
の

「
校
歌
、
応
援
歌
斉
唱
、
応
援
団
エ
ー
ル

交
換
」
を
楽
し
み
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
こ
の
同
級
生
の
小
部
屋
は
深
夜
二
時

ま
で
に
利
用
が
可
能
と
の
こ
と
で
学
年
に

よ
っ
て
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会
」
行
わ

れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

最
後
に
「
東
京
玉
翠
会 
渡
辺 

修 

会

長
」
が
「
本
日
の
会
は
全
国
を
見
渡
し
て

も
前
例
の
な
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
り
、
東

京
玉
翠
会
の
総
会
史
に
新
た
な
一
ペ
ー
ジ

を
刻
む
こ
と
で
し
ょ
う
。」
と
述
べ
ら
れ

た
こ
と
を
紹
介
し
て
御
報
告
と
い
た
し
ま

す
。新

し
い
趣
味
、
み
つ
か
り
ま
し
た

　
徳
島
玉
翠
会
副
会
長

　
中
村
　
芳
正
（
昭
和
四
十
二
年
卒
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ゴ
ル
フ
、
テ
ニ
ス
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
、
こ
れ
ら
が
私
の
趣
味
と
言
え
る
も

の
で
し
た
。
運
動
系
に
偏
っ
て
お
り
、
家

の
中
で
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。き

っ
か
け
は
北
島
町
主
催
の
料
理
教

室
で
し
た
。
当
時
、
塩
分
制
限
を
し
て
い

た
た
め
、
外
食
が
ほ
と
ん
ど
で
き
ず
、
自

分
で
何
か
作
り
た
い
と
思
っ
て
応
募
し
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
町
主
催

の
「
男
の
料
理
教
室
」
が
で
き
、
そ
れ
に

も
参
加
し
ま
し
た
。
皆
で
ガ
ヤ
ガ
ヤ
し
な

が
ら
、
ご
飯
を
炊
き
、
お
か
ず
を
作
り
、

皆
で
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
食
べ
る
。

そ
の
中
に
毎
回
一
品
デ
ザ
ー
ト
が
あ
り
ま

し
た
。
季
節
や
主
菜
に
合
わ
せ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
お
菓
子
を
作
り
ま
し
た
。

い
つ
の
時
か
、
小
豆
カ
ス
テ
ラ
が
あ

り
ま
し
た
。
卵
と
砂
糖
を
し
っ
か
り
混
ぜ
、

米
粉
、ド
ラ
イ
餡
、ベ
ー
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー

を
加
え
、
さ
ら
に
小
豆
餡
、
山
芋
を
加
え
、

蒸
し
て
仕
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
時
の
上
品

な
味
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
料
理
自
体
は

味
付
け
が
自
分
で
判
断
で
き
ず
、
と
ん
挫

し
ま
し
た
が
、
お
菓
子
作
り
は
、
材
料
を

間
違
え
ず
に
秤
量
し
、
混
合
し
、
反
応
さ

せ
て
、
仕
上
げ
る
。
こ
れ
な
ら
で
き
る
と

思
い
ま
し
た
。
学
生
時
代
に
薬
学
で
実
験

を
し
て
い
た
の
と
同
じ
で
は
な
い
か
。
さ

ら
に
付
け
加
え
る
な
ら
、
実
験
は
反
応
が

終
了
し
た
ら
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、

使
っ
た
器
具
や
道
具
を
し
っ
か
り
洗
い
、

乾
燥
さ
せ
、
元
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
戻
す
。

こ
れ
が
で
き
て
初
め
て
終
了
で
あ
る
こ
と

を
た
た
き
こ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
お

か
げ
で
、
家
で
お
菓
子
作
り
を
し
て
も
、

食
器
等
を
元
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
戻
す
ま
で

を
実
践
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
お
菓
子
作

り
以
上
に
家
で
は
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
徐
々
に
で
は

あ
り
ま
す
が
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
広
げ
て
い

ま
す
。
小
豆
カ
ス
テ
ラ
を
筆
頭
に
関
東
風

桜
餅
、マ
ド
レ
ー
ヌ
、カ
ス
テ
ラ
、マ
フ
ィ

ン
、
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
、
ガ
ト
ー
シ
ョ
コ

ラ
を
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
新
し
い

お
菓
子
に
挑
戦
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
と
は
い
っ
て
も
全
く
の
我
流
で
、

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
は
や
っ
て
み
る
の
繰
り

返
し
で
、
理
論
的
な
こ
と
は
よ
く
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。
友
人
に
尋
ね
て
教
え
て
も

ら
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

お
菓
子
作
り
の
一
番
い
い
と
こ
ろ
は
、

作
っ
た
も
の
を
、
人
に
食
べ
て
も
ら
い
、

喜
ん
で
い
た
だ
き
、
輪
が
広
が
る
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
男
が
作
っ
た
と

言
う
だ
け
で
話
題
作
り
に
貢
献
し
て
い
る

気
が
し
て
い
ま
す
。
お
菓
子
を
食
べ
る
時
、

み
ん
な
が
笑
顔
に
な
り
、
ほ
っ
こ
り
し
て
、

小
さ
な
幸
せ
を
感
じ
る
と
い
う
事
は
世
界

共
通
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
菓

子
作
り
を
通
し
て
、
笑
顔
が
広
が
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

百
人
一
首
と
ア
ン
コ
ー
ル
曲

　
徳
島
玉
翠
会
副
会
長

　
香
川
　
典
子
（
昭
和
四
十
七
年
卒
）

三
年
ぶ
り
の
行
動
制
限
の
な
い
G
W

と
な
り
、
感
染
対
策
を
し
な
が
ら
各
種
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
徳

島
城
博
物
館
で
は
小
中
学
生
の
「
か
る
た

大
会
」
が
行
わ
れ
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ

り
、
百
人
一
首
の
上
の
句
を
読
み
上
げ
る

と
、
二
人
一
組
と
な
っ
た
参
加
者
が
下
の

句
の
札
を
探
し
て
い
る
映
像
が
放
送
さ
れ

て
い
た
。

そ
う
そ
う
、
高
松
高
校
一
年
生
の
冬

休
み
の
宿
題
は
百
人
一
首
を
覚
え
て
く
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
休
み
明
け

に
「
か
る
た
大
会
」
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

私
は
国
語
が
苦
手
で
、
古
語
と
な
る
と
意

味
不
明
な
用
語
が
続
出
し
て
、
さ
ら
に

ハ
ー
ド
ル
が
上
が
る
。
何
よ
り
、
こ
れ
ら

の
歌
に
共
感
が
な
い
。
な
に
し
ろ
百
人
一

首
の
多
く
は
恋
の
歌
で
あ
り
、
身
を
焦
が

す
恋
や
涙
で
袖
を
濡
ら
す
悲
し
み
と
言
わ

れ
て
も
理
解
不
能
で
あ
る
。
私
に
と
っ
て

は
百
人
一
首
も
お
経
も
呪
文
も
、
同
じ
響

き
に
過
ぎ
な
い
。

案
の
定
、
冬
休
み
に
覚
え
ら
れ
た
の
は
、

せ
い
ぜ
い
十
首
程
度
で
、
休
み
明
け
の
大

会
は
ひ
ど
い
状
態
で
あ
っ
た
。
上
の
句
を

読
ま
れ
て
も
下
の
句
が
わ
か
ら
ず
、
下
の

句
が
読
ま
れ
て
、
よ
う
や
く
札
を
探
す
作

業
に
と
り
か
か
る
始
末
。
こ
れ
は
、
ひ
ら

が
な
を
覚
え
か
け
た
幼
児
の
「
か
る
た
大

会
」
で
、「
犬
も
歩
け
ば
・・・
」
の
「
い
」

の
札
を
探
す
の
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
、
高
高

時
代
の
苦
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
子
育
て
が
一
段
落
し
て
か
ら
、

趣
味
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
鑑
賞
は
ラ
イ
ブ

に
ハ
マ
っ
て
い
る
。
ラ
イ
ブ
の
最
大
の
楽

し
み（
再
生
音
楽
と
の
違
い
）は
ア
ン
コ
ー

ル
で
あ
る
。
予
定
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え

て
の
演
奏
で
、ま
さ
に
オ
マ
ケ
、お
得
感
！

主
婦
に
は
嬉
し
い
。
ま
た
、
予
定
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
予
め
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
ア

ン
コ
ー
ル
は
当
然
な
が
ら
「
や
る
」
と
も

「
や
ら
な
い
」
と
も
、
ま
た
曲
名
も
発
表

さ
れ
て
い
な
い
。
会
場
の
鳴
り
や
ま
な
い

拍
手
に
応
え
て
、
さ
あ
ア
ン
コ
ー
ル
が
始

ま
る
、
会
場
が
再
び
静
寂
に
包
ま
れ
た
時

の
ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
感
！
何
が
出
て

く
る
か
、
ス
リ
ル
と
サ
ス
ペ
ン
ス
に
満
ち

た
瞬
間
で
あ
る
。

東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
で
の
ミ
シ
ュ
ク

（
第
九
回
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
国
際
コ
ン

ク
ー
ル
第
二
位
）
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
の

ア
ン
コ
ー
ル
が
始
ま
る
時
の
こ
と
で
あ
る
。

長
身
の
ミ
シ
ュ
ク
が
体
を
小
さ
く
し
て
鍵

盤
に
向
か
い
、
そ
の
細
く
長
い
指
で
柔
ら

か
い
音
を
奏
で
た
。
最
初
の
二
音
を
弾
い

た
だ
け
で
、わ
か
っ
た
！！
「
月
の
光
」（
ド

ビ
ッ
シ
ー
作
曲
）で
あ
る
。静
か
で
優
し
く
、

少
し
切
な
く
響
く
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
う
っ
と

り
聞
き
入
っ
た
。
そ
の
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
シ
ョ
パ
ン
や
リ
ス
ト
ら
の
超
絶
技
巧
を

要
す
る
曲
が
多
か
っ
た
の
で
、
幻
想
的
で

美
し
い
「
月
の
光
」
は
、
感
動
し
て
高
揚

し
た
気
分
を
沈
め
て
癒
し
て
く
れ
る
ア
ロ

マ
の
よ
う
。
ホ
テ
ル
ま
で
の
帰
路
は
、
あ

え
て
地
下
鉄
を
利
用
せ
ず
、
新
宿
中
央
公

園
を
通
り
、
都
庁
な
ど
の
高
層
ビ
ル
群
を

抜
け
な
が
ら
新
宿
駅
ま
で
歩
い
た
。
夜
空

に
月
は
出
て
い
な
か
っ
た
が
、
頭
の
中
で

は
「
月
の
光
」
が
繰
り
返
し
流
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
百
人
一
首
で
は
、
上
の

句
最
初
の
一
字
で
下
の
句
が
わ
か
る
歌
が

七
首
、
二
字
で
は
四
十
二
首
、
三
字
で
三

十
七
首
、
四
字
で
六
首
、
五
字
で
二
首
、

六
字
で
六
首
と
六
字
ま
で
で
下
の
句
が
す

べ
て
決
定
す
る
。
な
ぁ
ん
だ
！
歌
の
意
味

な
ど
覚
え
ず
と
も
、
上
の
句
を
最
大
六
字

覚
え
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る
下
の
句
を
覚

え
れ
ば
、
立
派
に
「
か
る
た
大
会
」
が
で

き
る
。
し
か
も
全
部
で
も
一
〇
〇
首
で
あ

る
。
何
が
出
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
ア
ン

コ
ー
ル
曲
を
二
音
で
当
て
る
よ
り
、
は
る

か
に
簡
単
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

あ
れ
か
ら
ウ
ン
十
年
、
人
生
経
験
を

積
み
、
身
を
焦
が
す
恋
も
涙
で
袖
を
濡
ら

す
悲
し
み
も
し
っ
か
り
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
歳
に
な
っ
て

百
人
一
首
を
覚
え
る
の
は
、
た
と
え
六
字

と
は
い
え
ど
も
至
難
の
業
で
あ
る
。
や
っ

ぱ
り
私
は
〝
幼
児
〞
の
「
か
る
た
大
会
」

に
し
か
参
加
で
き
な
い
。
高
松
高
校
で
宿

題
を
や
ら
な
か
っ
た
ツ
ケ
は
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
・
・
・
・

追
記
：
コ
ロ
ナ
禍
で
二
年
余
り
、
ラ

イ
ブ
に
行
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
前
の
よ
う
に
な
る
日
を
心
待
ち
に

し
て
い
ま
す
。

⑵



ご
挨
拶

　
徳
島
玉
翠
会
会
長

　
長
尾
　
哲
見
（
昭
和
四
十
四
年
卒
）

徳
島
支
部
の
会
員
の
皆
様
に
は
ご
清

栄
の
事
と
存
じ
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
残
念
な
が
ら
今
年
も
役
員
の

協
議
の
結
果
、
現
下
の
コ
ロ
ナ
の
感
染
状

況
を
踏
ま
え
て
総
会
は
中
止
と
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

そ
の
代
わ
り
、
昨
年
同
様
に
会
員
相

互
の
絆
と
し
て
総
会
誌
の
発
刊
を
行
い
、

総
会
の
意
義
を
留
め
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

例
年
と
比
べ
る
と
コ
ン
パ
ク
ト
な
内
容
で

す
が
ご
高
覧
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

尚
、
全
国
的
に
は
総
会
を
中
止
す
る

支
部
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
総
会
を
開
催
す
る

支
部
と
様
々
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
総
会
も
状
況
を
考

慮
す
る
と
や
む
を
得
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
同
窓
会
は
会
員
同
士
が
顔
を
突
き

合
わ
せ
て
楽
し
く
語
り
合
え
る
事
が
何
よ

り
も
大
事
と
思
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
県
内
で
も
一
日
も
早
く

コ
ロ
ナ
の
感
染
が
収
束
し
、
再
び
一
堂
に

会
し
た
総
会
が
開
催
さ
れ
る
時
を
強
く
念

願
す
る
と
と
も
に
徳
島
玉
翠
会
の
今
後

益
々
の
ご
発
展
と
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
を

心
か
ら
祈
念
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

ご
挨
拶

　
玉
翠
会
会
長

　
間
島
　
賢
治
（
昭
和
四
十
七
年
卒
）

徳
島
玉
翠
会
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り

玉
翠
会
の
運
営
に
関
し
て
多
大
な
る
ご
支

援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
久
し
振
り
に
出
席
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
依

然
と
し
て
続
い
て
お
り
残
念
に
思
い
ま
す
。

さ
て
、
本
年
五
月
の
玉
翠
会
総
会
で

会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
昭
和
四
十
七

年
卒
業
の
間
島
賢
治
で
す
。
伝
統
あ
る
玉

翠
会
の
会
長
は
、
槙
田
前
会
長
は
じ
め
名

立
た
る
先
輩
が
お
務
め
に
な
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
後
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
、

私
で
本
当
に
良
い
の
か
と
改
め
て
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。
思
い
返
せ
ば
三
十

歳
前
に
東
京
か
ら
帰
省
し
、
高
校
時
代
の

恩
師
（
故
松
野
先
生
）
に
お
声
が
け
い
た

だ
き
、
玉
翠
会
の
九
十
周
年
事
業
の
一
員

と
し
て
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

の
が
契
機
で
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
指
導
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

高
松
高
校
は
来
年
一
三
〇
周
年
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
香
川
県
立
高

等
学
校
と
し
て
の
行
事
は
来
年
計
画
さ
れ

る
予
定
で
す
。
玉
翠
会
と
し
て
の
祝
賀
会

は
、
依
然
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
再

来
年
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
折
に

は
、
高
松
に
帰
省
い
た
だ
き
、
久
し
振
り

の
同
窓
会
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
、
地
域

を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
な

い
頃
は
、
徳
島
に
は
仕
事
の
関
係
で
月
１

回
程
度
は
ご
訪
問
し
て
い
ま
し
た
。
徳
島

玉
翠
会
で
は
、
毎
回
楽
し
い
企
画
を
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
二
次
会
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
折
に
は
、
皆
様
の
素
晴
ら
し
い

歌
声
を
お
聞
き
し
た
楽
し
い
思
い
出
が

残
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
香
川
は
「
素
晴
ら
し
い
ま

ち
」
だ
と
思
い
つ
つ
、
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松

を
散
策
し
て
い
ま
す
。
新
県
立
体
育
館
、

徳
島
文
理
大
学
移
転
新
キ
ャ
ン
パ
ス
、
高

松
駅
ビ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ホ
テ

ル
な
ど
二
〇
二
五
年
に
向
け
て
の
再
開
発

に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
徳
島
玉
翠

会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
皆
様
の
ご
健

勝
、
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
挨
拶

　
玉
翠
会
前
会
長

　
槙
田
　
　
實
（
昭
和
四
十
二
年
卒
）

徳
島
玉
翠
会
の
皆
様
、
八
年
間
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
五
月
末
を

も
っ
て
、会
長
職
を
、昭
和
四
十
七
年
（
一

九
七
二
年
）
卒
の
間
島
賢
治
氏
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
致
し
ま
し
た
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
毎
年
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
ド
パ
レ
ス
徳
島
で
の
徳
島
玉
翠
会
総
会

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
交
流
の
機
会
を
与

え
て
頂
い
た
事
に
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
長
尾
会
長
を
は
じ
め
、
同
級
生
の

中
村
君
等
に
歓
待
を
受
け
ま
し
た
事
、
又
、

総
会
懇
親
会
で
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
頂
い
た

事
が
深
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
高
松

か
ら
Ｊ
Ｒ
で
一
時
間
の
徳
島
で
す
が
、
普

段
は
、
訪
問
の
機
会
が
少
な
く
、
徳
島
玉

翠
会
総
会
で
阿
波
の
空
気
を
感
じ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
徳
島
香
川
も
、

こ
の
二
年
半
コ
ロ
ナ
禍
に
振
り
回
さ
れ
、

各
玉
翠
会
総
会
も
中
止
と
な
り
、
懇
親
の

場
を
失
く
し
た
事
は
、
本
当
に
残
念
で
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
線
と
共
に
コ
ロ
ナ
禍
の
早

期
終
焉
を
向
か
え
る
事
を
願
う
ば
か
り
で

す
。例

年
卒
業
証
書
授
与
式
の
模
様
を
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
令
和
四

年
三
月
四
日
に
挙
行
さ
れ
、
私
も
最
後
の

卒
業
式
出
席
と
な
り
ま
し
た
。
全
日
制
三

一
五
名
、定
時
制
三
名
、通
信
制
二
十
四
名
、

卒
業
生
三
四
二
名
の
卒
業
式
で
、
こ
れ
を

も
っ
て
、
卒
業
生
累
計
は
五
五
，
三
〇
七

名
と
な
り
ま
し
た
。
恒
例
の
卒
業
生
答
辞

は
、
橋
本
晃
次
郎
君
が
、
筒
が
無
く
、
例

年
と
比
較
し
て
少
し
大
人
し
目
に
、
し
か

し
最
高
の
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
が
最
後
の
寄
稿
と
な

り
ま
す
が
、
本
当
に
八
年
間
ご
指
導
ご
鞭

撻
そ
し
て
ご
援
助
頂
き
ま
し
た
事
を
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
徳
島

玉
翠
会
の
益
々
の
ご
発
展
、
又
、
会
員
の

皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

長
ら
く
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
挨
拶

　
香
川
県
立
高
松
高
等
学
校
長

　
中
筋
　
功
雄
（
昭
和
五
十
九
年
卒
）

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
初
め
ま
し
て
。
昨

年
度
、
令
和
三
年
四
月
よ
り
本
校
の
校
長

と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
中
筋
と
申
し

ま
す
。
昨
年
度
の
本
稿
に
は
前
校
長
の
出

射
隆
文
先
生
が
玉
稿
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

の
で
、
私
が
ご
挨
拶
を
書
か
せ
て
い
た
だ

く
の
は
こ
れ
が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。
し

か
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
た
め
に
昨
年
度
の
徳
島
玉
翠
会
総
会

が
二
年
続
け
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

会
員
の
皆
様
に
直
接
お
会
い
し
て
ご
挨
拶

申
し
上
げ
る
機
会
も
な
い
ま
ま
に
、
着
任

以
来
一
年
以
上
が
経
過
し
て
の
拙
稿
と
な

り
ま
す
。
そ
し
て
今
年
の
総
会
も
ま
た
中

止
が
決
定
し
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
様
に
お
会
い
で
き
る
の
は
ま
だ
先
に
な

り
そ
う
で
す
。
誌
上
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
は
三
年
目
に
入
っ

て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
終
わ
り
が
見

通
せ
ず
、
学
校
運
営
も
コ
ロ
ナ
の
顔
色
を

窺
い
な
が
ら
、
で
き
る
こ
と
、
で
き
る
方

法
を
探
り
な
が
ら
極
力
通
常
の
教
育
活
動

に
近
づ
け
る
工
夫
の
連
続
で
す
。
徳
島
玉

翠
会
の
皆
様
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
実
施

し
て
お
り
ま
し
た
徳
島
大
学
医
学
部
訪
問

を
筆
頭
に
、
こ
こ
二
年
間
実
施
で
き
て
い

な
い
行
事
も
あ
り
ま
す
し
、
体
育
祭
や
文

化
祭
の
よ
う
に
実
施
は
し
た
も
の
の
非
公

開
な
ど
の
制
限
付
き
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
生
徒
諸
君
は
逞
し
く
も
し
な

や
か
に
彼
ら
な
り
の
青
春
を
謳
歌
し
、
勉

学
に
精
進
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
成

果
と
し
て
、
今
春
徳
島
大
学
に
は
医
学
部
、

薬
学
部
を
含
ん
で
九
名
が
進
学
を
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
徳
島
玉
翠
会
の
貴
重
な
金

の
卵
と
し
て
ご
支
援
い
た
だ
け
る
と
幸
い

で
す
。

と
こ
ろ
で
、
本
校
は
今
年
で
創
立
一

三
〇
年
目
を
迎
え
ま
す
。
明
治
二
十
六
年

に
香
川
県
尋
常
中
学
校
の
設
立
と
香
川
県

高
等
女
学
校
の
改
称
が
な
さ
れ
て
以
来
、

激
動
の
近
現
代
史
の
な
か
で
本
校
が
香
川

県
を
代
表
す
る
高
等
学
校
で
あ
り
続
け
ら

れ
た
の
は
、
ひ
と
え
に
卒
業
生
の
皆
様
の

絶
え
間
な
い
ご
努
力
や
果
敢
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
の
賜
物
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
国

の
内
外
、
ま
た
各
方
面
で
活
躍
さ
れ
る
先

輩
諸
氏
の
ご
功
績
に
触
れ
る
に
つ
け
、
誇

ら
し
く
も
あ
り
、
ま
た
現
役
生
の
教
育
を

預
か
る
者
と
し
て
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。
玉
翠
会
の
『
会
報
』
に
も
書
き
ま

し
た
が
、
来
年
度
に
一
三
〇
周
年
を
記
念

し
た
文
化
祭
の
開
催
、
記
念
誌
の
発
刊
な

ど
を
予
定
し
て
そ
の
準
備
に
入
っ
て
お
り

ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、

帰
県
さ
れ
た
皆
様
に
記
念
文
化
祭
を
ご
高

覧
い
た
だ
け
る
こ
と
を
今
か
ら
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
総
会
の

盛
会
と
ご
参
会
の
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の

ご
健
勝
、
徳
島
玉
翠
会
の
更
な
る
ご
隆
盛

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す

早
い
の
で
す
が
、
育
児
が
好
き
な
（
？
）

私
は 

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
卵
を
購

入
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
た
い
て
い

ア
マ
チ
ュ
ア
の
愛
好
家
が
出
品
し
て
い
て
、

小
さ
な
容
器
に
二
十
個
程
度
を
入
れ
て

送
っ
て
く
れ
ま
す
。

そ
れ
を
使
わ
な
く
な
っ
た
子
供
の
勉

強
机
で
ハ
○
キ
ル
ー
ペ
を
掛
け
ピ
ン
セ
ッ

ト
で
卵
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
姿
は
、
ほ

ぼ
幽
霊
部
員
だ
っ
た
高
校
時
代
の
生
物
部

の
時
よ
り
も
真
剣
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
今

年
は
四
種
類
も
買
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

緑
、
紅
白
、
オ
レ
ン
ジ
、
水
色
で
鰭
長
。

高
い
も
の
は
あ
き
ら
め 

一
個
一
〇
〇
円

ま
で
、
と
決
め
て
は
い
る
の
で
す
け
ど
、

メ
ダ
カ
た
ち
の
美
し
さ
に 

つ
い
ポ
チ
っ

と
手
が
出
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
ん
な
に

購
入
し
て
い
た
ら 

ど
ん
ど
ん
増
え
て
収

拾
が
つ
か
な
く
な
る
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ

う
。
育
て
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
と
こ

ろ
が
あ
り
、
確
か
に
丈
夫
で
爆
発
的
に
増

え
る
も
の
も
い
て
、
貰
い
手
探
し
に
四
苦

八
苦
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
逆
に 

美

し
く
品
種
改
良
さ
れ
た
も
の
は
か
弱
い
よ

う
で
、
孵
化
は
し
て
も
一
年
後
に
残
る
の

は
今
の
と
こ
ろ
一
割
程
度
。
せ
っ
か
く
生

ま
れ
た
命
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
飼
育

方
法
を
日
々
模
索
中
で
す
。

徳
島
玉
翠
会 

令
和
三
年
度
会
費
納
入
者

（
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）

（
敬
称
略
）

（
昭
和
二
十
年
卒
）　　

岩
井　

武
子

（
昭
和
二
十
一
年
卒
）

　
　
　

高
木　

一
孝
、
森　

弥
栄
子

（
昭
和
二
十
三
年
卒
）　

田
尾　

敏
子

（
昭
和
二
十
七
年
卒
）　

松
木　

洋
子

（
昭
和
二
十
九
年
卒
）　

羽
坂　
　

翠

（
昭
和
三
十
一
年
卒
）

　
　
　

佐
々
木
敬
子
、
真
鍋　

恭
子

（
昭
和
三
十
三
年
卒
）

　
　
　

渡
邊　
　

謙
、
佐
野　

紀
子

（
昭
和
三
十
四
年
卒
）

　
　
　

渡
邊　

恵
子
、
上
田　

和
子

（
昭
和
三
十
五
年
卒
）

　
　
　

岡
澤
恵
美
子
、
宮
本　

仁
美

（
昭
和
三
十
六
年
卒
）　

青
木　

博
美

（
昭
和
三
十
七
年
卒
）

　
　
　

圓
藤　

寿
穂
、
圓
藤
と
よ
子

　
　
　

塩
田　
　

洋
、
鈴
木　

良
子

（
昭
和
三
十
八
年
卒
）

　
　
　

水
口　

裕
之
、
元
木　

碎
香

（
昭
和
三
十
九
年
卒
）　

頼
富　

信
輔

（
昭
和
四
十
一
年
卒
）　

山
本　

圭
子

（
昭
和
四
十
二
年
卒
）

　
　
　

荒
瀬　

友
子
、
村
上
由
里
子

　
　
　

中
村　

芳
正　

（
昭
和
四
十
三
年
卒
）

　
　
　

森
江
恵
美
子
、
牛
川　
　

務

　
　
　

浅
野　

彩
子
、
七
條　

政
志

（
昭
和
四
十
四
年
卒
）

　
　
　

秋
本
ま
り
子
、
渡
部　

荘
三

　
　
　

長
尾　

哲
見　

（
昭
和
四
十
五
年
卒
）　

米
沢　

基
子

（
昭
和
四
十
六
年
卒
）　

後
藤
田
眞
理
子

（
昭
和
四
十
七
年
卒
）

　
　
　

香
川　

典
子
、
駒
木　

典
子

（
昭
和
四
十
八
年
卒
）

　
　
　

坂
東　

智
子
、
坂
口　

英
則

　
　
　

河
野　
　

順
、
宮
内
和
瑞
子

（
昭
和
四
十
九
年
卒
）

　
　
　

東　
　

雅
之
、
邉
見　

千
香

（
昭
和
五
十
年
卒
）　　

名
尾　

和
広

（
昭
和
五
十
一
年
卒
）

　
　
　

竹
内　

明
美
、
伊
賀　

弘
起

　
　
　

小
西
裕
美
子

（
昭
和
五
十
二
年
卒
）

　
　
　

森　
　

康
代
、
阿
川　

昌
仁

（
昭
和
五
十
三
年
卒
）

　
　
　

後
藤　

葉
子
、
塩
見　

一
義

（
昭
和
五
十
四
年
卒
）

　
　
　

吉
村　

恵
美
、
細
井
恵
美
子

（
昭
和
五
十
五
年
卒
）　

安
宅
比
呂
美

（
昭
和
五
十
七
年
卒
）　

日
下　

正
剛

（
昭
和
五
十
八
年
卒
）

　
　
　

山
本　

雅
子
、
佐
々
木
園
子

　
　
　

加
藤　

弘
道
、
木
村　

建
彦

（
昭
和
六
十
年
卒
）　　

松
原　
　

淳

（
昭
和
六
十
二
年
卒
）

　
　
　

軒
原　
　

浩
、
軒
原　

尚
子

（
昭
和
六
十
三
年
卒
）　

山
本　

岐
香

（
平
成
元
年
卒
）　　
　

安
芸　

芳
宣

（
平
成
二
年
卒
）　　
　

齋
藤
友
佳
理

（
平
成
五
年
卒
）　　
　

福
岡　

淳
志

（
平
成
六
年
卒
）　　
　

中
原　

大
道

（
平
成
十
三
年
卒
）　　

宮
城　

麻
友

（
平
成
十
七
年
卒
）　　

佐
藤　

雅
之

会
費
を
納
入
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

京
都
在
、
徳
島
出
身
の
義
兄
か
ら
「
昭

和　

わ
た
し
の
証
言
Ⅴ
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
の
単
行
本
と
四
国
新
聞
の
書
籍
紹
介
文

が
送
ら
れ
て
き
た
。
香
川
大
学
名
誉
教
授

お
二
人
の
先
生
方
が
刊
行
さ
れ
た
激
動
の

昭
和
証
言
集
で
あ
る
。「
香
川
県
に
ゆ
か

り
の
あ
る
二
十
六
名
が
執
筆
し
て
い
る
か

ら
千
香
さ
ん
の
知
り
合
い
が
い
る
か
も
し

れ
な
い
。」
と
。
戦
中
生
ま
れ
の
義
兄
と

一
回
り
違
う
私
は
、
実
に
平
和
な
時
代
を

生
き
て
き
た
。
高
校
一
年
時
夏
休
み
の
登

校
日
は
、「
戦
争
を
語
る
」
と
題
し
た
現

国
河
村
義
次
郎
先
生
の
宿
題
が
あ
っ
た
が
、

確
か
誰
の
手
も
挙
が
ら
な
か
っ
た
。
若
者

気
質
を
三
無
主
義
で
説
明
さ
れ
た
時
代

だ
っ
た
。
呉
の
軍
需
工
場
で
ヒ
ロ
シ
マ
の

原
爆
を
知
っ
た
大
学
一
年
生
の
父
、
高
松

空
襲
の
中
を
家
族
で
幸
町
ま
で
逃
げ
た
母
。

語
り
継
が
れ
て
い
た
話
が
こ
ぼ
れ
て
し

ま
っ
た
。
二
十
六
名
の
足
跡
を
読
み
な
が

ら
未
だ
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
頃
の
故
郷

を
想
う
。
萩
原
幹
生
氏
（
元
宇
高
連
絡
船

船
長
）
の
旧
高
松
駅
の
切
り
絵
表
紙
が
実

に
懐
か
し
い
景
色
だ
。

激
動
の
令
和
期
。
今
年
も
総
会
、
懇

親
会
が
中
止
に
な
り
、
簡
易
な
会
誌
編
集

と
な
り
ま
し
た
。
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
本

部
の
間
島
会
長
様
、
槙
田
前
会
長
様
、
中

筋
校
長
先
生
、
徳
玉
会
の
役
員
方
々
に
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
松
下
印
刷
の

浦
川
様
に
は
多
大
な
無
理
を
申
し
ま
し
た
。

深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

N
o m
ore w

ar. Go aw
ay coronavirus.

二
〇
二
二
年
六
月

　
徳
島
玉
翠
会
事
務
局
編
集
担
当

　
邉
見
　
千
香
（
昭
和
四
十
九
年
卒
）

草
取
り
を
考
え
る

　
徳
島
玉
翠
会
副
会
長
兼
事
務
局
長

　
坂
口
　
英
則
（
昭
和
四
十
八
年
卒
）

マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
住
み
の
方
は
以
下

の
文
章
は
ス
ル
ー
し
て
い
た
だ
い
て
結
構

で
す
。

広
い
狭
い
に
関
わ
ら
ず
土
の
庭
が
あ

る
方
は
興
味
が
あ
れ
ば
お
読
み
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
毎
年
四
月
か
ら
五
月
に
な
る

と
気
温
が
上
が
り
、
適
度
な
雨
が
降
る
と

植
物
た
ち
の
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
き
ま

す
。
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
や
っ
て
お
ら
れ
る

方
に
と
っ
て
は
植
え
た
草
花
が
芽
を
吹
き

始
め
葉
が
展
開
し
て
開
花
す
る
の
が
非
常

に
楽
し
み
な
季
節
で
す
ね
。

一
方
、
意
図
し
て
植
え
た
植
物
以
外

の
植
物
、通
常
雑
草
と
呼
ば
れ
る
植
物（
き

ち
ん
と
し
た
学
名
や
和
名
も
あ
る
の
で
す

が
）
も
こ
の
時
期
や
た
ら
と
元
気
に
な
り
、

土
が
あ
れ
ば
そ
こ
ら
辺
中
芽
を
出
し
生
長

を
始
め
ま
す
。

こ
れ
を
何
も
せ
ず
に
放
っ
て
お
く
と

と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
庭
は
ま
る
で
原
野
、
除
草
し
よ
う
と

す
る
と
重
労
働
、
し
か
も
ご
近
所
か
ら
は

人
間
性
を
疑
わ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
の
雑
草
の
中
で
も
根
絶
が
ほ
ぼ
不

可
能
な
し
ぶ
と
い
奴
が
イ
ネ
科
メ
ヒ
シ
バ

属
と
カ
タ
バ
ミ
科
カ
タ
バ
ミ
属
で
す
ね
。

ど
ち
ら
も
匍
匐
茎
を
伸
ば
し
て
節
毎

に
発
根
し
て
子
や
孫
を
作
り
、
抜
こ
う
と

す
る
と
ち
ぎ
れ
て
取
り
残
し
が
出
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ま
た
拡
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

今
度
に
し
よ
う
っ
と
、
な
ど
と
怠
慢
を
し

て
抜
く
の
が
遅
れ
る
と
、
雑
草
は
そ
れ
を

見
逃
さ
ず
、
花
を
咲
か
せ
て
種
を
作
り
そ

こ
ら
辺
に
ま
き
散
ら
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

種
子
散
布
と
い
い
ま
す
。
カ
タ
バ
ミ
な
ど

は
独
自
の
発
射
装
置
を
持
っ
て
お
り
、
実

が
熟
す
と
鞘
が
は
じ
け
て
種
子
を
一
〜
二

ｍ
も
発
射
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
雑
草
と
は
呼
ば
れ
て
い

な
い
の
で
す
が
、
ハ
ー
ブ
の
ミ
ン
ト
類
と

タ
イ
ム
類
、
地
下
茎
と
匍
匐
茎
を
伸
ば
し

ま
く
り
、
我
が
家
の
花
壇
は
こ
い
つ
ら
に

ほ
ぼ
占
領
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
で
も
夏
に

は
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
に
し
た
り
す
る
の
で
、

根
絶
し
よ
う
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
。

と
に
か
く
、
雑
草
が
生
長
し
て
開
花
し
、

種
子
が
で
き
る
前
に
抜
か
な
け
れ
ば
、
以

後
次
々
と
生
え
て
き
て
、
延
々
と
草
抜
き

仕
事
を
す
る
は
め
に
な
り
ま
す
。

除
草
作
業
に
は
、
ま
ず
は
一
番
原
始

的
な
ね
じ
り
鎌
な
ど
簡
単
な
道
具
を
使
う

手
作
業
）、
除
草
剤
散
布
、
刈
払
い
機
の

三
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
れ
も
一
長
一

短
、
時
間
が
掛
か
っ
て
腰
が
痛
い
、
ペ
ッ

ト
が
い
て
薬
を
使
え
な
い
、
機
械
の
値
段

が
高
い
し
、
面
積
が
狭
い
、
等
々
。

草
取
り
を
し
て
い
て
何
が
大
変
か
と

い
う
と
、
雑
草
は
取
っ
て
も
取
っ
て
も
減

ら
な
い
こ
と
、
三
々
五
々
時
間
差
攻
撃
を

か
け
て
き
ま
す
。
栽
培
す
る
野
菜
や
花
は
、

い
つ
植
え
た
ら
い
つ
花
が
咲
き
、
い
つ
実

が
生
り
ま
す
と
い
う
の
が
大
体
決
ま
っ
て

い
ま
す
が
、
雑
草
に
は
そ
れ
が
全
く
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
あ
、
二
十
四
時
間
子
孫
を
残

す
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
る
の
で
、
勝
て

る
訳
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

こ
ん
な
草
取
り
作
業
（
手
作
業
に
限

り
ま
す
が
）
で
す
が
、
楽
し
み
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ず
は
庭
が
美
し
く
な
る
こ
と
。
抜

き
終
え
る
と
非
常
に
満
足
感
、
達
成
感
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
に
、
植
物
観
察
が
で
き
ま
す
。
な

か
な
か
名
前
は
覚
え
ら
れ
な
い
の
で
す
が
、

そ
の
花
の
色
や
形
、
葉
の
形
や
着
き
方
、

根
の
生
え
方
な
ど
様
々
な
生
態
が
観
察
で

き
ま
す
。
後
で
図
鑑
を
見
て
名
前
を
調
べ

る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
最
近
は
ス

マ
ホ
を
使
っ
て
そ
の
場
で
グ
グ
っ
て
も
調

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
、
と
っ
て
も
便
利
。

そ
し
て
私
が
一
番
草
取
り
に
見
出
す

効
用
は
無
に
な
れ
る
こ
と
。
一
本
一
本
手

で
抜
く
時
に
は
何
も
考
え
て
お
ら
ず
、
目

と
手
が
自
動
的
に
動
い
て
い
ま
す
。
ト
ラ

ン
ス
状
態
で
す
ね
。

さ
あ
皆
さ
ん
、
庭
に
出
て
草
取
り
を

し
ま
せ
ん
か
。
色
々
な
楽
し
み
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
戸
惑
い
と
慣
れ

　
徳
島
玉
翠
会
副
会
長

　
松
原
　
　
淳
（
昭
和
六
十
年
卒
）

本
年
の
総
会
も
中
止
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
そ
の
原
因
で
あ
る
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
影
響
に
関
連
し
て
雑
感
を
書
い

て
み
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
初
頭
か
ら
の
感
染
者
の

増
加
に
伴
い
、
私
の
勤
め
る
会
社
で
も
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
（
在
宅
な
ど
で
の
勤
務
）

が
推
奨
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特

に
私
の
業
務
は
主
に
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た

事
務
作
業
で
し
た
の
で
、
会
社
の
シ
ス
テ

ム
に
接
続
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
さ
え
あ
れ
ば
、

ど
こ
に
い
て
も
業
務
が
可
能
な
状
況
と
な

り
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
で
本
格
的
に
業
務
を
行
う
た
め
に
は
、

一
定
の
I
T
的
技
量
が
ど
う
し
て
も
必
要

と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
社
内
シ
ス
テ
ム
の

情
報
保
管
場
所
や
公
共
の
情
報
保
管
場
所

か
ら
必
要
な
情
報
を
素
早
く
検
索
し
、
探

し
出
す
能
力
。
次
々
と
で
き
上
が
る
文
書

を
、
社
内
シ
ス
テ
ム
の
適
切
な
場
所
に
整

理
し
て
保
管
す
る
能
力
。
リ
モ
ー
ト
の
会

議
等
が
連
続
す
る
場
合
に
、
素
早
く
切
り

替
え
て
出
席
を
継
続
す
る
能
力
。
文
書
を

印
刷
す
る
こ
と
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
の
画
面

に
表
示
さ
れ
る
複
数
ペ
ー
ジ
の
文
書
を
見

て
、
誤
記
等
が
な
い
か
確
認
す
る
能
力
、

等
々
。

し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で

の
私
の
仕
事
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
は
、
と

に
か
く
文
書
を
印
刷
し
て
印
刷
物
と
し
て

情
報
を
集
積
し
、
仕
事
場
の
書
架
が
主
要

な
情
報
保
管
場
所
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
個
人
的
な
事
情
を
申
せ
ば
、
I
T

機
器
の
使
用
に
つ
い
て
、
私
は
ほ
ぼ
I
T

難
民
的
な
技
量
し
か
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
一
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
個

人
の
電
話
は
い
ま
だ
に
ガ
ラ
ケ
ー
（
ガ
ラ

パ
ゴ
ス
様
式
携
帯
電
話
、
二
つ
折
り
す
る

機
種
）
を
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
程
度
の

I
T
的
技
量
で
し
た
の
で
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
が
主
と
な
っ
た
時
の
戸
惑
い
は
、

た
い
へ
ん
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
時
に
頼
り
に
な
る
の
は
、
や

は
り
人
で
す
。
会
社
の
同
僚
に
電
話
で
何

で
も
聞
き
ま
く
っ
て
、
少
し
づ
つ
苦
境
を

乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
た
。

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
始
め
た
約
二
年

前
に
は
こ
の
よ
う
な
状
況
で
し
た
が
、
何

事
も
場
数
を
踏
め
ば
慣
れ
る
も
の
で
、
今

の
と
こ
ろ
は
何
と
か
業
務
に
必
要
な
最
低

限
の
こ
と
は
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
春
以
降
は
、
警
戒
都
道
府
県
の
設

定
も
解
除
さ
れ
、
社
内
の
規
制
も
か
な
り

緩
和
さ
れ
た
の
で
、
出
社
す
る
こ
と
が

段
々
と
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で

改
め
て
思
い
ま
し
た
が
、
私
は
や
は
り
会

社
で
同
僚
た
ち
と
顔
を
合
わ
せ
て
仕
事
を

す
る
方
が
、
性
格
に
合
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
た
だ
満
員
の
通
勤
電
車
で
会
社
に
通

う
よ
う
な
方
は
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
も
大

い
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
う
ま

く
使
い
分
け
で
き
る
よ
う
な
制
度
に
な
れ

ば
よ
い
で
す
ね
。

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、
徳
島
玉
翠
会

総
会
で
ま
た
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
る
日

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

街
道
を
行
く

　
徳
島
玉
翠
会
幹
事

　
中
原
　
大
道
（
平
成
六
年
卒
）

日
頃
、
自
動
車
で
よ
く
通
る
街
も
一

本
裏
通
り
を
歩
い
て
み
る
と
全
く
違
っ
た

表
情
が
見
え
る
。
そ
の
魅
力
に
と
り
つ
か

れ
て
最
近
裏
通
り
を
歩
く
と
い
う
レ

ジ
ャ
ー
を
見
つ
け
ま
し
た
。

現
在
は
自
動
車
で
の
移
動
が
主
流
、

そ
れ
に
伴
い
お
店
も
自
動
車
で
入
り
や
す

い
大
通
り
に
面
し
た
大
型
店
舗
ば
か
り
が

目
に
つ
き
ま
す
。
し
か
し
大
通
り
か
ら
一

本
入
る
と
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
っ

た
旧
街
道
、
か
つ
て
は
栄
え
て
い
た
商
店

街
、
汽
車
を
乗
り
降
り
す
る
人
で
賑
わ
っ

て
い
た
駅
周
辺
、
ほ
と
ん
ど
の
場
所
が
現

在
は
閑
散
と
し
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
お

店
で
あ
っ
た
ら
し
い
建
物
や
、
古
く
か
ら

残
る
立
派
な
旧
家
や
醫
院
跡
が
あ
っ
た
り

し
て
表
通
り
と
は
ま
っ
た
く
違
う
場
所
に

感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
道
を
、
い
に

し
え
の
繁
栄
を
頭
に
思
い
描
き
な
が
ら
歩

く
の
は
な
か
な
か
楽
し
い
も
の
で
す
。

古
く
か
ら
あ
る
通
り
に
は
歴
史
あ
る

神
社
仏
閣
も
軒
を
連
ね
て
い
ま
す
。
年
を

と
っ
た
せ
い
な
の
か
、
コ
ロ
ナ
禍
の
生
活

で
心
境
に
変
化
が
あ
っ
た
の
か
、
こ
う
い

う
神
社
仏
閣
に
足
を
運
ん
だ
り
、
手
を
合

す
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
神
社
仏
閣

や
、
徒
歩
だ
か
ら
こ
そ
気
づ
く
こ
と
の
で

き
る
お
地
蔵
さ
ん
や
、
小
さ
な
祠
、
石
碑

な
ど
か
ら
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
町
の
歴

史
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
一
つ
の

楽
し
み
で
す
。

さ
て
、
街
道
歩
き
で
一
番
の
楽
し
み

は
や
っ
ぱ
り
お
店
。
多
く
の
お
店
が
す
で

に
閉
業
し
て
し
ま
っ
て
い
る
中
、
ま
だ
営

業
し
て
い
る
商
店
や
お
菓
子
屋
さ
ん
が

残
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

う
お
店
に
入
る
と
か
つ
て
は
多
く
の
お
店

が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
お
店
の
方
と
の

会
話
が
あ
る
。
お
店
の
歴
史
や
商
品
の
こ

だ
わ
り
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
上
で
お

店
の
商
品
を
食
べ
る
と
さ
ら
に
お
い
し
さ

が
上
回
る
気
が
し
ま
す
。

こ
う
い
う
街
歩
き
っ
て
テ
レ
ビ
番
組

の
ロ
ケ
の
よ
う
で
し
ょ
？
見
慣
れ
た
町
も

テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、

魅
力
を
再
発
見
で
き
る
。
ひ
な
び
た
お
店

だ
な
ぁ
と
入
っ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
お
店

の
商
品
が
意
外
と
お
い
し
そ
う
だ
っ
た
り

す
る
。
そ
う
い
う
テ
レ
ビ
の
ロ
ケ
番
組
で

の
街
歩
き
が
自
分
自
身
の
身
を
も
っ
て
体

験
で
き
る
、
し
か
も
歩
く
の
で
運
動
に
な

る
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
人
混
み
と
は

無
縁
で
す
し
、
お
す
す
め
の
レ
ジ
ャ
ー
で

す
。
た
だ
し
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
何

か
食
べ
物
買
っ
て
食
べ
ち
ゃ
う
の
で
、
運

動
し
た
分
は
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

小
さ
な
愉
し
み

　
徳
島
玉
翠
会
幹
事

　
佐
々
木
園
子
（
昭
和
五
十
八
年
卒
）

数
年
前 

知
人
か
ら
メ
ダ
カ
の
卵
の
付

い
た
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
を
も
ら
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
、
私
は
メ
ダ
カ
沼
に
足
を
踏

み
入
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
日
の
う

ち
に
早
く
も
孵
化
し
始
め
、
慌
て
て
赤

ち
ゃ
ん
用
の
餌
を
買
い
に
走
り 

育
児
ス

タ
ー
ト
。他
の
観
賞
魚
と
は
違
い 

エ
ア
ー

や
フ
ィ
ル
タ
ー
無
し
で
も
大
丈
夫
な
の
で
、

実
は
飼
育
は
楽
な
の
で
す
。
最
近
ブ
ー
ム

に
な
っ
て
い
る
理
由
の
一
つ
で
し
ょ
う
。

テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
も
増
え
、

一
〇
〇
万
円
の
値
が
付
い
た
も
の
も
い
る

そ
う
で
す
。
ち
な
み
に
メ
ダ
カ
の
寿
命
は

二
年
程
度
。
早
く
成
長
す
る
と
い
う
こ
と

は
品
種
改
良
し
や
す
く
、
洗
面
器
で
二
〜

三
年
飼
育
し
て
い
た
初
心
者
の
方
が
新
し

い
品
種
を
作
り
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
な

ら
ば
私
も
、
と
試
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
か
わ
い
そ
う
な
色
合
い
の
子
が
生

ま
れ
て
し
ま
い
、
以
来
挑
戦
は
や
め
ま
し

た
。さ

て
、
メ
ダ
カ
は
人
か
ら
も
ら
う
か

ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
買
う
の
が
手
っ
取
り

第
三
十
九
回
東
京
玉
翠
会
D
X

　
　（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
に
参
加
し
て

　
徳
島
玉
翠
会
幹
事

　
伊
賀
　
弘
起
（
昭
和
五
十
一
年
卒
）

令
和
三
年
七
月
十
日
（
土
）
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
「
第
三
十
九
回
東

京
玉
翠
会
D
X
〜
こ
れ
が
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ

ル
玉
翠
会
〜
」
に
長
尾
会
長
の
名
代
と
し

て
出
席
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
の
で
そ
の
概

要
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
拡
大
に
よ
り
、

令
和
二
年
に
は
中
止
と
な
っ
た
「
日
本
一

の
同
窓
会
」
で
す
が
、
本
年
は
幹
事
団
の

ご
努
力
に
よ
っ
て
S
p
a
t
i
a
l
C
h
a
t

を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
同
窓
会
、
そ
の
名

も
「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
玉
翠
会
」
と
い
う

形
式
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
番
の
１
カ

月
前
か
ら
何
度
も
リ
ハ
ー
サ
ル
の
時
間
が

設
定
さ
れ
て
お
り
、
会
員
は
自
由
に
こ
の

S
p
a
t
i
a
l
C
h
a
t
内
の
総
会

ペ
ー
ジ
に
入
室
し
て
、
そ
の
都
度
同
級
生

と
懇
談
が
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
本
番
当
日
で
す
が
、
私
が
最

も
驚
い
た
の
は
来
賓
全
員
が
開
会
時
間
の

相
当
前
に
別
室
へ
集
め
ら
れ
、
司
会
者
の

御
指
導
の
も
と
、
メ
イ
ン
会
場
へ
移
動
し

て
挨
拶
す
る
た
め
の
リ
ハ
ー
サ
ル
が
行
わ

れ
た
こ
と
で
す
。
い
よ
い
よ
本
番
の
時
刻

に
な
り
、
S
p
a
t
i
a
l
C
h
a
t
の

メ
イ
ン
会
場
に
お
い
て
は
開
会
挨
拶
、
議

事
、
来
賓
紹
介
と
通
常
の
対
面
総
会
と
変

わ
り
な
く
式
次
第
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
我
々
来
賓
は
「
司
会
者
が
誘
導

す
る
ま
で
来
賓
室
に
て
待
機
し
て
く
だ
さ

い
。」
と
の
指
示
が
あ
り
ま
し
た
。
私
に

と
っ
て
こ
の
来
賓
部
屋
で
の
諸
先
輩
方
と

の
懇
談
時
間
（
緊
張
時
間
）
は
何
時
間
に

も
感
じ
、
そ
の
緊
張
の
結
果
と
し
て
不
出

来
な
挨
拶
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
徳

島
玉
翠
会
の
方
々
に
は
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

総
会
に
続
い
て
は
懇
親
会
（
う
ど
ん

D
E
乾
杯
、
同
窓
会
紹
介
ス
ラ
イ
ド
、
な

ど
な
ど
）、
こ
れ
も
通
常
の
総
会
と
変
わ

り
な
い
景
色
が
画
面
に
映
し
出
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で
の
同
窓
会

と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
メ
イ
ン
会
場
と

は
別
に
ク
ラ
ブ
活
動
別
と
卒
業
年
別
に
多

く
の
小
部
屋
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
い
つ

で
も
そ
の
小
部
屋
に
移
動
し
て
懇
談
が
で

き
る
と
い
う
点
で
す
。
そ
の
際
に
は
自
分

の
ア
バ
タ
ー
（
分
身
）
を
自
由
に
移
動
さ

せ
て
、
話
し
た
い
相
手
に
接
近
さ
せ
る
と

会
話
が
で
き
る
と
い
う
、
極
め
て
リ
ア
ル

な
懇
親
会
を
楽
し
む
こ
と
が
可
能
で
し
た
。

確
か
に
こ
の
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
は
東
京
玉

翠
会
だ
か
ら
こ
そ
可
能
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
も
し
類
似
の
シ
ス
テ
ム
を
安
易

に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
例
え
ば

お
体
の
御
不
自
由
な
方
も
ご
自
宅
か
ら
参

加
で
き
る
、
あ
る
い
は
海
外
か
ら
も
同
時

刻
に
入
室
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
、

I
T
技
術
が
進
ん
だ
将
来
に
は
徳
島
玉
翠

会
で
も
そ
の
導
入
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
期
が
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
さ
て
挨
拶
の
緊
張
が
解
け
た
後
は

卒
業
年
の
部
屋
に
移
動
し
て
、
関
東
の
み

な
ら
ず
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
い
た
同
級

生
と
歓
談
し
、
最
後
に
メ
イ
ン
会
場
で
の

「
校
歌
、
応
援
歌
斉
唱
、
応
援
団
エ
ー
ル

交
換
」
を
楽
し
み
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
こ
の
同
級
生
の
小
部
屋
は
深
夜
二
時

ま
で
に
利
用
が
可
能
と
の
こ
と
で
学
年
に

よ
っ
て
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会
」
行
わ

れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

最
後
に
「
東
京
玉
翠
会 

渡
辺 

修 

会

長
」
が
「
本
日
の
会
は
全
国
を
見
渡
し
て

も
前
例
の
な
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
り
、
東

京
玉
翠
会
の
総
会
史
に
新
た
な
一
ペ
ー
ジ

を
刻
む
こ
と
で
し
ょ
う
。」
と
述
べ
ら
れ

た
こ
と
を
紹
介
し
て
御
報
告
と
い
た
し
ま

す
。新

し
い
趣
味
、
み
つ
か
り
ま
し
た

　
徳
島
玉
翠
会
副
会
長

　
中
村
　
芳
正
（
昭
和
四
十
二
年
卒
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ゴ
ル
フ
、
テ
ニ
ス
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
、
こ
れ
ら
が
私
の
趣
味
と
言
え
る
も

の
で
し
た
。
運
動
系
に
偏
っ
て
お
り
、
家

の
中
で
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。き

っ
か
け
は
北
島
町
主
催
の
料
理
教

室
で
し
た
。
当
時
、
塩
分
制
限
を
し
て
い

た
た
め
、
外
食
が
ほ
と
ん
ど
で
き
ず
、
自

分
で
何
か
作
り
た
い
と
思
っ
て
応
募
し
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
町
主
催

の
「
男
の
料
理
教
室
」
が
で
き
、
そ
れ
に

も
参
加
し
ま
し
た
。
皆
で
ガ
ヤ
ガ
ヤ
し
な

が
ら
、
ご
飯
を
炊
き
、
お
か
ず
を
作
り
、

皆
で
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
食
べ
る
。

そ
の
中
に
毎
回
一
品
デ
ザ
ー
ト
が
あ
り
ま

し
た
。
季
節
や
主
菜
に
合
わ
せ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
お
菓
子
を
作
り
ま
し
た
。

い
つ
の
時
か
、
小
豆
カ
ス
テ
ラ
が
あ

り
ま
し
た
。
卵
と
砂
糖
を
し
っ
か
り
混
ぜ
、

米
粉
、ド
ラ
イ
餡
、ベ
ー
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー

を
加
え
、
さ
ら
に
小
豆
餡
、
山
芋
を
加
え
、

蒸
し
て
仕
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
時
の
上
品

な
味
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
料
理
自
体
は

味
付
け
が
自
分
で
判
断
で
き
ず
、
と
ん
挫

し
ま
し
た
が
、
お
菓
子
作
り
は
、
材
料
を

間
違
え
ず
に
秤
量
し
、
混
合
し
、
反
応
さ

せ
て
、
仕
上
げ
る
。
こ
れ
な
ら
で
き
る
と

思
い
ま
し
た
。
学
生
時
代
に
薬
学
で
実
験

を
し
て
い
た
の
と
同
じ
で
は
な
い
か
。
さ

ら
に
付
け
加
え
る
な
ら
、
実
験
は
反
応
が

終
了
し
た
ら
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、

使
っ
た
器
具
や
道
具
を
し
っ
か
り
洗
い
、

乾
燥
さ
せ
、
元
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
戻
す
。

こ
れ
が
で
き
て
初
め
て
終
了
で
あ
る
こ
と

を
た
た
き
こ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
お

か
げ
で
、
家
で
お
菓
子
作
り
を
し
て
も
、

食
器
等
を
元
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
戻
す
ま
で

を
実
践
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
お
菓
子
作

り
以
上
に
家
で
は
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
徐
々
に
で
は

あ
り
ま
す
が
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
広
げ
て
い

ま
す
。
小
豆
カ
ス
テ
ラ
を
筆
頭
に
関
東
風

桜
餅
、マ
ド
レ
ー
ヌ
、カ
ス
テ
ラ
、マ
フ
ィ

ン
、
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
、
ガ
ト
ー
シ
ョ
コ

ラ
を
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
新
し
い

お
菓
子
に
挑
戦
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
と
は
い
っ
て
も
全
く
の
我
流
で
、

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
は
や
っ
て
み
る
の
繰
り

返
し
で
、
理
論
的
な
こ
と
は
よ
く
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。
友
人
に
尋
ね
て
教
え
て
も

ら
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

お
菓
子
作
り
の
一
番
い
い
と
こ
ろ
は
、

作
っ
た
も
の
を
、
人
に
食
べ
て
も
ら
い
、

喜
ん
で
い
た
だ
き
、
輪
が
広
が
る
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
男
が
作
っ
た
と

言
う
だ
け
で
話
題
作
り
に
貢
献
し
て
い
る

気
が
し
て
い
ま
す
。
お
菓
子
を
食
べ
る
時
、

み
ん
な
が
笑
顔
に
な
り
、
ほ
っ
こ
り
し
て
、

小
さ
な
幸
せ
を
感
じ
る
と
い
う
事
は
世
界

共
通
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
菓

子
作
り
を
通
し
て
、
笑
顔
が
広
が
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

百
人
一
首
と
ア
ン
コ
ー
ル
曲

　
徳
島
玉
翠
会
副
会
長

　
香
川
　
典
子
（
昭
和
四
十
七
年
卒
）

三
年
ぶ
り
の
行
動
制
限
の
な
い
G
W

と
な
り
、
感
染
対
策
を
し
な
が
ら
各
種
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
徳

島
城
博
物
館
で
は
小
中
学
生
の
「
か
る
た

大
会
」
が
行
わ
れ
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ

り
、
百
人
一
首
の
上
の
句
を
読
み
上
げ
る

と
、
二
人
一
組
と
な
っ
た
参
加
者
が
下
の

句
の
札
を
探
し
て
い
る
映
像
が
放
送
さ
れ

て
い
た
。

そ
う
そ
う
、
高
松
高
校
一
年
生
の
冬

休
み
の
宿
題
は
百
人
一
首
を
覚
え
て
く
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
休
み
明
け

に
「
か
る
た
大
会
」
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

私
は
国
語
が
苦
手
で
、
古
語
と
な
る
と
意

味
不
明
な
用
語
が
続
出
し
て
、
さ
ら
に

ハ
ー
ド
ル
が
上
が
る
。
何
よ
り
、
こ
れ
ら

の
歌
に
共
感
が
な
い
。
な
に
し
ろ
百
人
一

首
の
多
く
は
恋
の
歌
で
あ
り
、
身
を
焦
が

す
恋
や
涙
で
袖
を
濡
ら
す
悲
し
み
と
言
わ

れ
て
も
理
解
不
能
で
あ
る
。
私
に
と
っ
て

は
百
人
一
首
も
お
経
も
呪
文
も
、
同
じ
響

き
に
過
ぎ
な
い
。

案
の
定
、
冬
休
み
に
覚
え
ら
れ
た
の
は
、

せ
い
ぜ
い
十
首
程
度
で
、
休
み
明
け
の
大

会
は
ひ
ど
い
状
態
で
あ
っ
た
。
上
の
句
を

読
ま
れ
て
も
下
の
句
が
わ
か
ら
ず
、
下
の

句
が
読
ま
れ
て
、
よ
う
や
く
札
を
探
す
作

業
に
と
り
か
か
る
始
末
。
こ
れ
は
、
ひ
ら

が
な
を
覚
え
か
け
た
幼
児
の
「
か
る
た
大

会
」
で
、「
犬
も
歩
け
ば
・・・
」
の
「
い
」

の
札
を
探
す
の
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
、
高
高

時
代
の
苦
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
子
育
て
が
一
段
落
し
て
か
ら
、

趣
味
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
鑑
賞
は
ラ
イ
ブ

に
ハ
マ
っ
て
い
る
。
ラ
イ
ブ
の
最
大
の
楽

し
み（
再
生
音
楽
と
の
違
い
）は
ア
ン
コ
ー

ル
で
あ
る
。
予
定
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え

て
の
演
奏
で
、ま
さ
に
オ
マ
ケ
、お
得
感
！

主
婦
に
は
嬉
し
い
。
ま
た
、
予
定
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
予
め
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
ア

ン
コ
ー
ル
は
当
然
な
が
ら
「
や
る
」
と
も

「
や
ら
な
い
」
と
も
、
ま
た
曲
名
も
発
表

さ
れ
て
い
な
い
。
会
場
の
鳴
り
や
ま
な
い

拍
手
に
応
え
て
、
さ
あ
ア
ン
コ
ー
ル
が
始

ま
る
、
会
場
が
再
び
静
寂
に
包
ま
れ
た
時

の
ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
感
！
何
が
出
て

く
る
か
、
ス
リ
ル
と
サ
ス
ペ
ン
ス
に
満
ち

た
瞬
間
で
あ
る
。

東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
で
の
ミ
シ
ュ
ク

（
第
九
回
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
国
際
コ
ン

ク
ー
ル
第
二
位
）
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
の

ア
ン
コ
ー
ル
が
始
ま
る
時
の
こ
と
で
あ
る
。

長
身
の
ミ
シ
ュ
ク
が
体
を
小
さ
く
し
て
鍵

盤
に
向
か
い
、
そ
の
細
く
長
い
指
で
柔
ら

か
い
音
を
奏
で
た
。
最
初
の
二
音
を
弾
い

た
だ
け
で
、わ
か
っ
た
！！
「
月
の
光
」（
ド

ビ
ッ
シ
ー
作
曲
）で
あ
る
。静
か
で
優
し
く
、

少
し
切
な
く
響
く
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
う
っ
と

り
聞
き
入
っ
た
。
そ
の
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
シ
ョ
パ
ン
や
リ
ス
ト
ら
の
超
絶
技
巧
を

要
す
る
曲
が
多
か
っ
た
の
で
、
幻
想
的
で

美
し
い
「
月
の
光
」
は
、
感
動
し
て
高
揚

し
た
気
分
を
沈
め
て
癒
し
て
く
れ
る
ア
ロ

マ
の
よ
う
。
ホ
テ
ル
ま
で
の
帰
路
は
、
あ

え
て
地
下
鉄
を
利
用
せ
ず
、
新
宿
中
央
公

園
を
通
り
、
都
庁
な
ど
の
高
層
ビ
ル
群
を

抜
け
な
が
ら
新
宿
駅
ま
で
歩
い
た
。
夜
空

に
月
は
出
て
い
な
か
っ
た
が
、
頭
の
中
で

は
「
月
の
光
」
が
繰
り
返
し
流
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
百
人
一
首
で
は
、
上
の

句
最
初
の
一
字
で
下
の
句
が
わ
か
る
歌
が

七
首
、
二
字
で
は
四
十
二
首
、
三
字
で
三

十
七
首
、
四
字
で
六
首
、
五
字
で
二
首
、

六
字
で
六
首
と
六
字
ま
で
で
下
の
句
が
す

べ
て
決
定
す
る
。
な
ぁ
ん
だ
！
歌
の
意
味

な
ど
覚
え
ず
と
も
、
上
の
句
を
最
大
六
字

覚
え
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る
下
の
句
を
覚

え
れ
ば
、
立
派
に
「
か
る
た
大
会
」
が
で

き
る
。
し
か
も
全
部
で
も
一
〇
〇
首
で
あ

る
。
何
が
出
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
ア
ン

コ
ー
ル
曲
を
二
音
で
当
て
る
よ
り
、
は
る

か
に
簡
単
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

あ
れ
か
ら
ウ
ン
十
年
、
人
生
経
験
を

積
み
、
身
を
焦
が
す
恋
も
涙
で
袖
を
濡
ら

す
悲
し
み
も
し
っ
か
り
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
歳
に
な
っ
て

百
人
一
首
を
覚
え
る
の
は
、
た
と
え
六
字

と
は
い
え
ど
も
至
難
の
業
で
あ
る
。
や
っ

ぱ
り
私
は
〝
幼
児
〞
の
「
か
る
た
大
会
」

に
し
か
参
加
で
き
な
い
。
高
松
高
校
で
宿

題
を
や
ら
な
か
っ
た
ツ
ケ
は
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
・
・
・
・

追
記
：
コ
ロ
ナ
禍
で
二
年
余
り
、
ラ

イ
ブ
に
行
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
前
の
よ
う
に
な
る
日
を
心
待
ち
に

し
て
い
ま
す
。
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□
印
刷

　
松
下
印
刷
株
式
会
社

ご
挨
拶

　
徳
島
玉
翠
会
会
長

　
長
尾
　
哲
見
（
昭
和
四
十
四
年
卒
）

徳
島
支
部
の
会
員
の
皆
様
に
は
ご
清

栄
の
事
と
存
じ
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
残
念
な
が
ら
今
年
も
役
員
の

協
議
の
結
果
、
現
下
の
コ
ロ
ナ
の
感
染
状

況
を
踏
ま
え
て
総
会
は
中
止
と
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

そ
の
代
わ
り
、
昨
年
同
様
に
会
員
相

互
の
絆
と
し
て
総
会
誌
の
発
刊
を
行
い
、

総
会
の
意
義
を
留
め
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

例
年
と
比
べ
る
と
コ
ン
パ
ク
ト
な
内
容
で

す
が
ご
高
覧
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

尚
、
全
国
的
に
は
総
会
を
中
止
す
る

支
部
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
総
会
を
開
催
す
る

支
部
と
様
々
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
総
会
も
状
況
を
考

慮
す
る
と
や
む
を
得
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
同
窓
会
は
会
員
同
士
が
顔
を
突
き

合
わ
せ
て
楽
し
く
語
り
合
え
る
事
が
何
よ

り
も
大
事
と
思
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
県
内
で
も
一
日
も
早
く

コ
ロ
ナ
の
感
染
が
収
束
し
、
再
び
一
堂
に

会
し
た
総
会
が
開
催
さ
れ
る
時
を
強
く
念

願
す
る
と
と
も
に
徳
島
玉
翠
会
の
今
後

益
々
の
ご
発
展
と
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
を

心
か
ら
祈
念
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

ご
挨
拶

　
玉
翠
会
会
長

　
間
島
　
賢
治
（
昭
和
四
十
七
年
卒
）

徳
島
玉
翠
会
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り

玉
翠
会
の
運
営
に
関
し
て
多
大
な
る
ご
支

援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
久
し
振
り
に
出
席
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
依

然
と
し
て
続
い
て
お
り
残
念
に
思
い
ま
す
。

さ
て
、
本
年
五
月
の
玉
翠
会
総
会
で

会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
昭
和
四
十
七

年
卒
業
の
間
島
賢
治
で
す
。
伝
統
あ
る
玉

翠
会
の
会
長
は
、
槙
田
前
会
長
は
じ
め
名

立
た
る
先
輩
が
お
務
め
に
な
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
後
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
、

私
で
本
当
に
良
い
の
か
と
改
め
て
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。
思
い
返
せ
ば
三
十

歳
前
に
東
京
か
ら
帰
省
し
、
高
校
時
代
の

恩
師
（
故
松
野
先
生
）
に
お
声
が
け
い
た

だ
き
、
玉
翠
会
の
九
十
周
年
事
業
の
一
員

と
し
て
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

の
が
契
機
で
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
指
導
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

高
松
高
校
は
来
年
一
三
〇
周
年
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
香
川
県
立
高

等
学
校
と
し
て
の
行
事
は
来
年
計
画
さ
れ

る
予
定
で
す
。
玉
翠
会
と
し
て
の
祝
賀
会

は
、
依
然
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
再

来
年
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
折
に

は
、
高
松
に
帰
省
い
た
だ
き
、
久
し
振
り

の
同
窓
会
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
、
地
域

を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
な

い
頃
は
、
徳
島
に
は
仕
事
の
関
係
で
月
１

回
程
度
は
ご
訪
問
し
て
い
ま
し
た
。
徳
島

玉
翠
会
で
は
、
毎
回
楽
し
い
企
画
を
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
二
次
会
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
折
に
は
、
皆
様
の
素
晴
ら
し
い

歌
声
を
お
聞
き
し
た
楽
し
い
思
い
出
が

残
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
香
川
は
「
素
晴
ら
し
い
ま

ち
」
だ
と
思
い
つ
つ
、
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松

を
散
策
し
て
い
ま
す
。
新
県
立
体
育
館
、

徳
島
文
理
大
学
移
転
新
キ
ャ
ン
パ
ス
、
高

松
駅
ビ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ホ
テ

ル
な
ど
二
〇
二
五
年
に
向
け
て
の
再
開
発

に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
徳
島
玉
翠

会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
皆
様
の
ご
健

勝
、
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
挨
拶

　
玉
翠
会
前
会
長

　
槙
田
　
　
實
（
昭
和
四
十
二
年
卒
）

徳
島
玉
翠
会
の
皆
様
、
八
年
間
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
五
月
末
を

も
っ
て
、会
長
職
を
、昭
和
四
十
七
年
（
一

九
七
二
年
）
卒
の
間
島
賢
治
氏
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
致
し
ま
し
た
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
毎
年
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
ド
パ
レ
ス
徳
島
で
の
徳
島
玉
翠
会
総
会

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
交
流
の
機
会
を
与

え
て
頂
い
た
事
に
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
長
尾
会
長
を
は
じ
め
、
同
級
生
の

中
村
君
等
に
歓
待
を
受
け
ま
し
た
事
、
又
、

総
会
懇
親
会
で
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
頂
い
た

事
が
深
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
高
松

か
ら
Ｊ
Ｒ
で
一
時
間
の
徳
島
で
す
が
、
普

段
は
、
訪
問
の
機
会
が
少
な
く
、
徳
島
玉

翠
会
総
会
で
阿
波
の
空
気
を
感
じ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
徳
島
香
川
も
、

こ
の
二
年
半
コ
ロ
ナ
禍
に
振
り
回
さ
れ
、

各
玉
翠
会
総
会
も
中
止
と
な
り
、
懇
親
の

場
を
失
く
し
た
事
は
、
本
当
に
残
念
で
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
線
と
共
に
コ
ロ
ナ
禍
の
早

期
終
焉
を
向
か
え
る
事
を
願
う
ば
か
り
で

す
。例

年
卒
業
証
書
授
与
式
の
模
様
を
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
令
和
四

年
三
月
四
日
に
挙
行
さ
れ
、
私
も
最
後
の

卒
業
式
出
席
と
な
り
ま
し
た
。
全
日
制
三

一
五
名
、定
時
制
三
名
、通
信
制
二
十
四
名
、

卒
業
生
三
四
二
名
の
卒
業
式
で
、
こ
れ
を

も
っ
て
、
卒
業
生
累
計
は
五
五
，
三
〇
七

名
と
な
り
ま
し
た
。
恒
例
の
卒
業
生
答
辞

は
、
橋
本
晃
次
郎
君
が
、
筒
が
無
く
、
例

年
と
比
較
し
て
少
し
大
人
し
目
に
、
し
か

し
最
高
の
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
が
最
後
の
寄
稿
と
な

り
ま
す
が
、
本
当
に
八
年
間
ご
指
導
ご
鞭

撻
そ
し
て
ご
援
助
頂
き
ま
し
た
事
を
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
徳
島

玉
翠
会
の
益
々
の
ご
発
展
、
又
、
会
員
の

皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

長
ら
く
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
挨
拶

　
香
川
県
立
高
松
高
等
学
校
長

　
中
筋
　
功
雄
（
昭
和
五
十
九
年
卒
）

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
初
め
ま
し
て
。
昨

年
度
、
令
和
三
年
四
月
よ
り
本
校
の
校
長

と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
中
筋
と
申
し

ま
す
。
昨
年
度
の
本
稿
に
は
前
校
長
の
出

射
隆
文
先
生
が
玉
稿
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

の
で
、
私
が
ご
挨
拶
を
書
か
せ
て
い
た
だ

く
の
は
こ
れ
が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。
し

か
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
た
め
に
昨
年
度
の
徳
島
玉
翠
会
総
会

が
二
年
続
け
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

会
員
の
皆
様
に
直
接
お
会
い
し
て
ご
挨
拶

申
し
上
げ
る
機
会
も
な
い
ま
ま
に
、
着
任

以
来
一
年
以
上
が
経
過
し
て
の
拙
稿
と
な

り
ま
す
。
そ
し
て
今
年
の
総
会
も
ま
た
中

止
が
決
定
し
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
様
に
お
会
い
で
き
る
の
は
ま
だ
先
に
な

り
そ
う
で
す
。
誌
上
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
は
三
年
目
に
入
っ

て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
終
わ
り
が
見

通
せ
ず
、
学
校
運
営
も
コ
ロ
ナ
の
顔
色
を

窺
い
な
が
ら
、
で
き
る
こ
と
、
で
き
る
方

法
を
探
り
な
が
ら
極
力
通
常
の
教
育
活
動

に
近
づ
け
る
工
夫
の
連
続
で
す
。
徳
島
玉

翠
会
の
皆
様
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
実
施

し
て
お
り
ま
し
た
徳
島
大
学
医
学
部
訪
問

を
筆
頭
に
、
こ
こ
二
年
間
実
施
で
き
て
い

な
い
行
事
も
あ
り
ま
す
し
、
体
育
祭
や
文

化
祭
の
よ
う
に
実
施
は
し
た
も
の
の
非
公

開
な
ど
の
制
限
付
き
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
生
徒
諸
君
は
逞
し
く
も
し
な

や
か
に
彼
ら
な
り
の
青
春
を
謳
歌
し
、
勉

学
に
精
進
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
成

果
と
し
て
、
今
春
徳
島
大
学
に
は
医
学
部
、

薬
学
部
を
含
ん
で
九
名
が
進
学
を
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
徳
島
玉
翠
会
の
貴
重
な
金

の
卵
と
し
て
ご
支
援
い
た
だ
け
る
と
幸
い

で
す
。

と
こ
ろ
で
、
本
校
は
今
年
で
創
立
一

三
〇
年
目
を
迎
え
ま
す
。
明
治
二
十
六
年

に
香
川
県
尋
常
中
学
校
の
設
立
と
香
川
県

高
等
女
学
校
の
改
称
が
な
さ
れ
て
以
来
、

激
動
の
近
現
代
史
の
な
か
で
本
校
が
香
川

県
を
代
表
す
る
高
等
学
校
で
あ
り
続
け
ら

れ
た
の
は
、
ひ
と
え
に
卒
業
生
の
皆
様
の

絶
え
間
な
い
ご
努
力
や
果
敢
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
の
賜
物
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
国

の
内
外
、
ま
た
各
方
面
で
活
躍
さ
れ
る
先

輩
諸
氏
の
ご
功
績
に
触
れ
る
に
つ
け
、
誇

ら
し
く
も
あ
り
、
ま
た
現
役
生
の
教
育
を

預
か
る
者
と
し
て
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。
玉
翠
会
の
『
会
報
』
に
も
書
き
ま

し
た
が
、
来
年
度
に
一
三
〇
周
年
を
記
念

し
た
文
化
祭
の
開
催
、
記
念
誌
の
発
刊
な

ど
を
予
定
し
て
そ
の
準
備
に
入
っ
て
お
り

ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、

帰
県
さ
れ
た
皆
様
に
記
念
文
化
祭
を
ご
高

覧
い
た
だ
け
る
こ
と
を
今
か
ら
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
総
会
の

盛
会
と
ご
参
会
の
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の

ご
健
勝
、
徳
島
玉
翠
会
の
更
な
る
ご
隆
盛

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す

早
い
の
で
す
が
、
育
児
が
好
き
な
（
？
）

私
は 

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
卵
を
購

入
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
た
い
て
い

ア
マ
チ
ュ
ア
の
愛
好
家
が
出
品
し
て
い
て
、

小
さ
な
容
器
に
二
十
個
程
度
を
入
れ
て

送
っ
て
く
れ
ま
す
。

そ
れ
を
使
わ
な
く
な
っ
た
子
供
の
勉

強
机
で
ハ
○
キ
ル
ー
ペ
を
掛
け
ピ
ン
セ
ッ

ト
で
卵
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
姿
は
、
ほ

ぼ
幽
霊
部
員
だ
っ
た
高
校
時
代
の
生
物
部

の
時
よ
り
も
真
剣
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
今

年
は
四
種
類
も
買
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

緑
、
紅
白
、
オ
レ
ン
ジ
、
水
色
で
鰭
長
。

高
い
も
の
は
あ
き
ら
め 

一
個
一
〇
〇
円

ま
で
、
と
決
め
て
は
い
る
の
で
す
け
ど
、

メ
ダ
カ
た
ち
の
美
し
さ
に 

つ
い
ポ
チ
っ

と
手
が
出
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
ん
な
に

購
入
し
て
い
た
ら 

ど
ん
ど
ん
増
え
て
収

拾
が
つ
か
な
く
な
る
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ

う
。
育
て
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
と
こ

ろ
が
あ
り
、
確
か
に
丈
夫
で
爆
発
的
に
増

え
る
も
の
も
い
て
、
貰
い
手
探
し
に
四
苦

八
苦
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
逆
に 

美

し
く
品
種
改
良
さ
れ
た
も
の
は
か
弱
い
よ

う
で
、
孵
化
は
し
て
も
一
年
後
に
残
る
の

は
今
の
と
こ
ろ
一
割
程
度
。
せ
っ
か
く
生

ま
れ
た
命
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
飼
育

方
法
を
日
々
模
索
中
で
す
。

徳
島
玉
翠
会 

令
和
三
年
度
会
費
納
入
者

（
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）

（
敬
称
略
）

（
昭
和
二
十
年
卒
）　　

岩
井　

武
子

（
昭
和
二
十
一
年
卒
）

　
　
　

高
木　

一
孝
、
森　

弥
栄
子

（
昭
和
二
十
三
年
卒
）　

田
尾　

敏
子

（
昭
和
二
十
七
年
卒
）　

松
木　

洋
子

（
昭
和
二
十
九
年
卒
）　

羽
坂　
　

翠

（
昭
和
三
十
一
年
卒
）

　
　
　

佐
々
木
敬
子
、
真
鍋　

恭
子

（
昭
和
三
十
三
年
卒
）

　
　
　

渡
邊　
　

謙
、
佐
野　

紀
子

（
昭
和
三
十
四
年
卒
）

　
　
　

渡
邊　

恵
子
、
上
田　

和
子

（
昭
和
三
十
五
年
卒
）

　
　
　

岡
澤
恵
美
子
、
宮
本　

仁
美

（
昭
和
三
十
六
年
卒
）　

青
木　

博
美

（
昭
和
三
十
七
年
卒
）

　
　
　

圓
藤　

寿
穂
、
圓
藤
と
よ
子

　
　
　

塩
田　
　

洋
、
鈴
木　

良
子

（
昭
和
三
十
八
年
卒
）

　
　
　

水
口　

裕
之
、
元
木　

碎
香

（
昭
和
三
十
九
年
卒
）　

頼
富　

信
輔

（
昭
和
四
十
一
年
卒
）　

山
本　

圭
子

（
昭
和
四
十
二
年
卒
）

　
　
　

荒
瀬　

友
子
、
村
上
由
里
子

　
　
　

中
村　

芳
正　

（
昭
和
四
十
三
年
卒
）

　
　
　

森
江
恵
美
子
、
牛
川　
　

務

　
　
　

浅
野　

彩
子
、
七
條　

政
志

（
昭
和
四
十
四
年
卒
）

　
　
　

秋
本
ま
り
子
、
渡
部　

荘
三

　
　
　

長
尾　

哲
見　

（
昭
和
四
十
五
年
卒
）　

米
沢　

基
子

（
昭
和
四
十
六
年
卒
）　

後
藤
田
眞
理
子

（
昭
和
四
十
七
年
卒
）

　
　
　

香
川　

典
子
、
駒
木　

典
子

（
昭
和
四
十
八
年
卒
）

　
　
　

坂
東　

智
子
、
坂
口　

英
則

　
　
　

河
野　
　

順
、
宮
内
和
瑞
子

（
昭
和
四
十
九
年
卒
）

　
　
　

東　
　

雅
之
、
邉
見　

千
香

（
昭
和
五
十
年
卒
）　　

名
尾　

和
広

（
昭
和
五
十
一
年
卒
）

　
　
　

竹
内　

明
美
、
伊
賀　

弘
起

　
　
　

小
西
裕
美
子

（
昭
和
五
十
二
年
卒
）

　
　
　

森　
　

康
代
、
阿
川　

昌
仁

（
昭
和
五
十
三
年
卒
）

　
　
　

後
藤　

葉
子
、
塩
見　

一
義

（
昭
和
五
十
四
年
卒
）

　
　
　

吉
村　

恵
美
、
細
井
恵
美
子

（
昭
和
五
十
五
年
卒
）　

安
宅
比
呂
美

（
昭
和
五
十
七
年
卒
）　

日
下　

正
剛

（
昭
和
五
十
八
年
卒
）

　
　
　

山
本　

雅
子
、
佐
々
木
園
子

　
　
　

加
藤　

弘
道
、
木
村　

建
彦

（
昭
和
六
十
年
卒
）　　

松
原　
　

淳

（
昭
和
六
十
二
年
卒
）

　
　
　

軒
原　
　

浩
、
軒
原　

尚
子

（
昭
和
六
十
三
年
卒
）　

山
本　

岐
香

（
平
成
元
年
卒
）　　
　

安
芸　

芳
宣

（
平
成
二
年
卒
）　　
　

齋
藤
友
佳
理

（
平
成
五
年
卒
）　　
　

福
岡　

淳
志

（
平
成
六
年
卒
）　　
　

中
原　

大
道

（
平
成
十
三
年
卒
）　　

宮
城　

麻
友

（
平
成
十
七
年
卒
）　　

佐
藤　

雅
之

会
費
を
納
入
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

京
都
在
、
徳
島
出
身
の
義
兄
か
ら
「
昭

和　

わ
た
し
の
証
言
Ⅴ
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
の
単
行
本
と
四
国
新
聞
の
書
籍
紹
介
文

が
送
ら
れ
て
き
た
。
香
川
大
学
名
誉
教
授

お
二
人
の
先
生
方
が
刊
行
さ
れ
た
激
動
の

昭
和
証
言
集
で
あ
る
。「
香
川
県
に
ゆ
か

り
の
あ
る
二
十
六
名
が
執
筆
し
て
い
る
か

ら
千
香
さ
ん
の
知
り
合
い
が
い
る
か
も
し

れ
な
い
。」
と
。
戦
中
生
ま
れ
の
義
兄
と

一
回
り
違
う
私
は
、
実
に
平
和
な
時
代
を

生
き
て
き
た
。
高
校
一
年
時
夏
休
み
の
登

校
日
は
、「
戦
争
を
語
る
」
と
題
し
た
現

国
河
村
義
次
郎
先
生
の
宿
題
が
あ
っ
た
が
、

確
か
誰
の
手
も
挙
が
ら
な
か
っ
た
。
若
者

気
質
を
三
無
主
義
で
説
明
さ
れ
た
時
代

だ
っ
た
。
呉
の
軍
需
工
場
で
ヒ
ロ
シ
マ
の

原
爆
を
知
っ
た
大
学
一
年
生
の
父
、
高
松

空
襲
の
中
を
家
族
で
幸
町
ま
で
逃
げ
た
母
。

語
り
継
が
れ
て
い
た
話
が
こ
ぼ
れ
て
し

ま
っ
た
。
二
十
六
名
の
足
跡
を
読
み
な
が

ら
未
だ
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
頃
の
故
郷

を
想
う
。
萩
原
幹
生
氏
（
元
宇
高
連
絡
船

船
長
）
の
旧
高
松
駅
の
切
り
絵
表
紙
が
実

に
懐
か
し
い
景
色
だ
。

激
動
の
令
和
期
。
今
年
も
総
会
、
懇

親
会
が
中
止
に
な
り
、
簡
易
な
会
誌
編
集

と
な
り
ま
し
た
。
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
本

部
の
間
島
会
長
様
、
槙
田
前
会
長
様
、
中

筋
校
長
先
生
、
徳
玉
会
の
役
員
方
々
に
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
松
下
印
刷
の

浦
川
様
に
は
多
大
な
無
理
を
申
し
ま
し
た
。

深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

N
o m
ore w

ar. Go aw
ay coronavirus.

二
〇
二
二
年
六
月

　
徳
島
玉
翠
会
事
務
局
編
集
担
当

　
邉
見
　
千
香
（
昭
和
四
十
九
年
卒
）

草
取
り
を
考
え
る

　
徳
島
玉
翠
会
副
会
長
兼
事
務
局
長

　
坂
口
　
英
則
（
昭
和
四
十
八
年
卒
）

マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
住
み
の
方
は
以
下

の
文
章
は
ス
ル
ー
し
て
い
た
だ
い
て
結
構

で
す
。

広
い
狭
い
に
関
わ
ら
ず
土
の
庭
が
あ

る
方
は
興
味
が
あ
れ
ば
お
読
み
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
毎
年
四
月
か
ら
五
月
に
な
る

と
気
温
が
上
が
り
、
適
度
な
雨
が
降
る
と

植
物
た
ち
の
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
き
ま

す
。
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
や
っ
て
お
ら
れ
る

方
に
と
っ
て
は
植
え
た
草
花
が
芽
を
吹
き

始
め
葉
が
展
開
し
て
開
花
す
る
の
が
非
常

に
楽
し
み
な
季
節
で
す
ね
。

一
方
、
意
図
し
て
植
え
た
植
物
以
外

の
植
物
、通
常
雑
草
と
呼
ば
れ
る
植
物（
き

ち
ん
と
し
た
学
名
や
和
名
も
あ
る
の
で
す

が
）
も
こ
の
時
期
や
た
ら
と
元
気
に
な
り
、

土
が
あ
れ
ば
そ
こ
ら
辺
中
芽
を
出
し
生
長

を
始
め
ま
す
。

こ
れ
を
何
も
せ
ず
に
放
っ
て
お
く
と

と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
庭
は
ま
る
で
原
野
、
除
草
し
よ
う
と

す
る
と
重
労
働
、
し
か
も
ご
近
所
か
ら
は

人
間
性
を
疑
わ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
の
雑
草
の
中
で
も
根
絶
が
ほ
ぼ
不

可
能
な
し
ぶ
と
い
奴
が
イ
ネ
科
メ
ヒ
シ
バ

属
と
カ
タ
バ
ミ
科
カ
タ
バ
ミ
属
で
す
ね
。

ど
ち
ら
も
匍
匐
茎
を
伸
ば
し
て
節
毎

に
発
根
し
て
子
や
孫
を
作
り
、
抜
こ
う
と

す
る
と
ち
ぎ
れ
て
取
り
残
し
が
出
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ま
た
拡
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

今
度
に
し
よ
う
っ
と
、
な
ど
と
怠
慢
を
し

て
抜
く
の
が
遅
れ
る
と
、
雑
草
は
そ
れ
を

見
逃
さ
ず
、
花
を
咲
か
せ
て
種
を
作
り
そ

こ
ら
辺
に
ま
き
散
ら
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

種
子
散
布
と
い
い
ま
す
。
カ
タ
バ
ミ
な
ど

は
独
自
の
発
射
装
置
を
持
っ
て
お
り
、
実

が
熟
す
と
鞘
が
は
じ
け
て
種
子
を
一
〜
二

ｍ
も
発
射
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
雑
草
と
は
呼
ば
れ
て
い

な
い
の
で
す
が
、
ハ
ー
ブ
の
ミ
ン
ト
類
と

タ
イ
ム
類
、
地
下
茎
と
匍
匐
茎
を
伸
ば
し

ま
く
り
、
我
が
家
の
花
壇
は
こ
い
つ
ら
に

ほ
ぼ
占
領
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
で
も
夏
に

は
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
に
し
た
り
す
る
の
で
、

根
絶
し
よ
う
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
。

と
に
か
く
、
雑
草
が
生
長
し
て
開
花
し
、

種
子
が
で
き
る
前
に
抜
か
な
け
れ
ば
、
以

後
次
々
と
生
え
て
き
て
、
延
々
と
草
抜
き

仕
事
を
す
る
は
め
に
な
り
ま
す
。

除
草
作
業
に
は
、
ま
ず
は
一
番
原
始

的
な
ね
じ
り
鎌
な
ど
簡
単
な
道
具
を
使
う

手
作
業
）、
除
草
剤
散
布
、
刈
払
い
機
の

三
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
れ
も
一
長
一

短
、
時
間
が
掛
か
っ
て
腰
が
痛
い
、
ペ
ッ

ト
が
い
て
薬
を
使
え
な
い
、
機
械
の
値
段

が
高
い
し
、
面
積
が
狭
い
、
等
々
。

草
取
り
を
し
て
い
て
何
が
大
変
か
と

い
う
と
、
雑
草
は
取
っ
て
も
取
っ
て
も
減

ら
な
い
こ
と
、
三
々
五
々
時
間
差
攻
撃
を

か
け
て
き
ま
す
。
栽
培
す
る
野
菜
や
花
は
、

い
つ
植
え
た
ら
い
つ
花
が
咲
き
、
い
つ
実

が
生
り
ま
す
と
い
う
の
が
大
体
決
ま
っ
て

い
ま
す
が
、
雑
草
に
は
そ
れ
が
全
く
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
あ
、
二
十
四
時
間
子
孫
を
残

す
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
る
の
で
、
勝
て

る
訳
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

こ
ん
な
草
取
り
作
業
（
手
作
業
に
限

り
ま
す
が
）
で
す
が
、
楽
し
み
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ず
は
庭
が
美
し
く
な
る
こ
と
。
抜

き
終
え
る
と
非
常
に
満
足
感
、
達
成
感
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
に
、
植
物
観
察
が
で
き
ま
す
。
な

か
な
か
名
前
は
覚
え
ら
れ
な
い
の
で
す
が
、

そ
の
花
の
色
や
形
、
葉
の
形
や
着
き
方
、

根
の
生
え
方
な
ど
様
々
な
生
態
が
観
察
で

き
ま
す
。
後
で
図
鑑
を
見
て
名
前
を
調
べ

る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
最
近
は
ス

マ
ホ
を
使
っ
て
そ
の
場
で
グ
グ
っ
て
も
調

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
、
と
っ
て
も
便
利
。

そ
し
て
私
が
一
番
草
取
り
に
見
出
す

効
用
は
無
に
な
れ
る
こ
と
。
一
本
一
本
手

で
抜
く
時
に
は
何
も
考
え
て
お
ら
ず
、
目

と
手
が
自
動
的
に
動
い
て
い
ま
す
。
ト
ラ

ン
ス
状
態
で
す
ね
。

さ
あ
皆
さ
ん
、
庭
に
出
て
草
取
り
を

し
ま
せ
ん
か
。
色
々
な
楽
し
み
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
戸
惑
い
と
慣
れ

　
徳
島
玉
翠
会
副
会
長

　
松
原
　
　
淳
（
昭
和
六
十
年
卒
）

本
年
の
総
会
も
中
止
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
そ
の
原
因
で
あ
る
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
影
響
に
関
連
し
て
雑
感
を
書
い

て
み
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
初
頭
か
ら
の
感
染
者
の

増
加
に
伴
い
、
私
の
勤
め
る
会
社
で
も
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
（
在
宅
な
ど
で
の
勤
務
）

が
推
奨
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特

に
私
の
業
務
は
主
に
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た

事
務
作
業
で
し
た
の
で
、
会
社
の
シ
ス
テ

ム
に
接
続
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
さ
え
あ
れ
ば
、

ど
こ
に
い
て
も
業
務
が
可
能
な
状
況
と
な

り
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
で
本
格
的
に
業
務
を
行
う
た
め
に
は
、

一
定
の
I
T
的
技
量
が
ど
う
し
て
も
必
要

と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
社
内
シ
ス
テ
ム
の

情
報
保
管
場
所
や
公
共
の
情
報
保
管
場
所

か
ら
必
要
な
情
報
を
素
早
く
検
索
し
、
探

し
出
す
能
力
。
次
々
と
で
き
上
が
る
文
書

を
、
社
内
シ
ス
テ
ム
の
適
切
な
場
所
に
整

理
し
て
保
管
す
る
能
力
。
リ
モ
ー
ト
の
会

議
等
が
連
続
す
る
場
合
に
、
素
早
く
切
り

替
え
て
出
席
を
継
続
す
る
能
力
。
文
書
を

印
刷
す
る
こ
と
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
の
画
面

に
表
示
さ
れ
る
複
数
ペ
ー
ジ
の
文
書
を
見

て
、
誤
記
等
が
な
い
か
確
認
す
る
能
力
、

等
々
。

し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で

の
私
の
仕
事
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
は
、
と

に
か
く
文
書
を
印
刷
し
て
印
刷
物
と
し
て

情
報
を
集
積
し
、
仕
事
場
の
書
架
が
主
要

な
情
報
保
管
場
所
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
個
人
的
な
事
情
を
申
せ
ば
、
I
T

機
器
の
使
用
に
つ
い
て
、
私
は
ほ
ぼ
I
T

難
民
的
な
技
量
し
か
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
一
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
個

人
の
電
話
は
い
ま
だ
に
ガ
ラ
ケ
ー
（
ガ
ラ

パ
ゴ
ス
様
式
携
帯
電
話
、
二
つ
折
り
す
る

機
種
）
を
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
程
度
の

I
T
的
技
量
で
し
た
の
で
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
が
主
と
な
っ
た
時
の
戸
惑
い
は
、

た
い
へ
ん
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
時
に
頼
り
に
な
る
の
は
、
や

は
り
人
で
す
。
会
社
の
同
僚
に
電
話
で
何

で
も
聞
き
ま
く
っ
て
、
少
し
づ
つ
苦
境
を

乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
た
。

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
始
め
た
約
二
年

前
に
は
こ
の
よ
う
な
状
況
で
し
た
が
、
何

事
も
場
数
を
踏
め
ば
慣
れ
る
も
の
で
、
今

の
と
こ
ろ
は
何
と
か
業
務
に
必
要
な
最
低

限
の
こ
と
は
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
春
以
降
は
、
警
戒
都
道
府
県
の
設

定
も
解
除
さ
れ
、
社
内
の
規
制
も
か
な
り

緩
和
さ
れ
た
の
で
、
出
社
す
る
こ
と
が

段
々
と
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で

改
め
て
思
い
ま
し
た
が
、
私
は
や
は
り
会

社
で
同
僚
た
ち
と
顔
を
合
わ
せ
て
仕
事
を

す
る
方
が
、
性
格
に
合
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
た
だ
満
員
の
通
勤
電
車
で
会
社
に
通

う
よ
う
な
方
は
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
も
大

い
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
う
ま

く
使
い
分
け
で
き
る
よ
う
な
制
度
に
な
れ

ば
よ
い
で
す
ね
。

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、
徳
島
玉
翠
会

総
会
で
ま
た
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
る
日

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

街
道
を
行
く

　
徳
島
玉
翠
会
幹
事

　
中
原
　
大
道
（
平
成
六
年
卒
）

日
頃
、
自
動
車
で
よ
く
通
る
街
も
一

本
裏
通
り
を
歩
い
て
み
る
と
全
く
違
っ
た

表
情
が
見
え
る
。
そ
の
魅
力
に
と
り
つ
か

れ
て
最
近
裏
通
り
を
歩
く
と
い
う
レ

ジ
ャ
ー
を
見
つ
け
ま
し
た
。

現
在
は
自
動
車
で
の
移
動
が
主
流
、

そ
れ
に
伴
い
お
店
も
自
動
車
で
入
り
や
す

い
大
通
り
に
面
し
た
大
型
店
舗
ば
か
り
が

目
に
つ
き
ま
す
。
し
か
し
大
通
り
か
ら
一

本
入
る
と
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
っ

た
旧
街
道
、
か
つ
て
は
栄
え
て
い
た
商
店

街
、
汽
車
を
乗
り
降
り
す
る
人
で
賑
わ
っ

て
い
た
駅
周
辺
、
ほ
と
ん
ど
の
場
所
が
現

在
は
閑
散
と
し
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
お

店
で
あ
っ
た
ら
し
い
建
物
や
、
古
く
か
ら

残
る
立
派
な
旧
家
や
醫
院
跡
が
あ
っ
た
り

し
て
表
通
り
と
は
ま
っ
た
く
違
う
場
所
に

感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
道
を
、
い
に

し
え
の
繁
栄
を
頭
に
思
い
描
き
な
が
ら
歩

く
の
は
な
か
な
か
楽
し
い
も
の
で
す
。

古
く
か
ら
あ
る
通
り
に
は
歴
史
あ
る

神
社
仏
閣
も
軒
を
連
ね
て
い
ま
す
。
年
を

と
っ
た
せ
い
な
の
か
、
コ
ロ
ナ
禍
の
生
活

で
心
境
に
変
化
が
あ
っ
た
の
か
、
こ
う
い

う
神
社
仏
閣
に
足
を
運
ん
だ
り
、
手
を
合

す
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
神
社
仏
閣

や
、
徒
歩
だ
か
ら
こ
そ
気
づ
く
こ
と
の
で

き
る
お
地
蔵
さ
ん
や
、
小
さ
な
祠
、
石
碑

な
ど
か
ら
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
町
の
歴

史
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
一
つ
の

楽
し
み
で
す
。

さ
て
、
街
道
歩
き
で
一
番
の
楽
し
み

は
や
っ
ぱ
り
お
店
。
多
く
の
お
店
が
す
で

に
閉
業
し
て
し
ま
っ
て
い
る
中
、
ま
だ
営

業
し
て
い
る
商
店
や
お
菓
子
屋
さ
ん
が

残
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

う
お
店
に
入
る
と
か
つ
て
は
多
く
の
お
店

が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
お
店
の
方
と
の

会
話
が
あ
る
。
お
店
の
歴
史
や
商
品
の
こ

だ
わ
り
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
上
で
お

店
の
商
品
を
食
べ
る
と
さ
ら
に
お
い
し
さ

が
上
回
る
気
が
し
ま
す
。

こ
う
い
う
街
歩
き
っ
て
テ
レ
ビ
番
組

の
ロ
ケ
の
よ
う
で
し
ょ
？
見
慣
れ
た
町
も

テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、

魅
力
を
再
発
見
で
き
る
。
ひ
な
び
た
お
店

だ
な
ぁ
と
入
っ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
お
店

の
商
品
が
意
外
と
お
い
し
そ
う
だ
っ
た
り

す
る
。
そ
う
い
う
テ
レ
ビ
の
ロ
ケ
番
組
で

の
街
歩
き
が
自
分
自
身
の
身
を
も
っ
て
体

験
で
き
る
、
し
か
も
歩
く
の
で
運
動
に
な

る
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
人
混
み
と
は

無
縁
で
す
し
、
お
す
す
め
の
レ
ジ
ャ
ー
で

す
。
た
だ
し
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
何

か
食
べ
物
買
っ
て
食
べ
ち
ゃ
う
の
で
、
運

動
し
た
分
は
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

小
さ
な
愉
し
み

　
徳
島
玉
翠
会
幹
事

　
佐
々
木
園
子
（
昭
和
五
十
八
年
卒
）

数
年
前 

知
人
か
ら
メ
ダ
カ
の
卵
の
付

い
た
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
を
も
ら
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
、
私
は
メ
ダ
カ
沼
に
足
を
踏

み
入
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
日
の
う

ち
に
早
く
も
孵
化
し
始
め
、
慌
て
て
赤

ち
ゃ
ん
用
の
餌
を
買
い
に
走
り 

育
児
ス

タ
ー
ト
。他
の
観
賞
魚
と
は
違
い 

エ
ア
ー

や
フ
ィ
ル
タ
ー
無
し
で
も
大
丈
夫
な
の
で
、

実
は
飼
育
は
楽
な
の
で
す
。
最
近
ブ
ー
ム

に
な
っ
て
い
る
理
由
の
一
つ
で
し
ょ
う
。

テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
も
増
え
、

一
〇
〇
万
円
の
値
が
付
い
た
も
の
も
い
る

そ
う
で
す
。
ち
な
み
に
メ
ダ
カ
の
寿
命
は

二
年
程
度
。
早
く
成
長
す
る
と
い
う
こ
と

は
品
種
改
良
し
や
す
く
、
洗
面
器
で
二
〜

三
年
飼
育
し
て
い
た
初
心
者
の
方
が
新
し

い
品
種
を
作
り
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
な

ら
ば
私
も
、
と
試
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
か
わ
い
そ
う
な
色
合
い
の
子
が
生

ま
れ
て
し
ま
い
、
以
来
挑
戦
は
や
め
ま
し

た
。さ

て
、
メ
ダ
カ
は
人
か
ら
も
ら
う
か

ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
買
う
の
が
手
っ
取
り

第
三
十
九
回
東
京
玉
翠
会
D
X

　
　（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
に
参
加
し
て

　
徳
島
玉
翠
会
幹
事

　
伊
賀
　
弘
起
（
昭
和
五
十
一
年
卒
）

令
和
三
年
七
月
十
日
（
土
）
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
「
第
三
十
九
回
東

京
玉
翠
会
D
X
〜
こ
れ
が
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ

ル
玉
翠
会
〜
」
に
長
尾
会
長
の
名
代
と
し

て
出
席
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
の
で
そ
の
概

要
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
拡
大
に
よ
り
、

令
和
二
年
に
は
中
止
と
な
っ
た
「
日
本
一

の
同
窓
会
」
で
す
が
、
本
年
は
幹
事
団
の

ご
努
力
に
よ
っ
て
S
p
a
t
i
a
l
C
h
a
t

を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
同
窓
会
、
そ
の
名

も
「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
玉
翠
会
」
と
い
う

形
式
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
番
の
１
カ

月
前
か
ら
何
度
も
リ
ハ
ー
サ
ル
の
時
間
が

設
定
さ
れ
て
お
り
、
会
員
は
自
由
に
こ
の

S
p
a
t
i
a
l
C
h
a
t
内
の
総
会

ペ
ー
ジ
に
入
室
し
て
、
そ
の
都
度
同
級
生

と
懇
談
が
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
本
番
当
日
で
す
が
、
私
が
最

も
驚
い
た
の
は
来
賓
全
員
が
開
会
時
間
の

相
当
前
に
別
室
へ
集
め
ら
れ
、
司
会
者
の

御
指
導
の
も
と
、
メ
イ
ン
会
場
へ
移
動
し

て
挨
拶
す
る
た
め
の
リ
ハ
ー
サ
ル
が
行
わ

れ
た
こ
と
で
す
。
い
よ
い
よ
本
番
の
時
刻

に
な
り
、
S
p
a
t
i
a
l
C
h
a
t
の

メ
イ
ン
会
場
に
お
い
て
は
開
会
挨
拶
、
議

事
、
来
賓
紹
介
と
通
常
の
対
面
総
会
と
変

わ
り
な
く
式
次
第
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
我
々
来
賓
は
「
司
会
者
が
誘
導

す
る
ま
で
来
賓
室
に
て
待
機
し
て
く
だ
さ

い
。」
と
の
指
示
が
あ
り
ま
し
た
。
私
に

と
っ
て
こ
の
来
賓
部
屋
で
の
諸
先
輩
方
と

の
懇
談
時
間
（
緊
張
時
間
）
は
何
時
間
に

も
感
じ
、
そ
の
緊
張
の
結
果
と
し
て
不
出

来
な
挨
拶
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
徳

島
玉
翠
会
の
方
々
に
は
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

総
会
に
続
い
て
は
懇
親
会
（
う
ど
ん

D
E
乾
杯
、
同
窓
会
紹
介
ス
ラ
イ
ド
、
な

ど
な
ど
）、
こ
れ
も
通
常
の
総
会
と
変
わ

り
な
い
景
色
が
画
面
に
映
し
出
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で
の
同
窓
会

と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
メ
イ
ン
会
場
と

は
別
に
ク
ラ
ブ
活
動
別
と
卒
業
年
別
に
多

く
の
小
部
屋
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
い
つ

で
も
そ
の
小
部
屋
に
移
動
し
て
懇
談
が
で

き
る
と
い
う
点
で
す
。
そ
の
際
に
は
自
分

の
ア
バ
タ
ー
（
分
身
）
を
自
由
に
移
動
さ

せ
て
、
話
し
た
い
相
手
に
接
近
さ
せ
る
と

会
話
が
で
き
る
と
い
う
、
極
め
て
リ
ア
ル

な
懇
親
会
を
楽
し
む
こ
と
が
可
能
で
し
た
。

確
か
に
こ
の
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
は
東
京
玉

翠
会
だ
か
ら
こ
そ
可
能
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
も
し
類
似
の
シ
ス
テ
ム
を
安
易

に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
例
え
ば

お
体
の
御
不
自
由
な
方
も
ご
自
宅
か
ら
参

加
で
き
る
、
あ
る
い
は
海
外
か
ら
も
同
時

刻
に
入
室
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
、

I
T
技
術
が
進
ん
だ
将
来
に
は
徳
島
玉
翠

会
で
も
そ
の
導
入
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
期
が
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
さ
て
挨
拶
の
緊
張
が
解
け
た
後
は

卒
業
年
の
部
屋
に
移
動
し
て
、
関
東
の
み

な
ら
ず
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
い
た
同
級

生
と
歓
談
し
、
最
後
に
メ
イ
ン
会
場
で
の

「
校
歌
、
応
援
歌
斉
唱
、
応
援
団
エ
ー
ル

交
換
」
を
楽
し
み
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
こ
の
同
級
生
の
小
部
屋
は
深
夜
二
時

ま
で
に
利
用
が
可
能
と
の
こ
と
で
学
年
に

よ
っ
て
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会
」
行
わ

れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

最
後
に
「
東
京
玉
翠
会 

渡
辺 

修 

会

長
」
が
「
本
日
の
会
は
全
国
を
見
渡
し
て

も
前
例
の
な
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
り
、
東

京
玉
翠
会
の
総
会
史
に
新
た
な
一
ペ
ー
ジ

を
刻
む
こ
と
で
し
ょ
う
。」
と
述
べ
ら
れ

た
こ
と
を
紹
介
し
て
御
報
告
と
い
た
し
ま

す
。新

し
い
趣
味
、
み
つ
か
り
ま
し
た

　
徳
島
玉
翠
会
副
会
長

　
中
村
　
芳
正
（
昭
和
四
十
二
年
卒
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ゴ
ル
フ
、
テ
ニ
ス
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
、
こ
れ
ら
が
私
の
趣
味
と
言
え
る
も

の
で
し
た
。
運
動
系
に
偏
っ
て
お
り
、
家

の
中
で
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。き

っ
か
け
は
北
島
町
主
催
の
料
理
教

室
で
し
た
。
当
時
、
塩
分
制
限
を
し
て
い

た
た
め
、
外
食
が
ほ
と
ん
ど
で
き
ず
、
自

分
で
何
か
作
り
た
い
と
思
っ
て
応
募
し
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
町
主
催

の
「
男
の
料
理
教
室
」
が
で
き
、
そ
れ
に

も
参
加
し
ま
し
た
。
皆
で
ガ
ヤ
ガ
ヤ
し
な

が
ら
、
ご
飯
を
炊
き
、
お
か
ず
を
作
り
、

皆
で
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
食
べ
る
。

そ
の
中
に
毎
回
一
品
デ
ザ
ー
ト
が
あ
り
ま

し
た
。
季
節
や
主
菜
に
合
わ
せ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
お
菓
子
を
作
り
ま
し
た
。

い
つ
の
時
か
、
小
豆
カ
ス
テ
ラ
が
あ

り
ま
し
た
。
卵
と
砂
糖
を
し
っ
か
り
混
ぜ
、

米
粉
、ド
ラ
イ
餡
、ベ
ー
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー

を
加
え
、
さ
ら
に
小
豆
餡
、
山
芋
を
加
え
、

蒸
し
て
仕
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
時
の
上
品

な
味
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
料
理
自
体
は

味
付
け
が
自
分
で
判
断
で
き
ず
、
と
ん
挫

し
ま
し
た
が
、
お
菓
子
作
り
は
、
材
料
を

間
違
え
ず
に
秤
量
し
、
混
合
し
、
反
応
さ

せ
て
、
仕
上
げ
る
。
こ
れ
な
ら
で
き
る
と

思
い
ま
し
た
。
学
生
時
代
に
薬
学
で
実
験

を
し
て
い
た
の
と
同
じ
で
は
な
い
か
。
さ

ら
に
付
け
加
え
る
な
ら
、
実
験
は
反
応
が

終
了
し
た
ら
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、

使
っ
た
器
具
や
道
具
を
し
っ
か
り
洗
い
、

乾
燥
さ
せ
、
元
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
戻
す
。

こ
れ
が
で
き
て
初
め
て
終
了
で
あ
る
こ
と

を
た
た
き
こ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
お

か
げ
で
、
家
で
お
菓
子
作
り
を
し
て
も
、

食
器
等
を
元
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
戻
す
ま
で

を
実
践
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
お
菓
子
作

り
以
上
に
家
で
は
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
徐
々
に
で
は

あ
り
ま
す
が
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
広
げ
て
い

ま
す
。
小
豆
カ
ス
テ
ラ
を
筆
頭
に
関
東
風

桜
餅
、マ
ド
レ
ー
ヌ
、カ
ス
テ
ラ
、マ
フ
ィ

ン
、
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
、
ガ
ト
ー
シ
ョ
コ

ラ
を
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
新
し
い

お
菓
子
に
挑
戦
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
と
は
い
っ
て
も
全
く
の
我
流
で
、

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
は
や
っ
て
み
る
の
繰
り

返
し
で
、
理
論
的
な
こ
と
は
よ
く
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。
友
人
に
尋
ね
て
教
え
て
も

ら
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

お
菓
子
作
り
の
一
番
い
い
と
こ
ろ
は
、

作
っ
た
も
の
を
、
人
に
食
べ
て
も
ら
い
、

喜
ん
で
い
た
だ
き
、
輪
が
広
が
る
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
男
が
作
っ
た
と

言
う
だ
け
で
話
題
作
り
に
貢
献
し
て
い
る

気
が
し
て
い
ま
す
。
お
菓
子
を
食
べ
る
時
、

み
ん
な
が
笑
顔
に
な
り
、
ほ
っ
こ
り
し
て
、

小
さ
な
幸
せ
を
感
じ
る
と
い
う
事
は
世
界

共
通
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
菓

子
作
り
を
通
し
て
、
笑
顔
が
広
が
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

百
人
一
首
と
ア
ン
コ
ー
ル
曲

　
徳
島
玉
翠
会
副
会
長

　
香
川
　
典
子
（
昭
和
四
十
七
年
卒
）

三
年
ぶ
り
の
行
動
制
限
の
な
い
G
W

と
な
り
、
感
染
対
策
を
し
な
が
ら
各
種
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
徳

島
城
博
物
館
で
は
小
中
学
生
の
「
か
る
た

大
会
」
が
行
わ
れ
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ

り
、
百
人
一
首
の
上
の
句
を
読
み
上
げ
る

と
、
二
人
一
組
と
な
っ
た
参
加
者
が
下
の

句
の
札
を
探
し
て
い
る
映
像
が
放
送
さ
れ

て
い
た
。

そ
う
そ
う
、
高
松
高
校
一
年
生
の
冬

休
み
の
宿
題
は
百
人
一
首
を
覚
え
て
く
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
休
み
明
け

に
「
か
る
た
大
会
」
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

私
は
国
語
が
苦
手
で
、
古
語
と
な
る
と
意

味
不
明
な
用
語
が
続
出
し
て
、
さ
ら
に

ハ
ー
ド
ル
が
上
が
る
。
何
よ
り
、
こ
れ
ら

の
歌
に
共
感
が
な
い
。
な
に
し
ろ
百
人
一

首
の
多
く
は
恋
の
歌
で
あ
り
、
身
を
焦
が

す
恋
や
涙
で
袖
を
濡
ら
す
悲
し
み
と
言
わ

れ
て
も
理
解
不
能
で
あ
る
。
私
に
と
っ
て

は
百
人
一
首
も
お
経
も
呪
文
も
、
同
じ
響

き
に
過
ぎ
な
い
。

案
の
定
、
冬
休
み
に
覚
え
ら
れ
た
の
は
、

せ
い
ぜ
い
十
首
程
度
で
、
休
み
明
け
の
大

会
は
ひ
ど
い
状
態
で
あ
っ
た
。
上
の
句
を

読
ま
れ
て
も
下
の
句
が
わ
か
ら
ず
、
下
の

句
が
読
ま
れ
て
、
よ
う
や
く
札
を
探
す
作

業
に
と
り
か
か
る
始
末
。
こ
れ
は
、
ひ
ら

が
な
を
覚
え
か
け
た
幼
児
の
「
か
る
た
大

会
」
で
、「
犬
も
歩
け
ば
・・・
」
の
「
い
」

の
札
を
探
す
の
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
、
高
高

時
代
の
苦
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
子
育
て
が
一
段
落
し
て
か
ら
、

趣
味
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
鑑
賞
は
ラ
イ
ブ

に
ハ
マ
っ
て
い
る
。
ラ
イ
ブ
の
最
大
の
楽

し
み（
再
生
音
楽
と
の
違
い
）は
ア
ン
コ
ー

ル
で
あ
る
。
予
定
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え

て
の
演
奏
で
、ま
さ
に
オ
マ
ケ
、お
得
感
！

主
婦
に
は
嬉
し
い
。
ま
た
、
予
定
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
予
め
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
ア

ン
コ
ー
ル
は
当
然
な
が
ら
「
や
る
」
と
も

「
や
ら
な
い
」
と
も
、
ま
た
曲
名
も
発
表

さ
れ
て
い
な
い
。
会
場
の
鳴
り
や
ま
な
い

拍
手
に
応
え
て
、
さ
あ
ア
ン
コ
ー
ル
が
始

ま
る
、
会
場
が
再
び
静
寂
に
包
ま
れ
た
時

の
ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
感
！
何
が
出
て

く
る
か
、
ス
リ
ル
と
サ
ス
ペ
ン
ス
に
満
ち

た
瞬
間
で
あ
る
。

東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
で
の
ミ
シ
ュ
ク

（
第
九
回
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
国
際
コ
ン

ク
ー
ル
第
二
位
）
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
の

ア
ン
コ
ー
ル
が
始
ま
る
時
の
こ
と
で
あ
る
。

長
身
の
ミ
シ
ュ
ク
が
体
を
小
さ
く
し
て
鍵

盤
に
向
か
い
、
そ
の
細
く
長
い
指
で
柔
ら

か
い
音
を
奏
で
た
。
最
初
の
二
音
を
弾
い

た
だ
け
で
、わ
か
っ
た
！！
「
月
の
光
」（
ド

ビ
ッ
シ
ー
作
曲
）で
あ
る
。静
か
で
優
し
く
、

少
し
切
な
く
響
く
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
う
っ
と

り
聞
き
入
っ
た
。
そ
の
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
シ
ョ
パ
ン
や
リ
ス
ト
ら
の
超
絶
技
巧
を

要
す
る
曲
が
多
か
っ
た
の
で
、
幻
想
的
で

美
し
い
「
月
の
光
」
は
、
感
動
し
て
高
揚

し
た
気
分
を
沈
め
て
癒
し
て
く
れ
る
ア
ロ

マ
の
よ
う
。
ホ
テ
ル
ま
で
の
帰
路
は
、
あ

え
て
地
下
鉄
を
利
用
せ
ず
、
新
宿
中
央
公

園
を
通
り
、
都
庁
な
ど
の
高
層
ビ
ル
群
を

抜
け
な
が
ら
新
宿
駅
ま
で
歩
い
た
。
夜
空

に
月
は
出
て
い
な
か
っ
た
が
、
頭
の
中
で

は
「
月
の
光
」
が
繰
り
返
し
流
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
百
人
一
首
で
は
、
上
の

句
最
初
の
一
字
で
下
の
句
が
わ
か
る
歌
が

七
首
、
二
字
で
は
四
十
二
首
、
三
字
で
三

十
七
首
、
四
字
で
六
首
、
五
字
で
二
首
、

六
字
で
六
首
と
六
字
ま
で
で
下
の
句
が
す

べ
て
決
定
す
る
。
な
ぁ
ん
だ
！
歌
の
意
味

な
ど
覚
え
ず
と
も
、
上
の
句
を
最
大
六
字

覚
え
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る
下
の
句
を
覚

え
れ
ば
、
立
派
に
「
か
る
た
大
会
」
が
で

き
る
。
し
か
も
全
部
で
も
一
〇
〇
首
で
あ

る
。
何
が
出
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
ア
ン

コ
ー
ル
曲
を
二
音
で
当
て
る
よ
り
、
は
る

か
に
簡
単
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

あ
れ
か
ら
ウ
ン
十
年
、
人
生
経
験
を

積
み
、
身
を
焦
が
す
恋
も
涙
で
袖
を
濡
ら

す
悲
し
み
も
し
っ
か
り
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
歳
に
な
っ
て

百
人
一
首
を
覚
え
る
の
は
、
た
と
え
六
字

と
は
い
え
ど
も
至
難
の
業
で
あ
る
。
や
っ

ぱ
り
私
は
〝
幼
児
〞
の
「
か
る
た
大
会
」

に
し
か
参
加
で
き
な
い
。
高
松
高
校
で
宿

題
を
や
ら
な
か
っ
た
ツ
ケ
は
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
・
・
・
・

追
記
：
コ
ロ
ナ
禍
で
二
年
余
り
、
ラ

イ
ブ
に
行
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
前
の
よ
う
に
な
る
日
を
心
待
ち
に

し
て
い
ま
す
。

編

後
記

集

オンライン開催
名鉄グランドホテル
ザ・リッツカールトン大阪
アークホテル岡山

説 明

2021年度 会計報告

2022年度各玉翠会総会・懇親会の予定

（2021年４月～2022年３月）

収入の部

科 目
前年度より繰越

2020年度 備 考
1,028,574

2021年度
978,144

増 減

2020年度 備 考

備 考

2021年度 増 減

2020年度 2021年度 増 減

▼50,430

支出の部

69名
6件

科 目
144,000
158,884

0
0
8

302,892

175,000
138,619

0
0
7

313,626

△31,000
▼20,265

▼1
△10,734

松下印刷（徳島玉翠会誌）： 231,990

項 目

徳島玉翠会の2021年度収支決算について、帳簿及び関係諸帳票を監
査したところ、適正に執行されていることを確認したので報告します。

2022年 4 月 8 日　監事　寺嶋 吉保　

31,436
1,806

100,000
0

209,000
11,080
353,322

26,912
0

10,000
0

231,990
9,123

278,025

▼4,524
▼1,806
▼90,000

△22,990
▼1,957
▼75,297

978,144 1,013,745 △35,601

東京玉翠会 7月9日㈯
東海玉翠会 9月17日㈯
関西玉翠会 10月9日㈰
岡山玉翠会 11月20日㈰

年 会 費
広 告 収 入
総会・懇親会費
寄 付 収 入
利 子
収 入 合 計

通 信 費
事務用消耗品
寄付・祝い金
交通費援助金
委 託 費
雑 費
支 出 合 計

次年度繰越金

⑷


